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                                     巻 頭 言 

 

                                                      校 長  三 幷 敏 之 

 

 第Ⅳ期指定のスーパーサイエンスハイスクール事業（以下ＳＳＨ）も、集大成となる５年次の取組を

まとめた『研究開発実践報告書』を刊行することとなりました。「生徒の主体性の向上に向けた『Ｊ－Ｌ

ＩＮＫプログラム』と連動した多面的評価方法の開発」を研究開発課題に掲げ、「Ⅰ 先端科学技術者と

しての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究」「Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体

性を向上させるための研究」「Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及

活動」を３つの柱として立て、これまで研究開発を続けて参りました。  この第Ⅳ期の期間を通して、

応用数理科での「Science Introduction(1 年)」「課題研究(2 年)」 「Advanced Science(3 年)」といっ

た一連の探究課程の確立や、毎年改善を重ねてきた「ルーブリック」、活動の振り返りや長期的な探究活

動を円滑に進めることを目的とした「一枚ポートフォリオ」の作成など、取組みの評価や研究の進展具

合の確認をスムーズにするためのノウハウを蓄積してきました。普通科でも、平成 30 年度より「総合

的な探究（学習）の時間」を「探究」と呼称変更し、1 学年では学年団の教員がすべて関わり学問系統

別グループに分かれての課題研究を実施し、地域の方々や大学関係者等と連携し情報をいただきながら

研究を進めるグループも見られるようになりました。 

 また、毎年２回本校が主催し、生徒が主体的に課題研究テーマの設定から研究目標・計画作成を行う

ための研修を行っている「徳島県高等学校 SSH 課題研究及び科学部研究研修会」は、県内高校生が課題

研究をスタートするきっかけづくりに貢献してきた。そして、この研修会で課題研究をスタートさせた

生徒が 1 年後に発表する機会として、本校主催で始まり現在は管理期間主催となっている「徳島県 SSH 

生徒研究合同発表会」まで、県内高校生の課題研究発表までの流れもできつつあります。これまで小・

中学校との連携として開催してきた「中学生対象理科実験教室」や「小学生対象理科実験教室」は、そ

の実験教室を体験した中学生が本校の応用数理科に入学し、高校生として実験教室運営に関わり、大学

の理系学部へ進学して研究職の道へ進むといったケースへとつながっています。 

  更に令和４年度には、普通科の生徒育成を踏まえたカリキュラムとして、「理数探究基礎」を普通科１

年生で実施し、普通科と応用数理科を横断して、全校体制での課題研究の取組へとつながっています。 

  ただ一つ残念なことといえば、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、実際に現場の空気を感

じる貴重な体験であるアメリカ研修が思うように実施できなかったことですが、そのぶん、オンライン

による交流の可能性など、新たな光も感じています。今後は様々な形での国際交流を模索していかなけ

ればならないと切に感じています。 

  現代は、世界規模での感染症拡大や温暖化に起因する相次ぐ自然災害の発生、化石燃料に変わるエネ

ルギーの希求など、Volatility(変動性)・Uncertainty(不確実性)・Complexity(複雑性)・Ambiguity(曖

昧性)の頭文字をとって「ＶＵＣＡの時代」とも言われています。このような時代だからこそ、今後も地

域の中核校として、先端科学技術者の育成に鋭意取り組む中で、理数教育発展の一助となるよう努力し

ていきたいと考えています。 

 最後になりましたが、これまで丁寧にご指導いただき、本校を支えてくださった徳島県教育委員会、

徳島大学、国立研究開発法人科学技術振興機構をはじめとする関係の皆様に、心よりの感謝を申し上げ、

巻頭の挨拶といたします。 



1年生の活動

Science Introduction　物理 Science Introduction　化学

Science Introduction　生物 Science Introduction　地学

野島断層フィールドワーク J-Linkツアー（SPring-8, SACLA）

園瀬川総合科学調査 課題研究科学部研究研修会



2年生の活動

課題研究 課題研究中間発表

英語課題研究発表 Science English Ⅱ

サイエンスダイヤログ 「探究」「課題研究」合同発表会

中学生対象理科実験教室 突撃となりの科学部



3年生の活動

オリエンテーション Advanced Science　物理

Advanced Science　化学 Advanced Science　生物

ポストLEDフォトニクス研究所訪問全国総合文化祭

Advanced Science　地学 Advanced Science　ポスター掲示



探　　　　　究

1年「理数探究基礎」① 1年「理数探究基礎」②

1年「理数探究基礎」③ 1年「理数探究基礎」④

2年「探究」③ 2年「探究」④

2年「探究」① 2年「探究」②
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別紙様式１－１ 
徳島県立城南高等学校 指定第Ⅳ期目 30～04 

 
❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
 ① 研究開発課題  
生徒の主体性の向上に向けた「J-LINK プログラム」と連動した多面的評価方法の開発 
 ② 研究開発の概要  

「J-LINK プログラム」(J-LINK=JONAN Local and International Network for gaining Knowledge and 
ability in science)と連動した多面的評価方法の開発・実践を行い，生徒の主体性の向上について，

その効果を検証する。そのために，次の３点について重点的に研究開発を行う。 

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究として，理数系能

力や語学力を向上させる教材の開発や高大連携の強化により，「J-LINK プログラム」の探究過

程の質的向上を図る。 

Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究として，「J-LINK プログラム」

と連動した「一枚ポートフォリオ」の開発及び多面的・総合的な評価の実践を通して，生徒の主

体性の向上と「課題研究」の深化を図る。 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動として，中高の「科学

部対象実験教室」や「教員対象研修講座」を新たに立ち上げ，地域における科学技術人材育成のネ

ットワークを強化する。 
 ③ 令和４年度実施規模  

  全校生徒を対象とする。応用数理科生(各学年１クラス 100 名)及び科学部員を中心とするが，普

通科でも「課題研究」を実施し，全校で主体的な学びを推進する。 

課 程 学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 
普通科 280 7 240 6 239 6 759 19 

応用 
数理科 

30 1 28 1 39 1 97 3 

計 310 8 268 7 278 7 856 22 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 
第１年次 Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

  (1)「Science Introduction（１年）」「課題研究（２年）」「Advanced Science（３

年）」の探究的な活動について，評価方法の検討及び探究活動の改善 

 (2)理数系能力の評価方法の開発 

 (3)「Science EnglishⅠ・Ⅱ・Ⅲ」による，科学的な語学力や英語によるプレゼン

テーション力，論文作成力の向上のための教材開発及び評価方法の改善 

Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

 (1)「J-LINK プログラム」と連動した「一枚ポートフォリオ」に関する調査研究。 

 (2)「チャレンジ授業」や教員研修の充実，及び教員の指導力向上 

 (3)普通科の「探究」における年間計画作成と内容の充実 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 
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 (1)本校主催の「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」の充実 

 (2)「小学生対象理科実験教室」等の普及事業の評価及び内容や実施方法の改善 

第２年次 Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

  (1)「Science Introduction（１年）」「課題研究（２年）」「Advanced Science（３

年）」の探究的な活動について，評価方法の検証及び実践，探究活動の改善 

 (2)理数系能力の評価方法の調査結果検討 

 (3)「Science EnglishⅠ・Ⅱ・Ⅲ」による，科学的な語学力や英語によるプレゼン

テーション力，論文作成力の向上のための教材開発及び評価方法の改善 

Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

 (1)「J-LINK プログラム」と連動した「一枚ポートフォリオ」による評価の実践。 

 (2)「チャレンジ授業」や教員研修の充実，及び教員の指導力向上 

 (3)普通科の「総合的な探究の時間」における評価や探究活動の充実 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

 (1)本校主催の「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」の充実 

 (2)「小学生対象理科実験教室」等の普及事業の評価及び内容や実施方法の改善 

 (3)中高の「科学部対象実験教室」や「教員対象研修講座」等の計画 

第３年次 Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

  (1)「Science Introduction（１年）」「課題研究（２年）」「Advanced Science（３

年）」の探究的な活動について，評価方法の実践及び検証，探究活動の改善 

 (2)理数系能力の評価による学校設定科目の検証 

 (3)「Science EnglishⅠ・Ⅱ・Ⅲ」による，科学的な語学力や英語によるプレゼン

テーション力，論文作成力の向上のための教材開発及び評価方法の改善 

Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

 (1)「J-LINK プログラム」と連動した「一枚ポートフォリオ」による評価の実践。 

 (2)「チャレンジ授業」や教員研修の充実，及び教員の指導力向上 

 (3)普通科の「総合的な探究の時間」における評価や探究活動の充実 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

 (1)本校主催の「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」の充実 

 (2)「小学生対象理科実験教室」等の普及事業の評価及び内容や実施方法の改善 

 (3)中高の「科学部対象実験教室」や「教員対象研修講座」等の普及活動の実践お

よび評価結果による改善 

第４年次 Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

  (1)「Science Introduction（１年）」「課題研究（２年）」「Advanced Science（３

年）」の探究的な活動について，評価方法の実践及び検証，探究活動の改善 

 (2)理数系能力の評価による学校設定科目の検証と探究活動の改善 

 (3)「Science EnglishⅠ・Ⅱ・Ⅲ」による，科学的な語学力や英語によるプレゼン

テーション力，論文作成力の向上のための教材開発及び評価方法の改善 

Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

 (1)「J-LINK プログラム」と連動した「一枚ポートフォリオ」による評価の実践

及び改善。 

 (2)「チャレンジ授業」や教員研修の充実，及び教員の指導力向上 

 (3)普通科の「総合的な探究の時間」における評価や探究活動の充実 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

 (1)本校主催の「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」の充実 

 (2)「小学生対象理科実験教室」等の普及事業の評価及び内容や実施方法の改善 

 (3)中高の「科学部対象実験教室」や「教員対象研修講座」等の普及活動の実践お
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よび評価結果による改善 

第５年次 Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

  (1)「Science Introduction（１年）」「課題研究（２年）」「Advanced Science（３

年）」の探究的な活動について，評価方法の検証及び探究活動の改善，総括 

 (2)理数系能力の評価による学校設定科目の検証と探究活動の改善，総括 

 (3)「Science EnglishⅠ・Ⅱ・Ⅲ」による，科学的な語学力や英語によるプレゼン

テーション力，論文作成力の向上のための教材開発及び評価方法の改善，総括 

Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

 (1)「J-LINK プログラム」と連動した「一枚ポートフォリオ」による評価の実践

及び改善，総括 

 (2)「チャレンジ授業」や教員研修の充実，及び教員の指導力向上，総括 

 (3)普通科の「総合的な探究の時間」における評価や探究活動の充実，総括 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

 (1)本校主催の「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」の充実，総括 

 (2)「小学生対象理科実験教室」等の普及事業の評価及び内容や実施方法の改善，

総括 

 (3)中高の「科学部対象実験教室」や「教員対象研修講座」等の普及活動の実践お

よび評価結果による改善，総括 

○教育課程上の特例 

学科 開設する科目 
単位

数 
代替科目名 

単位

数 
対象 

応用数理科 

Science Introduction 1 総合的な探究の時間 1 第１学年 

Science EnglishⅠ 1 総合的な探究の時間 1 第１学年 

Science EnglishⅡ 1 総合的な探究の時間 1 第２学年 

科学と情報 1 社会と情報 1 第２学年 

科学と情報 1 社会と情報 1 第３学年 

応用数理科では，数学・理科の科目は全て理数科目及び学校設定科目として実施する。SSH 指定

に係る教育課程編成上の特例により「総合的な探究/学習の時間（３単位）」については実施しな

い。同等の効果が期待できる科目として１年次に「Science Introduction（１単位）」，「Science 
EnglishⅠ（１単位）」，２年次に「Science EnglishⅡ（1 単位）」を実施する。 

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
応用数理科は普通科より１単位多い週 35 単位の教育課程を設定している。学校設定科目として，

１学年では「Science Introduction（１単位）」「Science EnglishⅠ（１単位）」，２学年では「Science 
EnglishⅡ（１単位）」を設定した。３学年では「Advanced Science（２単位）」「Science English
Ⅲ（1 単位）」を設定した。また２・３学年において「理数物理探究」「理数化学探究」「理数生

物探究」「科学と情報」を設定している。その他，２学年にて「課題研究（2 単位）」を教育課程

に位置づけている。 

○具体的な研究事項・活動内容 
・１学年の「Science Introduction」では，物化生地４分野についての実験実習の基本的なスキルを

学習させた。今年度は応用数理科 1 年が 30 名となったため，1 クラス 15 人２班の編成で，４週間

で各分野を完遂する方式で実施した。また，今年度は高大連携事業のいくつかが中止となったが，

オンラインを活用して探究の進め方や研究ノートの取り方についても学んだ。また，課題研究のテ

ーマ設定や計画立案に関わる研修として，本校主催で「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研

究研修会」をオンラインで実施した。第Ⅳ期では毎回 150 名程度の参加があり，大学の先生方にご

協力いただき，各校とも課題研究のスタートを切ることができた。課題研究口頭発表の基本的スキ

ルについては「Science EnglishⅠ」でも学習した。２学年では「課題研究」２単位を実施して本格

的に課題研究に取り組ませた。校内での発表会ごとにルーブリックとポートフォリオを用いて個別
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の指導を行った。新しい形の校内発表会も企画した。２年生の「探究・課題研究合同発表会」では

１年生全員を対象に口頭発表・ポスター発表をし，これからの課題研究の参考にしてもらった。

「Science EnglishⅡ」とリンクし，英語での発表にも取り組ませた。３年生は，「Advanced Science」
２単位を実施し，物化生地４分野の発展的な実験を取り扱った。また，課題研究の最終的なまとめ

や対外的な発表会参加に取り組ませた。普通科１年では「理数探究基礎」を導入し，「音の速さを

測ろう」，「10 年後の○○」と題した２つのミニ課題研究を行い，理科的・数学的な見方・考え

方を身につけ，データの取り扱いについても学んだ。普通科２年生の「探究」では，課題研究と連

携をはかり，クラス単位でのグループ研究を行なった。 

・高大連携のいくつかはコロナ禍の影響で中止となったが，徳島大学，その他県外の大学とオンラ

インを含めての講座を実施した。その中で，講義とフィールドワークを組み合わせた「活断層と地

震」という高大連携講座を実施し，地震・津波災害や防災について学んだ。「徳島城南塾 SSH 特

別講演会」では，本校 OB である山口堅三先生（徳島大学）よりご講演をいただいた。 
・第１学年の「Science EnglishⅠ」の授業では，本校 ALT（JET プログラムによる英語指導助手）

と SSH 事業費で雇用した英語の非常勤講師の先生２名に，それぞれ英語科教員と理科教員がサポ

ートに入って，英語による口頭プレゼンテーションの基本的な内容を実践的に学習した。第２学年

の「Science EnglishⅡ」では，本校 ALTと英語非常勤講師２名に英語科及び理科教員が加わり，主

に各自の課題研究内容を素材に，口頭・ポスター発表や要約・論文作成など，英語を用いた様々な

発表手法に取り組ませた。岡山大学から Peitong Wang 博士を招いた英語による講義では，事前に

講義内容を送ってもらい，講義内容の事前学習をして理解を深めるなど，科学的内容を英語での理

解・表現に取り組んだ。また，第Ⅳ期では理科教員・ALT の連携により英語による科学実験を毎

年実施している。 

・本校及び県内高校の課題研究の質的向上や学校間交流を図るため，徳島大学理工学部や徳島県教

育委員会，徳島県立総合教育センターと連携し，主に１年生を対象に「徳島県 SSH 高等学校課題

研究及び科学部研究研修会」を企画・実施した。県内の SSH 校と連携して主に２年生を対象に「徳

島県 SSH 生徒研究合同発表会」を実施予定である。ともに非 SSH 校も参加する全県的な取組で

ある。応用数理科や科学部の生徒運営で，休日に中学生対象理科実験教室をオンラインで開催した。 

・校内で課題研究発表会（英語による口頭含む）や「探究」との合同発表会を行った。校外では

SSH 生徒研究発表会，全国高等学校総合文化祭自然科学部門，サイエンスキャッスル，高校生国

際シンポジウム，日本天文学会ジュニアセッションに参加した。中国・四国・九州地区理数科高等

学校課題研究発表大会は紙面発表となった。徳島県 SSH 生徒科学研究合同発表会は３月実施予定

である。課題研究論文は日本学生科学賞に出品した。 

・科学部を中心に物理チャレンジ，化学グランプリ，生物チャレンジ，地学オリンピック，情報オ

リンピックに挑んだ。「科学の甲子園」徳島県大会にも参加した。 
・１月実施予定であった SSH アメリカ海外研修は，コロナ禍の影響により７月に中止を決定した。 
 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
・県全体の課題研究の内容向上と科学部活動の活性化を目指し，１年生対象に行われる「徳島県

SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」と２年生対象に行われる「徳島県 SSH 生徒研究合

同発表会」を運営して，学校間の交流を促進するとともに，SSH 校以外で課題研究に取り組んでい

る生徒に発表の場を設けた。第Ⅳ期ではホームページで教材等の掲載をスタートさせ，SSH ペー

ジの構成を見直し，復元できた過去の課題研究もすべて紹介を始めた。他校の授業実践や課題研究

の参考となるコンテンツの充実を図るとともに。SSH 活動内容の紹介を迅速に行うなど，情報発

信力をさらに強化する。 
○実施による成果とその評価 
・３年生対象のアンケート調査で３年間の SSH 事業に関して，大変満足(26.4%)，まあまあ満足

(34.2%)で約 61％の生徒が満足感を持ち，前年度よりややポイントを下げている。コロナ禍で海外

研修中止の影響が大きいと考えられる。内容でよかったと思うものとして，野外活動，高大連携事

業，施設訪問，課題研究を挙げる生徒が多く，苦労したと思うものとして，課題研究，レポート，

プレゼンテーションを挙げる生徒が比較的多い。自己評価としてレポート作成能力の向上（86.8％）

やプレゼンテーション能力の向上（89.5％）などで自分の成長を感じている。先端科学技術に対す
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る興味・関心（63.2％）や科学的な見方・科学的に問題解決する力が身についた(71.1%)でも肯定的

に捉えている生徒たちが多かった。 
・２年生については「ルーブリック」「ポートフォリオ」を用いて面談することにより研究の意識

付けと評価に取り組んでいる。４月から中間発表Ⅰ，中間発表Ⅰから中間発表Ⅱ，そして最終発表

までの３枚に分けて配布し，計画や振り返りをさせた。活用できた生徒は効率的に実験を進め，上

手く予定も立てられていた。しかし全員に活用を徹底するのは難しく，運用の仕方は工夫が必要で

ある。ルーブリックやポートフォリオの内容などは引き続き検討が必要である。実験ノートの取り

扱いについては，令和２年度に作成した「城南版実験ノート」の書き方を実験ノートの最初のペー

ジに貼付して活用した。生徒の取り組みにも良い変化が見られている。また，ルーブリックについ

ては令和２年度から項目数を６に変更している。 
・昨年度の課題研究の対外的な評価としては，「日本学生科学賞」徳島県審査に出品した 10 作品

のうち３作品が受賞（優秀賞（教育長賞）１点，入賞２点）した。今年の３年生はコロナ禍の影響

で発表会等が少なく例年と比較すると寂しい結果となった。 
・地域との交流広報活動として行っている中学生対象実験教室（科学部主催）は,実施方法を変更

しオンラインで行い，７中学校から中学生 7 名の参加があり，和やかな雰囲気で終了することがで

きた。小学生対象理科実験教室は例年 500 名を超える参加者があり，今年度はコロナ対応のため中

止となった。地域でも楽しみにされている行事のため，来年度は開催に向けて取り組んでいきたい。 

・令和３年度には，県内教育関係者向けの広報誌「徳島教育」11 月号で，本校の SSH の取組を特

集していただくことができた。本校研究成果発表会でもオンライン・対面のハイブリッドで活動報

告をおこなった。 
・科学部の活動が活性化し，Ⅳ期目では，物理チャレンジ・化学グランプリ・生物チャレンジ・地

学オリンピック・情報オリンピックに毎年 40 名程度の挑戦者を出すことができた。「科学の甲子

園」徳島県大会にも毎年挑戦している。 
○実施上の課題と今後の取組 

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

     ※Ⅰ・Ⅱに関しては共通する部分が多いのでまとめることとする。 

①「課題研究」における探究活動と「総合的な探究の時間」における探究活動の連携を密にし，論

文の書き方，ポスター様式，発表のあり方などのノウハウを共有し，理科，英語科，数学科のみな

らず，全教科での連携をはかる。 
② 課題研究等のレポートやプレゼンテーションなどの「パフォーマンス」による評価と，「ルー

ブリック」を用いた評価方法の検証をする。 
③「ローソンテスト」，「Force Concept Inventory」，「学びみらい PASS」のプレテストとポスト

テストから生徒の伸長度合いを検証する。 
④応用数理科を中心に行ってきた課題研究に関係する様々な取組（学校設定科目や高大連携等）を

生かし，本校のカリキュラムマネジメントを向上させる。 
Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

①「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」「徳島県 SSH 生徒科学研究合同発表会」

の充実と県下高等学校の課題研究に関するネットワークづくりを進める。 
②「小学生対象理科実験教室」「中学生対象理科実験教室」の実施方法の改善及び評価を行う。 
③「科学部対象実験教室」や「教員対象研修講座」等の普及活動を実践し，評価を行う。 

④「教員対象研修講座」などの機会に，ルーブリック・ポートフォリオによる課題研究実践を紹介

し，県内の課題研究の活性化をはかる。 

 ⑥ 新型コロ ナ ウイ ルス感染症の 影響  

今年度のアメリカ海外研修は，現地高校での交流を終日にするなど，更に研修の充実を図るべく

進めていたが，世界的なコロナ禍の影響を受け，７月にアメリカ海外研修の中止を決定した。この

研修を楽しみに入学した生徒も多く，種々の検討課題について十分な検証を行い，来年度以後，さ

らに魅力的な研修が計画・実施できるように努めたい。その他 SSH 諸活動はオンライ開催も含め

て実施に努めた。 
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別紙様式２－１ 
徳島県立城南高等学校 指定第Ⅳ期目 30～04 

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
①  研究開発の成果 ②  

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

(1)SSH 事業の中心である応用数理科及び普通科において研究を進めている。基礎学力の育成に関

わる内容について，応用数理科では数学と理科を全て理数科目および学校設定科目として行うこ

と，SSH 指定にかかる教育課程編成上の特例により，「総合的な探究の時間」を設けず，学校設定

科目を実施すること，普通科に対して応用数理科では１単位増やし，課題研究や高大連携に関わる

内容を教育課程に位置づけて行い，情報の科目を「科学と情報」として行っている。 
(2)応用数理科では，２年次に「課題研究」２単位を水曜午後２時間連続で実施した。またそれに

先立つ１年次に「Science Introduction」１単位を実施した。３年次には「Advanced Science」２単位

を実施しており，課題研究の準備からまとめまで，１～３年次を通して取り組ませる教育課程とな

っている。普通科では「理数探究基礎」をスタートさせ，２年次「探究」とともに学年団全員で指

導に当たっている。 
(3)応用数理科では上記の研究内容に対して，課題研究とそれに関わる科目を重要な科目と位置づ

けて実施している。１年次の学校設定科目「Science Introduction」では，物化生地４分野全ての実

験実習を，今年度はクラスを 15 人ずつ２グループに分けた少人数で行うことで，基本的な実験ス

キルを学習させ，それを課題研究の取組に活用させた。さらに徳島大学の先生方のご協力で実施し

ている「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」を踏まえて，研究テーマや計画を

生徒同士が主体的に考える機会を設定し，課題研究活動にスムーズに移行できるようにした。 
(4) 徳島大学，香川大学等の県内外の大学の先生方との高大連携講座をオンライン含め実施し，研

究の最前線の様子や研究者としての実践などをご教授いただいた。 
(5)「Science English」では英語科と理科と情報科及び ALT２名が連携した取組を行っている。第１

学年の「Science EnglishⅠ」では，英語による口頭プレゼンテーションの基本的な内容を実践的に

学習した。第２学年の「Science EnglishⅡ」では，主に各自の課題研究内容を素材に，口頭・ポス

ター発表など英語を用いた様々な発表手法に取り組ませた。第３学年の「Science EnglishⅢ」では，

課題研究の英語要約・論文作成などに取り組ませた。１年次の Science EnglishⅠから３年次の

Science EnglishⅢに至るカリキュラムを実践し，指導方法・内容・評価方法などの改善に取り組ん

だ。科学英語の強化のため，１・２年次では英語による実験・実習も取り入れている。 
(6)課題研究とそれに関わる科目において，校内外で様々な形での発表会を複数行い，また全員に

日本学生科学賞への論文と課題研究集録への論文作成を義務づけて，入賞に向け取り組んでいる。 
(7)PowerPoint を用いたプレゼン作成やポスター作成の指導は，情報科と連携して行っている。ま

た英語科と連携して行っている「Science English」では，単なる発表の英訳でなく，効果的な

PowerPoint プレゼンの作り方や，分かりやすいプレゼンについても実践的に取り組んでいる。 
(8) 科学的資質能力の評価については，「ローソンテスト」，「Force Concept Inventory（力と運動

に関する概念調査テスト）」のプレテスト・ポストテストを実施し，校内での検証が終わっている。

ジェネリックスキル測定のための「学びみらい PASS」の検証も含め，第Ⅳ期全体の総括を行った。 
Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

(1)課題研究用の「ポートフォリオ」と口頭発表用の「ルーブリック」改善し，一緒に用いること

で生徒のパフォーマンス評価につなげ，課題研究の取組みの修正や，生徒の主体性の向上に寄与す

るとともに，その成果についても検討する。 

(2) 普通科１年では「理数探究基礎」を導入し，「音の速さを測ろう」，「10 年後の○○」と題し

た２つのミニ課題研究を行い，理科的・数学的な見方・考え方を身につけ，データの取り扱いにつ

いても学んだ。２年次は，課題研究と連携をはかり，クラス単位でのグループ研究を行なった。全

校での発表会を実施し，１・２年生全員に向け口頭発表を行った。 

(3)各種の取組・行事の後，あるいは節目の時期に適宜アンケート調査を行い，過去の結果と比較
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して課題を洗い出し，取組内容の改善を図った。 

(4)科学部は物理班，化学班，生物班，地学班で構成されており，在籍部員は 120 名を超える。主

な活動は，放課後における「課題研究」のほか，科学コンテストへの参加も積極的に行っている。 

(5) 生徒間で勉強会を実施し，物理チャレンジ５名，化学グランプリ４名，生物オリンピック 10

名，地学オリンピック３名，情報オリンピック３名が挑戦した。 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

(1)県全体の課題研究の内容向上と科学部活動の活性化を目指し，主に１年生対象に行われる「徳

島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」と主に２年生対象に行われる「徳島県 SSH 生

徒研究合同発表会」を運営して，学校間の交流を促進するとともに，特に SSH 校以外で課外活動

として課題研究に取り組んでいる生徒に発表の場を設けた。 
(2)中学校に行事の広報をし，応用数理科や科学部の運営で，中学生対象理科実験教室を 10 月に実

施した。7 名の中学生が参加し，本校生有志 17 名が運営に当たった。工夫を凝らした実験を企画

し，分かりやすい説明を考えるなど，一人ひとりにきめ細やかな対応ができた。 
(3)徳島大学と連携して「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」を運営し，本校は

もとより，他校の高大連携の活性化にも寄与している。第Ⅳ期では毎回 150 名程度の生徒が参加し，

課題研究のスタートを切るとともに大学の先生方とのつながりをつくることできた。 
(4)「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」や「徳島県 SSH 生徒研究合同発表会」

などで，他校生に本校の取組を伝え，課題研究についての情報提供を行った。 
・３年生対象のアンケート調査を実施した。３年間の SSH 事業に関して，大変満足(26.3%)，まあ

まあ満足(34.2%)で，否定的な意見は少し不満(5.3%)であった。 
・２年生対象のアンケート調査では，「課題研究」では，内容に対して 53.8%が肯定的な回答をし

ている。合わせて，選択科目に対する興味・関心が深まった(65.4％)，研究に対する意欲が深まっ

た(65.4％)とする回答多く，否定的な回答も一部あり例年と比べるとあり，生徒が達成感を得られ

るようサポートしていきたい。校外の研究発表でも既に成果を挙げている班がある。「Science 
EnglishⅡ」では，英語の専門用語や論文の表現方法が習得できた生徒は 73.1％であったが，科学論

文を読む力がついたとする生徒は 19.2％であった。 
・１年生対象のアンケート調査では，「Science Introduction」について，内容への満足度(73.3%)，
実験の手法や技術の習得(80.0%)，理科に対する興味・関心の深まり(86.7%)，理科の各科目に対す

る理解(83.3%)と高く評価している生徒が多く，否定的な意見は若干名である。実験実習を楽しみ

ながらスキルを身につけていったと考えられる。「Science English Ⅰ」は英語プレゼンテーション

の体験的な内容や英語での理科基礎実験を行った。科学英語に対する理解が高まったとする回答が

73.3%と多いが，科学な文章を読む力がついたとする生徒は 30.0％であった。物理量を表す英単語

についての意識は高まり，基本的な科学英語については理解が進んでいる。 
・個別の高大連携講座や校外活動については，どの学年でもほとんどの行事で高評価となっており，

生徒の興味関心の喚起や研究活動に対する理解を深めることに大いに効果があると考えられる。 
 ② 研究開発の課題   
Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

(1) 数学と理科の融合科目である「数理科学」では，数学科・理科教員で教材開発を行っていたが，

令和３年度から情報科教員が加わり，データ分析の手法と活用について学び，問題点についてモデ

ル化シミュレーションを行う授業実践を行った。「Science English」では英語科教員と理科教員で

教材開発に取り組み，１・２年では英語による科学実験を年間２回以上実施している。また，理科

の各授業では物理量を表す英単語についても意識させるようにした。しかし，教材等の再構築が必

要な部分もあり，今後理数系能力向上のための教材の充実と検証をしていかなければならない。 
(2)「課題研究」に関する直接的なアドバイスは理科，数学で行っており，各種発表や論文記述な

どは，理科の科目間や英語科，数学科，情報科で連携して行っている。普通科「探究」では，クラ

ス解体して学年団で学問・系統別に指導に当たっていたが，今年度もコロナ禍の影響があり，クラ

ス内のグループ研究とした。課題研究との合同行事は規模を拡大するとともに複数の行事を企画す

ることができた。今後両者の関係をさらに密にし，研究の途中過程時や論文の書き方，ポスターの
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様式，発表のあり方など，教科間や科目間を超えた連携をして指導力向上ときめ細かいアドバイス

ができるよう取り組む。 
(3) Ⅳ期目では科学的資質能力の評価について，「ローソンテスト」，「Force Concept Inventory（力

と運動に関する概念調査テスト）」を１学次の５月に実施し，「課題研究」「探究」履修後の３年

次にポストテストを行った。平成 30 年度・31 年度・令和２年度入学生の推移により SSH の効果を

検証した。今後この成果を校内での指導に活かしていく。 
Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

(1)「ポートフォリオ」については各科目で活用を始めている。学校全体でのポートフォリオのす

り合わせや評価についての検討や改善が今後の課題である。 
(2)課題研究口頭発表については，「ポートフォリオ」，「ルーブリック」併用でのパフォーマン

ス評価に取り組んでおり，生徒の主体的な活動促進に一定の効果を上げつつある。本年度，「ルー

ブリック」での教員評価及び生徒評価間の差異を検証し，発表会後のアドバイスにも活かした。さ

らに生徒の主体性向上や評価項目の妥当性検証に向け検討が必要である。 
(3) 普通科１年では「理数探究基礎」を導入し，「音の速さを測ろう」，「10 年後の○○」と題し

た２つのミニ課題研究を行い，理科的・数学的な見方・考え方を身につけ，データの取り扱いにつ

いても学んだ。２年の「探究」ではコロナ禍の影響を受け，今年度もクラス内でのグループによる

課題研究をとした。応用数理科「課題研究」と普通科「探究」との新たな発表会の創設など合同行

事は活発に行うことができたが，普通科「理数探究基礎」に応用数理科「課題研究」のノウハウを

生かし協力体制をつくることができた。理科の科目間や英語科，数学科，情報科との連携は進んで

いるが，国語科や地歴公民科との連携が進んでいない部分があり，他教科との連携のあり方につい

て検討し，探究活動の充実に努める必要がある。 
(4)令和２年度より校時の中に SSH 事務局会議置くことができ，毎週定例会を行っている。課題研

究や SSH 事業の円滑な推進に効果を上げている。しかし，「SSH 委員会」を中心とした校内の連

携体制にはまだまだ改善の余地があり，全職員が SSH 事業や先進的な取組についての理解を深め，

それを共有して授業改善に役立てるシステムの構築が必要である。またアクティブラーニングの実

践とその評価についても研究を進める。 
Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

(1)「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」は，大学と綿密な連携をし，概ね確立

してきた。実施方法の詳細については大学と調整しながら計画をしている。コロナ禍ではオンライ

ンでの開催を企画し，新規参加校も２校あった。この会をきっかけとして課題研究をスタートさせ

る。オンライン開催の場合は，遠隔地からの参加も可能であり，さらに県全体の取組に発展させる

とともに，県内高校課題研究のゴールともいえる「徳島県 SSH 生徒研究合同発表会」が，全ての

高校や科学部の発表の場となるよう工夫を行う。 
(2)毎年多くの参加者を集め，地域の行事として定着している小学生対象理科実験教室の実施方法

を毎年検討している。本年度はコロナ禍の影響により中止した。本会を楽しみにしている地域の方

々も多く，次年度開催に向けて検討していきたい。中学生対象理科実験教室は，感染症対策のため 
事前に３テーマの実験キットを送付し，オンラインでの実施となった。７中学校から中学生７名の

参加があり，携わった科学部有志も 17 名で，どの分野も好評であった。中学生対象理科実験教室

参加者が応用数理科に入学し，その生徒が実験教室の運営に携わる事例は続いている。 
(3) 「科学部対象実験教室」は「突撃隣の科学部」と銘打ち，地域の中学校との合同実験を開始し

た。「教員対象研修講座」は徳島県高等学校教育研究会理科部会で本校の取組を紹介した。今後も

地域を含めた科学部活動の在り方を検討し，管理機関の協力もいただきながら，中学校・高等学校

との連携によって事業を進める必要がある。 
(4) 令和３年度県内教育関係者向けの広報誌「徳島教育」11 月号で，本校の SSH の取組を特集し

ていただくことができた。また本校研究成果発表会でもオンライン・対面のハイブリッドで活動報

告をおこなった。これらを通して SSH活動の啓発とともに「ルーブリック」「一枚物ポートフォ

リオ」による課題研究指導の手法も紹介できた。県内の全ての高校や科学部に対する発表の場に発

展させ，多くの中学・高校の生徒がお互いに切磋琢磨して研究を進める環境を整える。 
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❸実施報告書（本文） 

 

第 1 章 研究開発の概要 

１ 学校の概要 

(1) 学校名，校長名 

  徳島県立城南高等学校    校長 三幷 敏之 

(2) 所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

  徳島県徳島市城南町二丁目２番８８号 

   電話  ０８８（６５２）８１５１ 

  FAX   ０８８（６５２）３７８１ 

(3) 課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 

 ①課程・学科・学年別生徒数，学級数 

※（ ）は理数系の生徒数内数，学級数内数 

課 程 学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 

普通科 
280 7 240 

(147) 

6 

（3.5） 

239 

(116) 

6 

（3） 

759 

(263) 

19 

(6.5) 

応用 

数理科 
30 1 28 1 39 1 97 3 

計 
310 

(30) 

8 

(1) 

268 

(175) 

7 

（4.5） 

278 

(155) 

7 

（4） 

856 

(360) 

21 

(9.5) 

  

  ②教職員数 

校 

 

長 

副 

校 

長 

教 

 

頭 

教 

 

諭 

養護教諭 実習助手 
期付 

実習助手 

講 

 

師 

A 
L 
T 

事務職員 

司 

 

書 

そ 

の 

他 

計 

1 0 2 46 1 2 0 6 1 6 1 8 74 

 

２ 研究開発の課題 

 生徒の主体性の向上に向けた「J-LINK プログラム」と連動した多面的評価方法の開発 

 

３ 研究の目的・目標 

(1)目的 

○研究者として必要な独創性，問題解決能力，理数系能力，語学力及び主体性を向上させる方法に

ついて，研究・実践を深める。 

○小・中・高・大の連携による切れ目のない科学技術人材育成のための連携方法について，研究を

深める。 

(2)目標 

○理数系能力や語学力を効果的に育成する教材の開発・実践を行う。 

○「J-LINK プログラム」と連動した多面的評価方法の開発・実践を行う。 

○中高生科学部対象実験教室を立ち上げ，地域の科学部活動の活性化を図る。 
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４ 研究開発の概略 

  地域における｢科学技術研究者育成｣｢地域における科学の中核校｣及び｢英語による科学教育｣をめ

ざす｢J-LINK プログラム｣(J-LINK=JONAN Local and International Network for gaining Knowledge and 
ability in science)を深化させる。「J-LINK プログラム」と連動した多面的評価方法の開発・実践を行

い，生徒の主体性の向上について，その効果を検証する。そのために，次の３点について重点的に

研究開発を行う。 

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究として，理数系能

力や語学力を向上させる教材の開発や高大連携の強化により，「J-LINK プログラム」の探究過程

の質的向上を図る。 

Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究として，「J-LINK プログラム」

と連動した「一枚ポートフォリオ」の開発及び多面的・総合的な評価の実践を通して，生徒の主

体性の向上と「課題研究」の深化を図る。 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動として，中高の「科学

部対象実験教室」や「教員対象研修講座」を新に立ち上げ，地域における科学技術人材育成のネ

ットワークを強化する。 

 

５ 研究の実施規模 

  全校生徒を対象とする。応用数理科生(各学年１ｸﾗｽで 100 名)及び科学部員を中心とするが，普通

科でも課題研究を実施し，全校で主体的な学びを推進する。 

 

６ 研究開発の仮説 

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究として，理数系能力や

語学力を向上させる教材の開発や高大連携の強化により，「J-LINK プログラム」の探究過程の質的向

上を図ることができる。 

Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究として，「J-LINK プログラム」と連

動した「一枚ポートフォリオ」の開発及び多面的・総合的な評価の実践を通して，生徒の主体性の向

上と「課題研究」の深化を図ることができる。 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

現在の地域での広報・普及活動の充実を図り，新たな事業として中高の「科学部対象実験教室」や

「教員対象研修講座」を新に立ち上げることにより，地域における科学技術人材育成のネットワーク

を強化することができる。 

 

７ 研究事項・活動内容 

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

①「J-LINK プログラム」の核となる「Science Introduction（１年）」「課題研究（２年）」「Advanced 
Science（３年）」という一連の探究的な活動について，さらなる内容充実と高大連携の強化を図る。

「ポートフォリオ」等による評価及び探究過程の改善を行う。 

②数学と理科の融合科目「数理科学」において，理科に必要な数学的な知識や考え方を効果的に習得

させるための方法について研究を深める。「ローソンテスト（ピアジェの研究をもとに開発されたロ

ーソンの教室用科学的推論能力テスト）」「ポートフォリオ」等による評価及び教材や指導方法の改

善を行う。 

③「Science EnglishⅠ・Ⅱ・Ⅲ」では，英語で書かれた科学論文や教科書の輪読，英語による理科の観

察・実験等の実践を通して，研究者に必要な科学的な語学力を習得させる教材の開発と実践を行う。

また，英語によるプレゼンテーション力，論文作成力を効果的に向上させる方法についても，さらに
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研究を深める。「ルーブリック」「パフォーマンス評価」「ポートフォリオ」による評価及び教材や

指導方法の改善を行う。 

 

Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

①「J-LINK プログラム」における３年間の指導計画を整理し，年次進行で各事業と連動した「一枚ポ

ートフォリオ」を作成し活用する。高大連携や課題研究の探究過程において，過去の記録を活用する

場面や振り返る場面を計画的に設定するなど，３年間の活動を通して主体的な学びの方法を習得させ

る。「ポートフォリオ」への記述内容や課題研究等への取り組み方の観察等により効果を検証する。 

また，「課題研究」や「Science English」等で活用している「ルーブリック」や「パフォーマンス評価」

についても改善と充実を図る。 

②本校の「主体的・対話的で深い学び」に向けた「授業改善」の取組である「チャレンジ授業」や教

員研修を充実させ，教員の指導力向上を図る。各学期に実施する「授業評価」や成績による評価及び

教材や指導方法の改善を行う。 

③普通科の「総合的な学習の時間」の名称を「探究」とし，地域課題についての探究活動を引き継ぎ，

学問系統別のグループによる課題研究へと発展させる。高大連携や「徳島城南塾」の効果的な活用や

応用数理科との合同発表会により内容の充実を図る。「ルーブリック」「ポートフォリオ」等による

評価及び内容や指導方法の改善を行う。 

④SSHの成果を広げ，これらの生徒の主体性を向上させるための取組を持続可能なものにしていくた

めに，事業の企画・運営・改善に係る「SSH委員会」等の校内体制を改めて整えるとともに，関係す

る大学・研究機関等との連携についてもさらに強化を図る。「アンケート」「ポートフォリオ」等の

様々な多面的・総合的評価方法を用いて，評価・改善を行う。 

 

Ⅲ地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

①本校主催の「徳島県高等学校課題研究及び科学部等研究研修会」の内容充実と高大連携の強化につ

いて，さらに研究を進める。参加者数，実施後のアンケート，「ポートフォリオ」等をもとに，高校

教員と大学教員で協議を行い，内容や実施方法について評価・改善を行う。 

②「小学生対象理科実験教室」「中学生対象理科実験教室」等の普及事業のさらなる充実を図り，小

中学生の理科に対する興味・関心を高める。参加者数，実施後のアンケート，「ポートフォリオ」等

による評価及び内容や実施方法の改善を行う。 

③中高の「科学部対象実験教室」や「教員対象研修講座」を新に立ち上げ，地域の科学部活動の活性

化，生徒の理数系能力の向上，教員の指導力向上につなげる。参加者数，実施後のアンケート，「ポ

ートフォリオ」等をもとに，中学校教員と高等学校教員で協議を行い，内容や実施方法について評価・

改善を行う。 

 また，これらの全ての取組成果として，「課題研究」等の研究発表会や「科学の甲子園」及び「科

学の甲子園 Jr.」「科学オリンピック」等への参加者数や成績等を用いてその効果を検証する 
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学年 

学科 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

Science

 Introduction 
1 課題研究 2 

Advanced
Science 

2 
応用数理科

全員 

Science 
EnglishⅠ 

1 
Science 
EnglishⅡ

1 
Science 
EnglishⅢ 

1 
応用数理科

全員 

数理科学 1 
応用数理科

全員 

探究 1 探究 1 探究 1 
普通科 
全員 

対象 

普通科 

応用数理科

１年生 ２年生 ３年生 

８ 必要となる教育課程の特例など 

（１） 課題研究にかかわる科目の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育課程の特例 

学科 開設する科目 単位数 代替科目名 単位数 対象 

応用数理

科 

Science Introduction 1 総合的な探究の時間 1 第１学年 

Science EnglishⅠ 1 総合的な探究の時間 1 第１学年 

Science EnglishⅡ 1 総合的な探究の時間 1 第２学年 

科学と情報 1 社会と情報 1 第２学年 

科学と情報 1 社会と情報 1 第３学年 

 

９ 研究開発の経緯 

 本校の SSH 研究指定校は平成 15 年度から平成 17 年度までの３年間を第１段階としてとらえるこ

とができる。平成 15 年度の高校入試は，最後の徳島市内普通科高校の総合選抜制として実施され，１

学年では SSHクラスを編制することが許されず，希望者を募って SSHコース生を決定して事業が始

まった。 

 平成 18 年度から新たに設置した応用数理科において，学校設定科目や課題研究，さらには高大連携

活動について効果的でより発展させる方向で，ただし生徒の過重負担とならないよう配慮しながら毎

年検討を重ね，また生徒の実態に合うように改善をしていった。さらに SSH校以外も含め，徳島県全

体の課題研究の発展をはかるために平成 21 年度から徳島県の高校に呼びかけて，課題研究の合同発

表会を主催した。 

 ５年間の指定の最終年度にあたる平成 22 年度には新たにⅢ期目の指定を目指すことを決定し，新

たな研究開発課題を掲げて申請をした。残念ながらⅢ期目の指定はならず，２年間の経過措置校とし

て取組を行い，平成 25 年度にⅢ期目実践型での「研究者育成及び連携強化の『J-LINK プログラム』

による実践」の研究で指定をいただき，平成 30 年度にⅣ期目実践型での「生徒の主体性の向上に向け

た『J-LINK プログラム』と連動した多面的評価方法の開発」の研究で指定を得ることができ,本年度

５年目の研究と総括を行った。 
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第２章 研究開発の内容 

Ⅰ・Ⅱ-① Science Introduction 

学校設定科目「Science Introduction」におい

ては，理科全般で必要な基本的実験技能の修得や

探究の過程を学習し，将来研究者として活動を行

う上で必要となるスキルやセンスを育成すること

を目標とする。また，２年次に取り組む課題研究

の準備を行うとともに，課題研究に関わる内容を

中心に高大連携の講座や研修を行う。単位数は１

単位で対象は応用数理科１年生で行う。基礎実験

では，30 名を 15 人ずつの２班に分け，物理・生

物・化学・地学の各コースで４単位時間ずつを１

セットとして２項目のテーマのもとに「基礎・基

本的実験や講義」を行う。内容は基本的に１時間

完結で，週に渡って班を入れ替えて一巡する。ま

た，「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部

研究研修会」と連動した講座も行う。ポートフォ

リオ評価とし，定期考査は行わない。学習目標と

して次の３点を挙げている。①自然科学の特定分

野にかたよることなく，科学全般に関わって行く

ために必要な，基本的な実験技能を修得させる。

②実験を通じて，物理・化学・生物・地学の４分

野について，知識の前提となる考え方や自然界の

見方を身に付けさせる。③受け身で実験をするだ

けでなく，自ら課題を見つけ，科学の世界を探究

する態度と能力を育てる。さらに今年度は，課題

研究を行う上で必要となる「実験の設定」につい

て，温泉たまごができる条件を例に挙げて学習を

行った。各分野における実践を以下に示す。 

１１))  物物理理分分野野 

１ 仮説 

  ２年次での課題研究に向けて，実験の方法や器具の使い方，誤差の取り扱いの留意点など基礎とな

る技術を習得することに重点を置いた内容を取り扱った。実験の後には実験精度を高めるための工夫

を考察し，理数物理や数理科学の授業との関連を考慮した内容を扱うことで学問の興味・関心が高ま

り，探究活動の基礎を学ぶことができる。 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

第１回：記録タイマーを用いた重力加速度の測定実験 

 磁気テープを使用するタイプの記録タイマーと各班で質量の違うおもりを用いて重力加速度の測定

をおこなった。実験の結果をエクセルファイルに入力しておもりの加速の様子をグラフに出力し，重

力加速の値を計算した。今年度は質量を段階的に変化させたおもりを用意した。各班の実験データを

吸い上げることで，おもりの質量と記録タイマーを用いた重力加速度の測定値の関係も考察すること

ができた。実験結果と実際の重力加速度の値から誤差が生まれた原因や実験の適切な試行回数や方法

について考察し，これから取り組み始める課題研究での実験データの扱い方の基礎を学んだ。 

日 付 内  容 

４月１５日 オリエンテーション 

４月２２日 基礎実験①（化学・地学） 

５月 ６日 基礎実験②（化学・地学） 

５月１３日 基礎実験③（物理・生物） 

５月２７日 基礎実験④（物理・生物） 

６月１０日 実験の設定（温泉たまごの研究） 

６月３０日 高大連携（徳島大学：高島先生） 

９月 ８日 自由研究発表準備 

９月１６日 自由研究発表会 

９月３０日 基礎実験⑤（化学・生物） 

１０月 ７日 基礎実験⑥（化学・生物） 

１０月２１日 基礎実験⑦（物理・地学） 

１１月１１日 基礎実験⑧（物理・地学） 

１１月１８日 高大連携（徳島大学：村田先生） 

１１月２５日 高大連携野外研修（野島断層記念館） 

１２月 ２日 課題研究テーマ決め① 

１２月１３日 高大連携（徳島大学：高島先生） 

１２月１６日 課題研究テーマ決め② 

１２月１９日 高大連携（香川大学：笠先生） 

１月１３日 課題研究テーマ決め③ 

１月２０日 課題研究テーマ決め④ 

１月２７日 課題研究テーマ決め⑤ 

２月 ３日 課題研究テーマ決め⑥ 

２月１０日 課題研究テーマ決め⑦ 

２月２４日 課題研究テーマ決め⑧ 
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第２回：電池の内部抵抗の測定 

理数物理での電流と電気抵抗及び電気回路についての基礎知識を学んだ後，電流の増加によって電

池の端子電圧が減少することを実験により確認させる。「城南版実験ノートの書き方」を参照して，

実験結果やグラフについては，課題研究で用いる実験ノートと同じレイアウトのワークシートに記録

させた。実験結果からこのようになる理由を考察させ，電池の起電力と内部抵抗の関係についての理

解を深めるとともに、電池が使えなくなる原因はどこにあるのかを考え、更に未知の現象について考

察する方法を学んだ。  

     

〈検証〉 

 ２回の物理分野の基礎実験について，授業の進度とうまくマッチングするように講義，実験を行う

こととした。第１回では各班の実験精度や誤差原因の検証及び各班の実験結果全体から分かるこの検

証し，第２回では未知の現象に対する洞察とその探究の方法を学んだ。また，エクセルを活用した実

験結果の考察の方法や実験ノートの書き方について理解することができた。物理に対する興味・関心

を高めるとともに，基礎的な実験手法について学んだため，今後の課題研究の基礎として，十分に機

能したと言える。 

２２))  化化学学分分野野 

１ 仮説 

昨年度に引き続き，２年次以降の課題研究に向けての導入段階として基本的な知識技能を身に付け

させるため，３人１組での実施と課題研究へつなげるための時間を取り入れるように試みた。 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

一般的な実験器具の基本操作のスキルの習得と，考えながら実験する態度を育成するための実験を

２回に分けて行った。15 人を１グループとして，２週(２時限)で１つのテーマが行えるようにした。

また，実験の際には 15 人を３人ずつの小グループ５組に分けて実施した。 

第１回：ピペット・電子天秤の使用法 

① 炭酸ナトリウムと塩酸の反応           

② 過マンガン酸カリウム水溶液と過酸化水素水の反応 

 ③ カルシウム及び亜鉛と水及び塩酸の反応 

①について電子天秤の取り扱い方を説明し，薬さじやスパチュラを用いて固体を量りとった。これ

を試験管に入れて水に溶かした後，ピペットを用いて塩酸を加えて反応の様子を観察した。  

②についてピペットを用いて，２本の試験管に過マンガン酸カリウム水溶液を入れた。一方だけに

希硫酸を少量加えた後，両方に過酸化水素水を加えて反応の違いを観察した。 

③について電子天秤で金属を量りとり，これに水を加えて反応の違いを観察した。水と反応しない

場合は塩酸を加えて，再び反応の様子を観察した。 

第２回：ガスバーナーの使用法 

① ガスバーナーを点火する 

 ② メタノールを赤熱した銅線で酸化して，ホルムアルデヒドをつくる 

 ③ 水酸化鉄（Ⅲ）のコロイド溶液をつくる 
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①についてバーナーの仕組みを説明した後，点火して炎の高さや火力を調節した。 

②について試験管にメタノールをとった後，バーナーで加熱した銅線をメタノールの蒸気に触れさ

せて，気体の臭いや銅線の変化について観察した。 

③についてビーカーに水を沸騰させて，これに塩化鉄（Ⅲ）水溶液を少しずつ加えた。得られた赤

色の水溶液に横からレーザーを当てて観察した。 

       

〈検証〉 

クラスの生徒に「今までにどのような実験や観察をしてきたか」と問いかけても余り記憶に残って

いないようで，こちらがいくつか具体例を挙げると何人かが挙手する程度である。コロナ渦の影響で

実際にそうした体験が少なく，すべての生徒が化学実験に長けているわけではないことに気付いた。

「はかり取る・注ぐ・混ぜる・加熱する・洗浄する」という最も基本的な操作が十分ではない生徒が

少なくない。その事実を踏まえて，今後の化学実験で使用する器具や基本操作を学習できるようにし

た。また，色の変化や反応性の違いなど，生徒が興味関心を持てる内容を吟味した。 

一通りの基本操作を習得した後，生徒たちは楽しそうに取り組めていた。実験操作は回数を多くこ

なすことで，経験的に技術が身に付いていく部分が大きい。したがって，Science Introduction で行

う実験はその足がかりの一つであると考え，２年次の理数化学・理数化学探究担当者への申し送りを

十分に図った上で，２年次以後の化学の授業において，繰り返し実践できるような総合的な授業計画

が大いに必要であることを再認識した。このように授業実践とその反省を繰り返すことで，課題研究

のプレステージとなるこの授業の内容を充実させていきたい。 

３３))  生生物物分分野野  

１ 仮説 

自然観察や採集を行ったことのある生徒はいるが,顕微鏡観察を何回も行ったことのある生徒は少

ない。そのため,身近な生物の顕微鏡観察を行い, 基本的な実験機器・器具の取り扱いを身につけさせ

ることを目的とした。また,教材は生徒に身近なものを利用すると共に,授業展開では,観察・実験の意

義を理解した上で,観察・実験に取り組めるようにした。さらに，観察・実験の進め方は,事後レポー

トで発展的な内容に繫がるようにし,生物に対する科学的な物の見方の育成に繫がるようにした。 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

第１回：光学顕微鏡の扱い方とミクロメーターでのオオカナダモとネンジュモの細胞の大きさの測定 

オオカナダモは非常に取り扱いやすく,葉緑体や細胞質流動が観察できるので,教材として非常に適

している。また，グランドの隅に生育しているネンジュモも合わせて教材として利用することで，原

核生物と真核生物の細胞の大きさを比較した。細胞の大きさを比較するという目的を理解した上で,

対物ミクロメーターと接眼ミクロメーターを使って,大きさの測定を行うことで，スムーズに顕微鏡操

作技術を身につけることができた。さらに,ネンジュモが群体を形成することやオオカナダモの細胞質

流動に事後レポートで触れることで,思考が発展していくようにした。 

第２回：体細胞分裂の観察 

永久組織と分裂組織を観察し,分化した細胞と未分化の細胞を比較することで,その違いを理解し

た。また,分裂組織では,各細胞が分裂期どの時期にあるか理解した。事後レポートでは,個体数とかか
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る時間が比例することから,分裂期における各時期や間期にかかる時間を推測した。また,観察・実験

を踏まえ,細胞分化の考え方に触れられるようにした。また,染色や押しつぶしなどの操作の意義を理

解した上で,その技術を磨くことも目的とした。 

     

〈検証〉 

 ２回の実習は,どちらも顕微鏡観察とし,顕微鏡操作の習得を１つの目的とした。また,身近な生物の

違った見え方や知らない現象を発見させることで，生物や生命現象への興味関心を伸ばし,科学的な物

の見方を養うことをもう１つの目的とした。第一回では,時間が足りなく,理数生物で続きを行った。

興味関心を伸ばし,科学的な見方・考え方を伸ばせられるようにした結果,内容を盛り込みすぎて,時間

配分に失敗した。今後は,ねらいに対し,時間を十分に確保できるよう,プレパラート作成など,こちら

が事前に行っておくことを増やす必要がある。真核細胞と原核細胞の比較は,生徒に身近で,分かりや

すい教材であり,目的の達成について効果的な教材であると考えるので方法を検討し,継続してきた

い。第２回の体細胞分裂の観察では,永久組織での道管のらせん構造や細胞が細長いことなどを観察

し,永久組織と分裂組織の違いを捉えることができた。そこから細胞分化の考え方まで,繫がるように

工夫した。実験は 15 人の少数で実施しているため,生徒の観察による発見について,一緒に考え,生徒

の思考の流れを大切にする実習ができたと思う。探究的な学びの実施には,生徒の思考に寄り添うこと

が大切である。そのためにも,少人数の実習は効果が高いと感じた。事後レポートは,観察・実験との

関連を大切にし,発展的な内容へ進めるように工夫した。今後は,より科学的な見方・考え方を伸ばせ

られるよう,教材・授業展開・事後レポートを一体として,教材の研究開発を行っていく必要がある。 

４４))  地地学学分分野野  

１ 仮説 

  地学分野は物理・化学・生物に比べ，中学校で実験実習が不十分な傾向にある。その理由としては，

屋外の実習で天候によって実施できないこと，30 名前後が同時に使える実験機材がそろっていないこ

と，地学が専門の小・中学校教員が不足していること等が挙げられる。また，応用数理科は，課題研

究及び３年次に Advanced Science で地学内容を選択することはできるが，通常の授業科目として地学

を履修することはできない。 

  そこで，Science Introduction（地学）では地学という科目に触れてもらうとともに，他科目と融

合した内容を取り上げ，また，他科目でも必要となる基本的な実験・実習・レポート作成を通して，

仮説，実験実習，データ解析と仮説の検証という，探究活動で行う一連の過程を体験させることで，

地学はもとより理科全般に対する興味関心を喚起し，今後の教科学習や課題研究につなげることがで

きると考えた。 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

第１回：岩石・金属試料の密度測定 

 地球の内部を構成している主な岩石である「花崗岩」，「斑糲岩」，「橄欖岩」，「鉄球」を用い

て密度測定を行った。地球の内部は密度の小さい物から順に構成されており，先カンブリア時代の冥

王代に起こったマグマオーシャンによって層構造が形成された。これを実感するために密度測定を通

して，地球の内部構造についての考察を行った。今回は，①正しい実験方法で密度測定を行うことが
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できているか，②岩石における密度の違いを構成鉱物の観点から考察することができているか，③地

球内部の層構造について自分の言葉で説明することができるかということを評価の観点とした。 

第２回：単振り子の周期を用いた重力加速度の測定 

  単振り子の周期を用いて重力加速度の測定を行った。物理分野で記録タイマーを用いた重力加速度

の測定について学習していることから，地学分野では，より精度の高い測定方法を追究すべく単振り

子について学習した。今回は，①単振り子の周期と重力加速度の関係について理解できているか，②

単振り子の周期を高い精度で求める実験方法を考えることができているか③求めた重力加速度の値の

妥当性について検討できているかということを評価の観点とした。 

     

〈検証〉 

 ほどんどの生徒は，実験器具の使用方法や手法は理解し，実験を行うことができた。しかしながら，

実験方法の工夫や自分の言葉で説明することに関して課題がみられる生徒が見受けられた。レポート

の分析をすると，基礎的な観察やレポートのまとめ方などは身に付けることが出来たが，得た結果を

もとに重力加速度の計算を行うことや結果の妥当性について科学的な考察を行うことに課題が残った

と考える。 

 

ＳＩ（物理）授業プリント 
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ＳＩ（化学）授業プリント 

 

 

 

ＳＩ（生物）授業プリント 
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ＳＩ（地学）授業プリント 

 

 

 

ＳＩ（実験の設定）授業プリント 
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Ⅰ・Ⅱー② 課題研究 
 
１ 仮説 

 本校の課題研究は，1 チーム１～６名で共同研究を行っている。研究テーマは，物理・化学・生物

・地学・情報の内容をベースとしており，テーマによっては科目横断的な研究となる。 

課題研究の学習効果は，認知，教養，知識，経験，社会的能力，倫理など多岐にわたる。研究の計

画段階から予備実験の段階では，自分の興味関心を深めながらそれらに関連する教養や知識を身に付

けていく。研究活動が軌道に乗り経験を重ねることで，実験手法や実験機器の操作法，実験装置の自

作など，実験に関わる様々なスキルを幅広く身につけることができる。研究が終盤にさしかかると，

課題研究の内容を論文やポスターにまとめ，各種コンクールに出品する。このような活動を通じて，

研究成果のまとめ方や発表の仕方，プレゼンテーションスキルなどの言語能力を高めることができる。

さらに，「Science English」との連動で英語科と協力して，論文の英訳や英語による口頭発表を行う

ことで，英語による発表能力を向上させることができる。それらに加えて，放課後も部活動などで忙

しく過ごす中で互いのスケジュールを調整しつつ共同研究を進めていくという困難さを経験すること

で，コミュニケーション能力やマネジメント能力などの社会的能力も培うことができる。 

 これまでの生徒の意見・感想として，課題研究を通して様々なことを学び，その経験が大学入試や

大学生活で役立ったという内容が多く寄せられている。ただしその一方で，時間の確保が難しかった

という意見も多く，部活動と課題研究と日々の学習に忙しい状況は否めなかった。また，生徒が主体

的にテーマを決定するため，各テーマに対して，教員の知識が十分でない場合あり，指導体制の確立

が必要である。 

 そこで，時間的な問題への対応として，近年は部活動との両立がもっとしやすいように１年次の

「Science Introduction」で課題研究のテーマや研究計画などを話し合い，早めのテーマ設定に取り

組ませている。２年次の「課題研究」では年度当初から研究を始め，６月までに最初の中間発表を行

うなど，早めに課題研究を進めていく環境をつくることで生徒たちの取り組みを促している。各研究

班で必要に応じて放課後に継続して研究に取り組むという形式でそれぞれの研究を実施している。ま

た，指導体制の確立のため，外部人材の活用が求められる。外部人材については，従来の徳島大学と

の連携以外に，地域人材の活用や管理機関からの紹介による一般企業との連携を図ることも目指した。 

 

２ 研究内容・方法・検証 

 １年次の「Science Introduction」で，基本的な実験やレポートのスキルを身につけるとともに，課題

研究の基礎となる内容の高大連携講座を実施した。１年冬頃より，各自で研究テーマを考えさせ，そ

れをもとに生徒たちに研究班の編成をさせた。テーマの決定については，１年次に徳島大学総合科学

部のご協力で「徳島県 SSH 課題研究及び科学部研究研修会」を開催し，そこでブレインストーミン

グとＫＪ法による話し合いの手法を学び，学校での話し合いに生かした。また考えた研究テーマに関

するアドバイスもいただいた。 

 ２年次の「課題研究」では，研究テーマに応じて専門の教員との相談のもと研究方針を煮詰めてい

き，実験のスキル指導や研究のサポートを行った。この段階では，必要に応じて高大連携講座や前述

の「徳島県 SSH 課題研究及び科学部研究研修会」で交流のある大学の先生方からの指導や助言をい

ただいた。 

 課題研究を進めていく過程で，校内での発表会やレポート作成を行った。できる限り生徒の自主性

を生かしつつ，必要に応じてプレゼン作成やポスター製作，英語も含めたレポートの書き方など，研

究のまとめ方や報告に関わる様々な内容について指導を行った。英語レポートやプレゼンテーション

の作成については，本校 ALT（JET プログラムによる県からの配置）だけではなく，SSH 事業で採

用した英語非常勤講師（アメリカ出身）にも大いにご指導をいただいた。 

研究を進める節目とするため，年間に２回ある中間報告会で，評価と指導助言を行っている。普段
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の各担当教員の指導で見落としている点についても，理科教員や英語教員で確認している。グラフの

見にくさや，縦軸や横軸の表記に問題があるなど外部の発表会では当然指摘される内容や，科学的な

内容以外にも聞き手の興味を引くプレセンテーションの方法や表現などを考えさせるよい機会となっ

ている。 

また，企業との連携においては，アース製薬様を徳島県教育委員会から紹介していただき，継続し

てメールを取り合うことにより，課題研究での疑問や進め方のアドバイスをいただくことが出来た。 

 

【課題研究の授業での主な行事】 

①  課題研究中間発表Ⅰ（６月 15 日実施） 

予備実験や今後の実験計画などを報告 

②  課題研究中間発表Ⅱ（10 月 19 日実施） 

研究の進捗・今後の課題や展望などを報

告 

③  サイエンスダイアログ（11 月 2 日実施） 

岡山大学 

Peitong WANG 先生による中国の文化や，

ご自身の研究，イネのヒ素集積に関与す

る遺伝子に関する研究についての講演 

④  課題研究英語発表会（2 月 1 日実施） 

英語による口頭発表でこれまでの成果を

報告 

⑤ 課題研究最終発表会（2 月 22 日実施） 

最終的な研究成果を報告 

 

【応用数理科（課題研究）の普通科（探究）への普及】 

探究・課題研究合同発表会 令和 5 年 1 月 15 日（水） 

   普通科探究と応用数理科課題研究の相互参観 

 

【校内外での課題研究成果発表】 

 城南祭文化祭ポスター展示 令和 5 年 9 月 3 日 

 文化祭で課題研究の成果を発表するために，２階廊下の窓にすべての課題研究班がポスター展示を

行った。校内の人間だけでなく，文化祭に訪れた人々にも披露した。 

 

〈検証〉 

今年度は，新型コロナウィルス感染状況も

落ち着き，外部指導者との連携や大学への訪

問等が許可され，多くの外部人材・外部機関

の活用がなされた。外部人材では，佐那河内

ネイチャーセンターで勤務されている昆虫の

専門家や阿南市科学センターの学芸員を招

き，課題研究の内容について説明，進めかの

方針を指導していただいた。また，外部機関

では，徳島大学生物資源学部を訪問し，実験

計画を教えてもらったり，阿南市科学センタ

ーを訪問し，巨大天体望遠鏡での観察から実
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験データを得たりするなど，活発な外部連携が行われ，課題研究の深化が図られた。また，過去に参

加したことのない発表会への参加も行われ，岡山県で行われたサイエンスキャッスルや鹿児島県で行

われた Glocal Academy 主催高校生国際シンポジウムへの参加等，多くの参加を果たした。シンポジウ

ムに参加した生徒たちは，刺激をもらい，課題研究に対する取り組む姿勢が向上したと感じる。また，

コロナ禍で発達したオンラインでの交流は継続して行われた。Micosoft Teams や Classi のトークル

ームを活用しての，チームでのデータ共有や話し合いは頻繁に実施され，協働し，課題を解決してい

くスピードが上がったと感じている。 

年間アンケートでは，SSH 活動で良かったと思うものという項目について，課題研究を上位にあげ

ており，生徒たちの満足度が高いことがうかがえる。課題研究を通して，得られたものを以下に挙げ

る。 

①  研究テーマ・実験計画などを生徒自身が決め，研究を完成させていく過程で，自主性や企画力，

マネジメント能力を高めることができた。 

② 研究内容をまとめていく過程で，指導教員や班のメンバー同士との話し合いの中で，コミュニケー

ション能力を育むことができた。 

②  実験を通して，様々な実験手法や機器の操作法を学ぶだけでなく，データをまとめる能力や，研

究論文やポスター，プレゼン作成を行う過程でパソコン関係のスキルも身につけることができた。 

③  仮説を立てて実験をしてその検証を行い，研究論文にまとめるという研究活動の基本的な一連の

流れを体験することができた。 

④  英語も含んだ論文作成や発表会を通して，文章表現力やプレゼンテーション能力，英語の理解力

などを高めることができた。 

⑤   研究の終盤で時間の足りなさを実感し研究に関してスケジュール管理も大切であることを学ん

だ。（進路先での改善が期待できる） 

 

 本校では平成 25 年度より，徳島大学のご協力のもと他校にも参加の呼びかけをして「徳島県 SSH
課題研究および科学部研究研修会」を開催している。本年度は 11 月と２月に実施した。本校生は他面

で，本校生以外は Zoom 配信により実施した。本年度課題研究を行った生徒は，第 10 年目の研修会経

験者である。12 月の研修では，課題研究のテーマや実験計画の立て方の手法を学び，２月の研修では

各チームが考えてきた研究テーマを生徒がプレ

ゼンし，大学の先生方から様々なアドバイスを

いただくという形式で研修を行っている。1 年

次でこの研修会に参加することで，以前に比べ

て早期に研究テーマが決定するチームが多くな

ったことは大きな成果である。また，この研修

会での交流から徳島大学の先生がアドバイザー

として参加するチームも生じている。アドバイ

ザーである徳島大学の先生とは，年間を通じて

連絡を取り合い，課題研究の深化に繫がってい

る。また，これらの活動を通して大学や研究に具体的なイメージを持つことができて進路選択にも役

立っている。 

昨年度より，応用数理科の課題研究の手法を普通科の探究活動へと波及させることを目的として探

究・課題研究合同発表会を実施している。昨年度は普通科の各ホームルームの代表グループと応用数

理科での，合同のポスター発表を行ったが，今年度は２年生すべての生徒発表を実施し，相互参観並

びにすべての１年生が参観を行った。普通科探究は教室での口頭発表，応用数理科は多目的ホールで

のポスター発表の形式で実施し，評価については，Microsoft Forms を用いてルーブリックを作成し，

そのＱＲコードを研究要旨と共に表示し，スマホかタブレットで読み取る方式で行った。アンケート
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を集計する手間がなく，すぐに結果が出るので，ルーブリック結果並

びに参観しての意見をすぐにフィードバックできた。発表会後の振り

返りをスピーディに行うことで，良かった点や改善すべて点をまとめ

ることができ，１年間の探究活動のまとめを行いやすかったと考える。 

 

令和２年度には課題研究中間発表Ⅰの際にルーブリックの評価項目

の見直しを行った。これにより本校の実情に合った評価ができるとと

もに生徒たちが発表の際に注意するべき内容が明確になった。初回の発表会よりルーブリックを使用

することで年間を通した評価を実施している。中間発表Ⅰ・Ⅱを終えた段階での評価結果は次の様に

なった（結果①・結果②）。 

 

結果①と結果②を比較すると，約４ヶ月の間で全ての項目において，生徒・教員ともに評価が大き

く向上している。また，結果①では，多くの項目で生徒と教員の間には差があり，生徒は教員より高

く評価している傾向が見られるが，結果②では，教員評価と生徒評価の差がなくなってきている。こ

れは，中間発表Ⅰでは，課題研究内容や実験方法の理解が十分でなく，発表に対する教員の評価が低

かったが，４ヶ月間のあいだに，課題研究内容や実験方法の理解が進み，研究の面白さが分かり，研

究に取り組む情熱が向上したため，中間発表Ⅱでは，教員評価が伸び，生徒評価との差がなくなって

きたと考えられる。 

 また，結果③は昨年度の中間発表Ⅱの評価である。昨

年度と比較すると今年度はすべての項目で教員評価が向

上している。これは，昨年度はコロナ禍で課題研究の活

動が十分ではなかったこと，本年度の生徒は科学的思考

力や理科への興味関心が高い生徒が多いことに由来する

と考えられる。実際，科学的思考力調査や進路志望から

も理科への興味関心の高さが数値と現れてきている。し

かし，その理科への興味関心を失わせることなく，向上

させることが出来たため，このような結果に繫がったと

考える。特に課題研究での外部人材の活用や外部機関と

の連携，多くのシンポジウムへの参加は効果が高かった。課題研究は，生徒の興味関心を伸ばす大切

な機会である。年間アンケートで，課題研究を向上させる取り組みの項目についても，外部人材（特

に大学教員）との連携をあげる生徒が多い。今度も，外部人材や外部機関の連携を図ると共に，さら

なる連携を図ることで，課題研究の深化を図っていきたい。 

また，一昨年度に引き続いて継続して中間発表Ⅰのあとで 1 枚ポートフォリオを生徒たちに配布し，

その日の課題研究の内容を記録する取り組みを行った。活動の振り返りや次週以降の課題の記録を残

すことで長期的な探究活動を円滑に進めることが目的である。1 枚ポートフォリオの内容は中間発表

Ⅱのあとにも見直しを行い，より簡潔にまとめることができるものに改善してある。ポートフォリオ

は年度当初から用意し，年度初めから中間発表Ⅰ，そこから中間発表Ⅱ，そして最終発表までの３枚
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に分けて配布し，計画や振り返りをさせた。上手く活用できた生徒は効率的に実験を進め，上手く予

定も立てられていた。しかしながら全員に活用を徹底するのは難しく，運用の仕方は工夫が必要であ

る。 

 今後，課題となるのが，外部連携の自走化である。「徳島県 SSH 課題研究および科学部研究研修

会」が例年実施され，生徒の主体的なテーマ設定と研究計画作成においては，大学との連携体制が確

立されており，よりよいテーマ設定や研究計画の作成が行われている。しかし，テーマ決定後に研究

を進めていく課程において，外部機関との連携は，担当教員や該当生徒独自の取り組みに任せられて

おり，連携できるグループと連携できないグループに分かれているのが実状で，外部連携がうまくと

れているグループでは課題研究は深化できてるが，そうでないグループは十分な深化が図れていない。

問題解決に向けては，徳島県ＳＳＨ科学研究および科学部研究研修会のように，研究途中での大学や

一般企業との連携を図ることができる機会を作り出すことが必要である。課題研究をスムーズに進め

ていくシステムを構築し，自走化を目指すことで，教員は課題研究での生徒の新しい発見を喜び，思

考力の向上をサポートしていくことができると考える。それが，生徒の主体的学びを促し，理科的・

科学的思考力を伸ばすことになると思う。さらに，論文の書き方，ポスターの作り方，英語発表など，

研究成果を発信する方法については，課題研究に関係する全ての教員で研修し，教員自らも学んでい

ける体制作りを進めることが必要である。それにより，生徒の論理的な文章作成能力や論文作成能力

の向上が図れ，積極的に外部発信していくことで，生徒の課題研究に取り組む姿勢の向上に繫がると

考える。また，本年度より，１年生では理数探究基礎を実施し，全校体制での探究的な学びを実施し

ている。今後，普通科と応用数理科がお互いに高めあい，探究的学びを学校全体で共有することで，

科学的・論理的思考力を向上さえるための学びが実施できると考える。そのためにも今までの手法の

継続に加え，新たな企画や学びの方法を研究していく必要がある。 

 

                    ポートフォリオ ポートフォリオ
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Ⅰ・ Ⅱ－③ Advanced Science 

３学年における理科に関する学校設定科目が Advanced Science であり，生徒は各自の進路目標や課題研究

のテーマなどを考慮して「物理科学」，「物質科学」，「生命科学」，「地球・天体科学」の４分野から１

つ選択する。この選択に関しては，生徒の自主性を尊重し，人数制限を行うことはない。３年生はこれまで

に理科の各科目を履修し，課題研究や高大連携講座を通じて基本的且つ発展的な知識・技術を身に付けてい

る。ゆえに，これらの科目においては教科書の内容を超える発展的な内容を取り扱い，知識や技術の更なる

向上と先端の科学への興味関心を高めることを目標として実施した。 

授業は火曜日の６・７限に行った。連続２時間の授業展開とすることにより，大学や研究施設の研究者の

指導による講義や，大学などに訪問して高大連携講座を行うことも実施可能にしている。 

授業内容は以下のとおりである。 

 

日  程 内       容 

４，５月 課題研究の追加実験と論文作成 

６，７月 各科目における発展的な内容の実験・観察 

９，10，11，12，１月 化学と物理または生物の問題演習 

 

各科目における発展的な内容の実験・観察の概要については，以下で述べる。一方で，同時期に各自が目

指す分野の学問や研究について改めて確認させ，よりよい進路選択につなげることを目標として進路希望別

の高大連携講座を実施していたが，新型コロナウィルス感染拡大の影響で今年度は「物理科学」，「地球・

天体科学」でのみの実施となった。大学側の新型コロナウィルスの感染状況や感染防止策にもよるが，未来

の科学者として必要な資質と基礎学力を身につけさせることができる大切な機会と考えているので，次年度

ではオンライン等も活用しつつ実施していく方法を検討する。 

 

（１）物理分野「物理科学」 

１ 仮説 

 物理では，身のまわりの物理現象に目を向け，論理的な物の見方や考え方を養うことを目標に授業内容を

検討した。３年次に学習する電磁気分野では目に見えない電流や電場などの概念の理解が難しく感じる生徒

が多く，実験観察の時間を取りたいと考えていた。そこで，簡単な回路を設計してその電流や電圧を測定す

ることで電磁気現象を身近に感じることができ，生徒の理解が深まるのではないかと考えた。 

 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

１）非オーム抵抗である豆電球と LED（発光ダイオード）にかかる電圧を変化させ電流の値を測定し，電流

-電圧特性のグラフを作成した。豆電球の LED の抵抗値の変化を確認するとともに，電流－電圧特性のグラ

フが直線にならない理由を考察した。 

演習では 10Ωの抵抗と豆電球を直列につないだ回

路に流れる電流を計算と実験の両方から求めた。

LED ではダイオードの整流作用を確認し，赤色

LED と青色 LED を発光させるのに必要な電圧の違

いについても検証し，波長の違いによるエネルギの

差についても考察した。 

 

２）徳島大学ポスト LED フォトニクス研究所を訪

問し，電磁波（紫外線からテラヘルツ帯）の講義を

受け，実際に吸収スペクトル帯を測定した。測定結

果を基にスペクトルグラフも作成した。 
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２〈検証〉 

  実際に回路を組んで実験を行うことで，電磁気分野で習う法則が成り立つことを確認することができ，生

徒たちが回路図を身近に感じることが出来るようになった。また，電流と電気量の関係がグラフによって可

視化され，様々な電気部品や器具を実験に使うことでその原理を確かめることができた。生徒たちはこれま

で漠然としたイメージであった電流をしっかりと理解することができ，積極的に測定や計算に取り組んでい

た。非オーム抵抗の実験では大きく値が変化する範囲がどのあたりか実際の実験で確かめることができ，教

科書に出てくるグラフや問題の理解が深まった。また、３年ぶりに大学研究室を訪問することができ，大学

レベルの研究に触れることで進路選択の参考となった。しかし，本研究に充てる授業時数が少なく，内容を

体験させることにとどまり，定着させるには至っていない。より効果を上げるためには，もっと多くの授業

時数が必要だと考えられる。 

 

（２）化学分野「物質科学」 

１ 仮説 

 身のまわりの現象を化学的に探求・考察する力を身

につけることを目的として授業内容を検討した。化学

で学習した内容が実生活に関わりが深いことを実感さ

せることで,化学への興味関心を深めることができる

と考えた。希硫酸の調製を体験させ,希釈時の発熱を

体感することで実感を持って溶解熱を理解し,器具の

使用法についての理解が深まると考えた。また,重金

属イオンの廃液を生じるような今回の実験において,

マイクロスケール実験が有用であり,今後研究者とし

て,分析などを行う際にも工夫次第で環境負荷を低減

していくことが可能であることに気づかせ,持続可能

な社会における技術者としての意識の醸成もできると

考えた。 

 

 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉  

１）電解液を 0.10mol/L 希硫酸,正極板を銅,負極板を異なる４種類の金属（マグネシウム・亜鉛・鉛・銅）

として,化学電池を作成させた。４種類の化学電池の電子オルゴールの音量を測定させた。客観的評価を行

うために電圧計を用いて起電力を測定した。その後,４種の金属がそれぞれ何であったのか考察させた。ま

た,電解液の 0.10mol/L 希硫酸の調製についても方法をそれぞれ考えさせた。必要な試薬と器具について各

自準備させ,適切な方法を希釈させた。 

２）食塩水の電気分解を陽極と陰極の極板を太めのシャープペンの芯で行った。その際に BTB 溶液を加え

ておき,陽極と陰極付近の BTB 溶液の色の変化から液性の変化を確認させた。次に食塩水の電気分解を陽極

と陰極の極板を銅板で行った。この実験は BTB 溶液を加えず,銅イオンによる青色の確認を行った。また両

方の実験において電池には９Ｖの乾電池を用いた。 

〈検証〉 

  実際に溶液の調製をする際に溶液の希釈をする器具の扱いを体験し,実感を持って溶液の調製の難しさや

溶解熱を理解していた。マイクロスケール実験の装置を考え組み立てる中での極板の固定具の工夫など,実

験の際には様々な細かい準備が必要になることに気づいたようだった。また，マイクロスケールで行うこと

で廃液を減らすことが可能であることに気づかせることができた。化学電池の起電力から電極板が４つの金

属のうちどの金属であるかを推定させることは,全員が容易にできていた。一方,電気分解の実験において, 

陽極と陰極の極板を銅板で行った際には,予想通りの実験結果となっていたが, 陽極と陰極の極板をシャー

プペンの芯（炭素）で行った結果，はじめは予想したとおり BTB 溶液の色の変化が確認されたが，時間の

経過とともに BTB 溶液の色が消えていくという予想外の変化が見られた様子だった。数人の生徒は，発生

した塩素により BTB 溶液が脱色されたと考察できていた。無機各論で学んだ塩素の性質の知識を理論化学

の電気分解の実験により，生きた知識として活用できていた。今回は，高等学校化学の範囲内で理解を深め
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る学習内容となったが，今後はこれまで学習した内容をより発展的に理解していけるような学習内容に高め

ていく必要がある。 

 

３）生物分野「生命科学」 

 

１ 仮説 
生物学は，神秘に満ちた生物の世界を科学的に探究する学問である。そこで高等学校の教科書よりもさら

に掘り下げて講義や実験・実習を行うことにより，生物学に対する興味・関心を高めることができると考え

た。今年度の校内の授業では，植物と動物の，それぞれ身近な実験材料を取り扱う実験を行った。日常生活

に身近な生物を取り上げることで，あらゆる生物が研究の対象で，日ごろの生活や授業と研究とを結びつけ

て考えさせたい。 
２ 研究内容・方法・検証 
〈研究内容・方法〉 
１）複数種の生物を用いて，光合成色素の分離実験を行った。実験材料としては，スーパーに売られている  

食材を中心に，植物だけでなく緑藻類，褐藻類といった原生生物まで用い，その生物たちの光合成色素を比

較することで種の分類まで行った。 

２）ブタの眼球の解剖実験を行った。 
〈検証〉 

実験１では，光合成色素の分離実験だけでなく，検出された光合成色素から生物の分類も行った。色や Rf

値から，光合成色素を推定し，含まれている光合成色素から分類することで，系統・分類の単元についての

理解が深まった。実験２では，眼球を怖がる生徒もいるため，動画を用いて予め工程を明らかにし，かつ眼

球周りの脂肪を取り除く作業から開始したところ，恐々作業していた生徒も徐々に落ち着き，メスや解剖ば

さみの使い方を習得していった。また，グループに複数個眼球を渡したところ，自分たちで考え，それぞれ

異なる切断面を分担し，構造を調べていく様子が見られた。 

 今回，ICT を活用し，実験結果を写真や動画といったデータで残すことを一つのテーマとして実施した。

生徒はタブレット端末を活用し，撮影や記録を行っていた。また，MetaMoji を用い，グループでデータを共

有できるようにしたところ，互いのレポート等を見ながら結果をまとめている様子が見られた。 
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（４）地学分野「地球・天体科学」 

 

１ 仮説 

 本校の応用数理科は地学の学習をする機会が少ない。そのような生徒に対して，地学は身近な学問である

こと，科目横断的な科目であることなどを目的に実習を行う。今回は，恐竜の歩行速度の計算を行った。ま

た，高大連携事業として鳴門教育大学の先生をお呼びし，年輪年代測定の実習を行った。今回の実習を通し

て，地学への理解や関心を深めること，レポート作成能力の向上や実験結果から考察する力の向上を期待す

る。 

 

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

１）恐竜の歩行速度の計算 

 大学の古生物学研究室で実際に用いられている方法

を用いて，恐竜の歩行速度の計算を行った。自分たち

の身体を使って，無次元速度と相対歩幅を測定し，そ

の関係（比例）を用いて実際の恐竜の身体で当てはめ

て歩行速度を決定する。尚，今回の実験には実際の恐

竜の足跡のデータが必要になるが，Ｒ．Ｍ．アレクサ

ンダー著「恐竜の力学」（地人書館）に掲載している

恐竜の足跡の化石を用いた。 

今回は，①無次元速度と相対歩幅について理解してい

るか，②無次元速度と歩行速度の関係からおおよその

恐竜の歩行速度を計算することができるか，③テレビ

などで演出されている恐竜の歩行速度は適切か自分の

言葉で説明できるかということを評価の観点とした。 
 

 

２）年輪年代測定の実習 

 高大連携事業として鳴門教育大学の米延仁志先生をお呼びして，「過去を探る科学」というタイトルで古

環境学の基礎を学んだ。実際に樹木のサンプルでノギスを用いて，年輪幅を測定し，そのデータからグラフ

を作成し，古環境の推定を行った。今回は，①正しい方法で年輪幅を測定することができるか，②年輪幅の

測定結果から古環境を推定することができるかということを評価の観点とした。 

〈検証〉 

 今回は，恐竜の歩行速度や年輪年代測定など，普段の生活の中では経験することが少ないスケールの内容

であり，なかなか時間・空間スケールがイメージできていない生徒もいたが，地球科学のスケールを体感で

きる実習となった。今後，地球科学を専攻する生徒にとっては，大学の初学的な内容を身に付けることがで

きたと考える。３年生は１年以上に渡って課題研究を行っており，実験のレポート作成については十分習得

できていると考える。また，資料から必要なデータを読み取り考察していく能力も身についていると考えら

れる。普段，恐竜や太陽について触れることがない生徒にとって，それらについて考えながら実習できたの

は，地学分野についての興味を高めるきっかけになったのではないかと考える。 
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ⅠⅠ・・ⅡⅡ－－④④  普普通通科科「「理理数数探探究究基基礎礎」」・・「「総総合合的的なな探探究究のの時時間間」」  

１ 仮説 

 本校は平成 15 年度より SSH 指定を受け，応用数理科を中心に取り組んできた。そこで，普通科に

おいても応用数理科の「課題研究」の指導手法を取り入れることにより，全校生が主体的な学びや思

考力を身につけることができると考え，実施することとした。本年度より，普通科 1 年において「総

合的な学習の時間」の代替として「理数探究基礎」を履修し，理科的・数学的な見方や考え方を働か

せ，探究の過程を通して課題を解決する基礎力を養う。その上で 2 年の探究活動へと繋げる。普通科

で「課題研究」における指導手法を取り入れることで，その探究活動を深めることができる。 

 

２ 研究内容・方法・検証 

【1 年次】    

 さまざまな自然事象・社会事象・数学的事象に関わり、理科的・数学的な見方や考え方を組み合わ

せるなどして働かせ、探究の過程を通して課題を解決する基礎力を養う。探究の意義や過程、研究倫

理を理解し、実験観察や結果を発表するなどの基礎的な技能の習得をめざす。 

理数探究基礎の履修は、２年次からの探究活動はもちろん、日常のあらゆる思考活動をより客観的

で論理的に進めるためのものである。身近な社会活動における問題解決は、普通科の探究活動の中心

テーマであるため、理科的・数学的手法の基礎を身につけ、社会とのつながりのなかで、自らの発想

や意思を生かしながら協働し、課題に取り組む意義を実感させるよう活動計画を立てた。 

 

 実施内容 成果物 

１

学

期 

４/21   理数探究基礎オリエンテーション  

 ４/28   ミニ課題研究①【音速を測ろう】  

オリエンテーション 実験観察の進め方について 

５/12   グループ活動・研究計画 ポートフォリオ 

（以下毎時） 

 

 

レポート 

５/26   グループ活動・実験観察 

６/２   グループ活動・実験観察 

６/９   グループ活動・発表準備 

６/16   グループ活動・発表準備 

６/23   ミニ課題研究①【音速を測ろう】 クラス内発表 
ルーブリックによる

他者評価 

６/30   ミニ課題研究①【音速を測ろう】 クラス内発表 

      発表のふりかえり・講評 

ルーブリックによる

他者評価・自己評価 

７/13・14  探究講演会①「2030 SDGs」 

公認ファシリテーター 渡邉 芳彦 氏 

アンケート・感想文 

 

２

学

期 

９/８   ミニ課題研究②【10 年後の○○】 

      オリエンテーション・様々なデータの活用について 

 

 

９/15   グループ活動・課題設定と研究計画 ポートフォリオ 

 

 

 

 

 

 

 

９/22   グループ活動 

９/29   グループ活動 

10/６   探究講演会② 「ファッションから考えるサステナブルな未来」 

一般社団法人 unisteps 共同代表 鎌田 安里紗 氏 

10/20   グループ活動・発表準備① 

10/27   グループ活動・発表準備② 

11/10   グループ活動・発表準備③ 
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11/17   グループ活動・発表準備④  

レポート 11/24   グループ活動・発表準備⑤ 

12/1 ⑥⑦ ミニ課題研究②【10 年後の○○】 クラス内発表 他者評価 

12/15     ミニ課題研究②【10 年後の○○】 講評・自己評価 自己評価 

12/20     探究講演会③ 「水問題を構造からとらえ、解決に挑む」 

WOTA 株式会社 代表取締役 前田 瑶介 氏 

感想文 

 

３

学

期 

１/12    【２年生の探究活動にむけて】 

オリエンテーション・テーマ設定について 

 

 

１/19   テーマ設定ブレインストーミング ポートフォリオ 

１/26   テーマ設定ワークショップ①「どんなテーマがあるかな」 ワークシート 

２/９   テーマ設定ワークショップ②「仲間を探そう」 MetaMoJi 入力 

２/15   ２年生の最終発表見学 他者評価 

２/16   テーマ設定ワークショップ③「自分のテーマを深めよう」 レポート 

 

１学期は「音速を測ろう」のテーマで、実験観察における計画・データ収集・考察・レポート作成

および発表の流れを体験することとした。理数探究基礎の授業時には理科教員も巡回し、アドバイス

や指導をおこなった。また、限られた時間と物品で課題解決することも目標であるため、音を出すた

めの用具を安易に購入せず、なるべく身の回りにあるものを活用し研究を進めるよう指導した。斬新

な研究方法は見受けられず、340m 毎秒ありきで考察してしまうグループもあったが、物理基礎の授業

で学習中であった音速について既知の知識を検証する活動は、実験の意義や正確なデータ収集の難し

さを実感させることとなった。 

２学期は１学期と同じグループで「10 年後の○○」をテーマに活動した。データを活用することと

スライドによるプレゼンテーションを行うことを条件とした。数学の授業でデータ活用について指導

中であったため、学期当初のオリエンテーションでは人文系のデータ活用と RESAS 等の利用について、

社会科と情報科の教員が指導した。10 年後という現実的な未来について自由に研究テーマを設定する

ことは、日常的に問題意識を持っていない生徒にとっては難しい。抽象的なテーマの調べ学習になり、

早期からスライド作成に注力するグループが多く見受けられたので、応用数理科の生徒に課題研究の

プレゼンテーションを依頼し、テーマ設定や研究姿勢のモデルを示してもらった。多くの生徒がこれ

に触発された様子であったが、実際部活動に従事する生徒たちが１単位の授業と課外時間で研究を深

めるのは無理があると感じた。それでも校外での調査やヒアリングを行ったグループや、オリジナリ

ティのある考察は、２学期最後の授業の講評で評価した。また、スライド作成や発表は優れたものが

多く、Z 世代の力を感じた。 

３学期は２年次の研究テーマを各自で考え提示し、分野ごとのグループに分かれディスカッション

を行った。オリエンテーションで発想法をいくつか紹介し、発想の過程とディスカッション後のテー

マの見直し、先行事例に関する調査をレポートにまとめることを目標に指導した。テーマの分類とグ

ルーピングは、MetaMoji の付箋機能を利用し企画課と理科が行った。 

普通科の探究活動のイメージは、講演会を設定する際も意識した。問題はすぐそばにあり、小さな

アイディアがその解決の糸口となりえる。生徒の感想の多くが、自分はもっと知り考えなければなら

ない、何かできることがある、というものであった。いずれの講演も、実社会の問題解決における思

考のフレームワークの転換や知識や発想の多角的な活用について実感する機会となったといえる。 

成果物の評価については、プレゼンテーションは生徒間の相互評価と担任・理科教員の評価、レポ

ートは理科教員、ポートフォリオは担任評価とした。観点別評価内容は学期ごとのルーブリックによ

る。担任の成績処理作業の負担を軽減するため、採点基準を明確化・簡素化し、成績管理フォームの

作成や Forms 等を利用した評価を行った。 
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 生徒たちは楽しみ熱心に取り組んだ。ただ、基本的な研究

課程を体験したものの、実際の問題発見やその解決に科学的

思考や手法を活用しようとするまでには至っていない。また、

「理数の手法」について、生徒と他教科の教員が主体的に関

わり合いにくい状況もあった。評価があることによって、成

果物の数や作成期

間が縛られること

や、作業の負担感

が払拭できないこ

とも解決すべき点

である。教えすぎ

ず、生徒たちに自

由な空気の中で科

目横断的な気づき

を促すには、この

教科の意義につい

て生徒・教員両方

の理解を得られる

取り組みが、引き

続き必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の観点 評価基準 

知識・技能 

・探究の流れを理解し、課題設定や実験観察、データの収集と処理、考察、発表の基

本的な方法を習得している。 

・社会問題を自らの生活と関連づけて考え、探究の意義を理解している。 

思考・判断・表現 

・検証可能で具体性と独創性のある課題を設定し、適切な研究計画を立案している。 

・結果を先行研究などと比較し、科学的に矛盾のない考察ができている。 

・明確で説得力のある発表ができている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・さまざまな事象に関心を持ち、科学的な視点に立って活動している。 

・活動に意欲的に取り組み、協働の中で論理的に探究しようとしている。 

・活動を振り返り、社会生活における問題解決に生かそうとしている。 
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【２年次】    

 １学年で学習した課題研究の手法や実際行ったミニ課題研究「徳島の魅力と課題」で身につけた力を

生かし、二年次では、それぞれの興味関心から、テーマ・問いを立て、課題解決に向かう探究活動を実

施した。 

文部科学省指導要領の総合的な探究の時間の目標では、  

（1）探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念

を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。 

（2）実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理

・分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

（3）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、

よりよい社会を実現しようとする態度を養う。  

とある。これらの(1)から(3)の目標達成のため、実際の活動について計画・実施した。 
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まず４月にオリエンテーションを行った。オリエンテーションでは、「①担任の先生が取り組んでき

た卒論・修論の説明②研究とはどのようなものなのか③城南高校が日本で一番になるには」を体育館で

実施した。生徒の身近な先生や内容を教材とし、目の前の現象から疑問や課題を見いだし、問いを立て、

検証計画を考え、検証していく一連の内容を理解し、体験することで、探究活動の全体像を捉えた。最

後に、未来は過去の再現ではなく、課題発見、解決こそが大切であることを説明し、探究する意義を伝

えた。次の時間から探究テーマの設定に移った。SSH 活動の手法を用い、テーマ設定を行った。ブレイ

ンマップ、ロジックツリーを作り、探究意義のあるテーマを選んだ。探究テーマ、問いをワークシート

にまとめ、それをもとに担任が生徒たちをグループ化し、各自が持ち寄ったテーマ、問いをグループ内

でプレゼン・討議のうえ、テーマ、問い決定していった。ここから、生徒たちはテーマ、問いをブラッ

シュアップしていき、探究意義のある問い探していくのだが、社会に対する知識が少ないため、探究意

義のある問いを立てるのに苦労していた。そこで、多面的な方向からの視点を入れるために、２学年す

べての先生が、廊下に机を用意し、ブースを設け、担任以外の２人以上の先生に自分たちの探究内容を

説明し、フィードバックを貰う時間を設けた。多くの先生からフィードバックを貰うことで、問いの再

設定、探究計画を練り直すことができた。知識が十分でない生徒たちが、テーマから探究意義のある問

いを設定することは難しい。生徒の主体性を大切にしながら、さらに意義のある探究活動を実施するに

は、多くの意見をもらう必要がある。今後は、SSH 活動で行われいる「徳島県 SSH 高等学校課題及び

科学部研修会」の様に、外部の有識者に研究テーマ、研究計画をプレゼンし、意見をもらう機会を計画

することが有効であると考える。 

ここまでで決まったテーマ、問い、検証方法を、７月にクラス内発表を研究計画の形で実施した。夏

休みを使い、研究機関や場所を訪れ、探究活動を進めてほしいという狙いからである。ルーブリックは、

研究計画について、重点を置いたものにした。 

７月から夏休みにかけ各グループの活動が

始まった。活動できたグループは、大学と連絡

を取り合い、内容を深めたり、地域のカフェと

連携し、新しい取り組みを始めたりして、探究

活動を進めることができた。コロナ禍で発達し

た Classi や Microsoft Teams 等を利用したオ

ンラインでの交流やデータのやり取りは、探究

内容をグループで共有するために大切なツー

ルとなっている。また、多くのグループがアン

ケートを実施し、意識調査を行った。その際に

も、オンラインの活用がなされ、 Classi や

Microsoft Forms を利用したアンケートが多く

実施された。ただ、アンケートの内容は、ほと

んどが意識調査のみになり、結論を導くための

帰納法を意識した内容になっていなかったよ

うに思う。今後は、帰納法を意識したアンケー

トの作り方の指導を行う必要があると感じた。 

夏休み明けには、再び問いの再設定について

の、講習を行った。場所軸・時間軸・立場軸を

書け、問いをたくさん作り、見込みのある          

問いを選んでいく大切さを、生徒が実際７月に

行った発表を例に取り、説明した。 

2 月の最終発表会では応用数理科の課題研

究の発表との合同で行われ、普通科探究は各         最終発表会ルーブリック 
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教室での口頭発表、応用数理科は多目的ホールでのポスター発表の形で行った。１年生にも参観に来

てもらい、来年の探究活動のイメージを育む狙いも持った。事前に要旨を提出してもらい、その要旨

を一覧を作成・配布することで、事前に要旨を見て、興味のある発表を見に行くことができた。テー

マだけでなく、要旨を事前に読むことで、生徒の発表に対する興味関心を引くことができたと感じ

る。次年度以降も続けていきたい。要旨と合わせて Microsof Forms のアンケート機能を利用し作成

したルーブリックのＱＲコードを載せ、発表毎にスマホかタブレットで評価した。集計作業がないの

で、次の日にルーブリック結果、発表を見ての意見をフィードバックできた。最後の総合的な探究の

時間に、探究活動１年間振り返りを行ったが、ルーブリック結果や発表を見ての意見は、非常に参考

になったと考える。また、探究活動の振り返りは、クラッシーのポートフォリオを入力する形にし、

３年生になった時に、入試で利用できる形で残した。 

 

 

1１月末、１２月、１月の初めの総合的な探究の時間では、探究活動ではなく、進路指導の一環とし

て、学研「志望理由書リピート添削講座」を利用して、志望理由書作成に取り組んだ。志望理由書の

作成にとりかかる前に「進路実現のための志望理由書作成のポイント」を外部講師の先生を招いてお

話しいただいた。志望理由書を書き上げることで、進路意識を明確にすることができると説明してい

ただき、志望理由書を書く目的を明確にさせ、志望理由書の作成に取り組むことができた。 

 

２年生における総合的な探究の時間の評価については、次の３つで行った。 

(1) 自己評価…一定の期間の１枚ポートフォリに本時の活動を記入していき、それを確認する形で行

う。発表については、他生徒によるルーブリック評価並びに発表を参観しての意見をフィードバッ

クし、それを見て、質問に対し記述する形で行う。 

(2) 他生徒による評価…発表についてルーブリックを用い 3 段階評価と記述により評価する。 

(3) 教員による評価…ルーブリックの記入状況や取り組みを観察する形で行う。発表についてはルーブ

リックを用い 3 段階評価と記述により評価する。 

３月の年度末に、河合塾「学びみらい pass」を実施する。実施する目的は、入学時と２年生終了時

での、生徒のジェネリックスキル【学校や社会で活躍するための力／リテラシー（思考力・判断力・表

現力）＆コンピテンシー（主体性・多様性・協働性）】の変化を見るためである。これらの能力の変化

を調査することにより、探究活動を含め城南高校での学びの効果を検証することができ、今後の活動の

改善に生かすことが出来る。本校のジェネリックスキルの伸びは、全国平均（2017～2020 年の全国高

２生 8、2 万人集計）と比べて優れているとのことだ（河合塾分析）。今後も、生徒の主体的な学びを

推進し、思考力や判断力を伸ばせられるよう、全国 SSH 校を中心に行われている効果的な取り組みを参

考に、本校に必要だと考える思われる学びの機会を提供すると共に、PDCA サイクルを意識し、本校生

徒の実態に合うように常に改善を行っていきたい。          
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Ⅰ・Ⅱ－⑤ Science English 

 

１ 仮説 

現在の科学に関する論文の多くは英文で書かれており，英語運用能力なくして科学的研究を行うの

はきわめて難しい。さらに，「読む」・「書く」という能力だけでは国際的な研究ができず，「聞く」

・「話す」といったコミュニケーション及びプレゼンテーション能力も要求されている。では，高校

生の段階でどの程度の英語力を身につけるべきかと言えば，「比較的簡単な科学的内容の発表を行い，

意見交換ができる」及び「英語を母国語とする諸外国の中学高校の教科書が理解できる」レベルまで

高めれば，大学進学後における研究活動への移行がスムーズになると考えている。 

本校の学校設定科目である「Science English」では，外部講師や本校ＡＬＴ，SSH 非常勤講師によ

る授業を実施することで，専門用語の習得やコミュニケーション能力の実践的な英語力の習得を図っ

ている。また，英文でのレポート提出や英語でプレゼンテーションを行うので，科学を英語で学ぶこ

とへの興味・関心が高まると期待している。 

 

２ 研究内容・方法・検証 

（１）Science English Ⅰ 
〈研究内容・方法〉 

１年生の Science English Ⅰの授業は，英語科教員１

名とネイティブの教師（SSH 事業費で雇用した英語の

非常勤講師及び外国語指導助手）のペアを配置し，理科

教員１名のサポートを配置して"English Presentation"の

基本的スキルを学ぶ授業を実施した。主な授業内容は，

以下のようなテーマを元にスピーチさせて聴衆の質問

を受けるようにした。 

①自分の行きたい場所について 

②自分の好きな料理のレシピについて 

③自分の売りたい商品について 

〈検証〉 

Science English Ⅰにおいて，１学期に実施した「自

分の故郷について」のスピーチでは，英語のプレゼンテ

ー シ ョ ン の ３ つ の 柱 ① Introduction ② Body ③

Conclusion を SSH 非常勤講師から教わり，その流れ

に沿って考えることを身につけた。２学期の「自分の好

きな料理のレシピついて」では１学期より原稿を見るこ

とが少なくなり，３学期の「自分の売りたい商品につい

て」では，アイコンタクトがきちんとできるなどの気持

ちの余裕が見られた。英語による授業はコミュニケーシ

ョン英語Ⅰで実施されているが，Science English Ⅰで

は，英語科教員と SSH 非常勤講師の手厚いサポートが

あり，生徒自身も英語で話そうという姿勢に繋がってい

る。 

課題としては，１年生はどうしても語彙力が不足して

いるため，SSH 非常勤講師の話している内容が十分に

理解できていない場面があり，本校教員だけではサポー

トが難しい部分もあった。英語科教員であればもちろん

日 付 Science English Ⅰ 

 ４月１５日 オリエンテーション 

 ４月２２日 英語発表準備①-1 

 ５月 ６日 英語発表準備①-2 

 ５月１３日 英語発表準備①-3 

 ５月２７日 英語発表準備①-4 

 ６月 ３日 英語発表準備①-5 

 ６月１７日 英語発表①-1 

 ６月１７日 英語発表①-2 

 ９月 ８日 英語発表準備②-1 

 ９月３０日 英語発表準備②-2 

 １０月 ７日 英語発表準備②-3 

 １０月２１日 英語発表準備②-4 

 １０月２８日 英語発表②-1 

 １０月２８日 英語発表②-2 

 １１月１１日 英語発表準備③-1 

 １月１３日 英語発表準備③-2 

 １月２０日 英語発表準備③-3 

 １月２７日 英語発表準備③-4 

 ２月 ３日 英語発表準備③-5 

 ２月１０日 英語発表準備③-6 

 ２月１７日 英語発表③-1 

 ２月１７日 英語発表③-2 

 ２月２４日 英語理科実験 
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英語でやりとりできるが，理科教員の場合は生徒より

は理解できるものの生徒の活動を十分サポートできて

いるとは言い難い。また，英語科教員も理科の専門用語

についてはよく知らないため，生徒からの質問に言い

よどんでしまうことがあった。これについては，英語科

教員と理科教員の間で，その都度互いをフォローする

ことを打ち合わせておくことで何とか乗り切った。 

生徒については，どうしても日本語で考えてから英

語に直すので，もとの日本語が難しくて英語に訳せず，

手持ちの機器による翻訳機能に頼ってしまうことが多

かった。日本語から英語に直すのに時間がかかってし

まうので，英語コミュニケーションⅠの授業でも英語

を使って自分のことを表現する機会を生徒に与えた

い。また，理科教員とも協力しながら生徒がもっと科

学英語に対し興味・関心をもてるようにしていきたい。

授業を通して英語のレベル向上と科学分野への興味を

さらに高められるように，今後も授業内容に工夫を凝

らし，改善を重ねながら内容をより充実させていきた

いと考えている。 

（２）Science English Ⅱ 

〈研究内容・方法〉 

２年生の Science English Ⅱの授業では１年次の入

門編を踏まえて，より本格的な内容を本校の英語科教

員１名，SSH 非常勤講師１名，理科教員１名で実施し

た。１年次に比べると内容はより専門的になったが，具

体的な例を用いて事前学習することで理解をつなげて

いった。年間を通して，１月の課題研究の英語発表を一

つの大きな目標に据え，研究の手法と手立て，また英語

での論理的な研究発表のスキルを順序立てて学ぶこと

を中心とした授業を実施した。 
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１学期は科学論文を書く際の基本的な手順を学び，各グループでの研究内容を実験の意義→仮説→

方法→結果→考察の順でまとめ，グラフや絵を使用して実験結果を伝えるなど，論文を書く上で必要

になるスキルを学んだ。英語で論文を書く上で重要な背景（background）から始まり，考察と結論

（discussion and conclusion）まで，どのような構成で書くかを学んだ。この例として，細菌実験

（Bacteria Experiment）を行った。具体的には，校内の様々な場所から４か所選んで細菌を採取し，

それを培養した結果を英語でレポートにまとめた。それから本年度の新しい試みとして，「平易な日

本語で研究内容をまとめ，そこから英文としてまとめ直す」という活動を実践した。堅苦しい専門用

語を繋げてまとめるのではなく，誰にでもわかる言葉を率先して使用した日本語のレポートを一旦作

成し，そこから英訳していこうとするものである。そして，この日本語レポートは，理科以外の教員

に聴いてもらい，研究内容がよく理解できたかを評価してもらった。 

11 月には，Science Dialogue（世界各国より日本の大学・研究機関へ滞在している外国人研究者に

依頼して，世界で活躍するための科学力や視点を養う目的で行う講義）を利用し，今年は岡山大学資

源植物科学研究所より Peitong Wang 博士をお招きして，ご自身が研究されている「イネのヒ素集積

に関与する遺伝子の同定」に関する講義を受けた。終始英語によるものであったが，事前に abstract

や keywords などを学習し，植物の生育に必要な元素や，逆に生育に有害な元素について，また，それ

らの有害な元素を土壌から吸収したときの体内の輸送機構を遺伝子レベルで特定し，有害元素が体内

に蓄積しないようにコントロールできることを，科学的に学ぶことができた。生徒個々の事前学習と，

図や写真を多用したビジュアルなプレゼンテーションにより理解が深まった。また，放課後には Wang

先生を囲んで，座談会を催し，研究内容以外のことを質問したりして盛り上がり，とても充実した午

後をすごすことができた。 

３学期には，各グループが取り組んでいる課題研究の内容について，PowerPoint スライドを用い

た英語プレゼンテーションを行った。例年では，各発表後の質問において，英語科教員によるものが

ほとんどであったが，本年度は生徒からの質問が活発に行われた。自身が携わる研究だけでなく，同

級生の研究に対して興味・関心を抱き，たがいに内容を理解することは重要である。また，英語で質

問し，英語で回答することは，聴きたいこと・答えたいことをしっかりと考え，伝わりやすい英語で
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話そうとする意欲と姿勢を養うのに役立つと思われる。そして，このような経験を重ねることで，そ

れぞれの研究がより深いものに仕上がっていくことが期待できると感じた。 

 

 
〈検証〉 

Science English Ⅱでは以前からの課題として挙げられるのが，レポートやプレゼンテーションを

まとめる際に，専門用語（technical term）を多用してしまい，読み手や聞き手にとって分かりづらい

ものとしてしまう点である。研究の意義や重要性，または研究そのものが自分たちにとって楽しいこ
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とであることを広く伝えるためには，言葉としての分かりやすさが大切である。そこで，本年度試み

たのが，先述の「まずは平易な日本語でまとめる」活動であった。ただ，この実践において見えてき

たことがある。１つは，生徒の国語力である。授業や研究指導の中で用いた言葉が，生徒に通じない

場面が少なくない。さまざまな言葉を日常的に使いこなしていないために，新しい語句を知識として

得ても，それを分かりやすい言葉に置き換えて，その言葉が示す意味が理解できていないように感じ

る。したがって，日本語のレポート自体が，堅苦しい用語が連続した文章となったり，時には，言葉

自体の用法を誤っていたりするようなこともおこる。もう１つは，生徒の科学への理解度である。生

徒が科学用語を英単語として変換する能力は高くなってきているが，あくまでも，辞書などを用いて

単語を訳するレベルに留まっている生徒が多いように思う。例えば，日常的に用いる「仕事」という

言葉と，物理分野で用いる｢仕事｣という言葉とでは，意味が違ってくる。難解な内容をシンプルな英

語で説明できるように，科学の基礎的な概念の理解度を高める必要があると感じた。 

それから，英語による本格的なプレゼンテーションの機会が３学期の１回しかできないことも，懸

案事項の 1 つである。学校行事との兼ね合いもあり，時間を確保することは難しいが，できる限り中

間発表や科学実験などの機会をつくり，科学的な内容について英語でプレゼンテーションをする機会

を増やしていきたいと考える。ただし，Science Dialogue 実施後の生徒アンケートの中には，講義の

内容そのものに触れて学んだことや感想が述べられているものが多い一方で，講師の先生が作成した

スライドデザインに触れ，プレゼンテーションに重要なものを学んだ生徒も現れたことは，自分たち

の意見を英語できちんと伝えようとする気持ちが，生徒に養われつつあるということが確認できた。 

 

（３）Science English Ⅲ 
３年生の Science English Ⅲの授業では，課題研究の内

容を英語で論文にまとめる事を目的に，本校の英語科教員

１名，SSH 非常勤講師１名，理科教員１名で実施した。研

究動機から実験方法や実験データの分析，考察など締め切

りを細かく設定することで，全グループが英語論文の一連

の形をつくることができた。最後に，論文のアブストラク

トにあたる部分を作成して，自分の研究を簡単な英文で説明することができた。 

〈検証〉 

Science English Ⅲでは，全グループが英語

論文の一連の流れは理解することができたが，

まだまだ論文としては不十分な面も多い。作成

した英語論文を今後においてどのように活用す

るかも課題である。しかし，生徒たちの英語で

論文をまとめる力は，年々上昇傾向にあること

は確かである。現在は abstract までまとめるこ

とを最終課題として提出しているが、full paper
にまとめるまでの力は十分とは言えないまで

も、letter 程度なら仕上げられる力を有する生

徒も育ってきた。  
Science English の授業全体を通して，英語でプレゼンテーションを行うことは，ほとんどの生徒に

とって初めてもしくはまだまだ経験の少ない不慣れな状態であり，不安や戸惑いが多く見られた。し

かし，授業が進むにつれてＡＬＴやクラスメイトとコミュニケーションを楽しみながら，PowerPoint
スライドを作ったり原稿を考えたりする姿が見られた。スライドの作成もほぼ初心者であったが，教

員や友人と相談しながら，創意・工夫して作成する姿が見られた。 

日 程 内    容 

4～5 月 英語論文作成のアブストラクト 

6～7 月 アブストラクトの作成・発表 

9～1 月 英語リスニング演習 
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Ⅰ・Ⅱ－⑥ 大学関係者等による実験・実習・講義等の実施 

１ 仮説 

 昨年度に引き続き過去の連携先との関係を継続した。高大連携講座では，最先端の研究や大学での学びな

どの内容の他，研究についての根本的な考え方，研究や発表を円滑に行っていくためのスキル等について，

大学などの研究者の方から直接学ぶ良い機会となっている。このような講座を通して，生徒に研究について

のスムーズな導入を行い，課題研究の円滑な進行と将来の研究者としての進路選択を促すための一助になっ

ている。今年度は，新型コロナウイルス感染拡大がやや落ち着いた感があり，県外の講師をお呼びして講座

を開くことができた。また，可能な講座については Web 会議システムなどを利用するなど，感染症対策を

充分行った上で実施した。 

２ 研究内容・方法・検証 

<研究内容・方法> 

（１）徳島大学ポスト LED フォトニクス研究所出前授業 

令和４年６月 30 日（木）の午後，徳島大学ポスト LED フォトニクス研究所から先生方をお迎えし，応用

数理科１年生を対象に出前授業をしていただいた。同大学院産業理工学研究部助手の高島祐介先生は本県の

ご出身で，生徒との年齢も近いので研究者というものを身近に感じられた。講義内容として，最初に研究者

になっていった経緯や自身の研究のコンセプト等を説明していただいた。次に，先生が造られた GaAs-LED

と GaP-LED の発光実験や LED を用いて別の LED を発光させる実験を体験した。最後に，「実験から得られる

情報を見落とさない」ことや「高価な装置がないと測定できないというのはダメ」とのお言葉をいただき，

これから課題研究を始める生徒にとって大変有意義な時間を過ごすことができた。授業後もしばらくは生徒

が個別に話をする機会を設けていただいた。先生から初めて名刺を頂戴し，感激した生徒も見られた。 

（２）海外の卓越した研究者による「海外特別講演会」を教材とした高校生向け出張講義 

令和４年７月 14 日（木）に，徳島大学先端酵素学研究所客員教授の福井清先生をお招きして，応用数理

科２年生を対象に出張講義をしていただいた。教材と

した授業はスタンフォード大学の Thomas Byers 教授

による「Technology Ventures」で，アントレプレナ

ーシップの基礎を紹介された。講義内容としては，

Byers 教授が強調されていた「Ｔ型人材」について述

べられた。この人材タイプは，専門分野において優れ

た知識や経験を持つスペシャリストと，幅広い知識で

多角的な視点を持つゼネラリストの２つの要素を併せ

持つ。起業という視点だけではなく，大学・社会人と

して今後学ぶべきことや取り組むべきことに対して，

興味や関心を広げることが重要である。質疑応答で，

自身の体験と併せて幅広い教養を持つことの意義につ

いて述べられていた。 

作
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（３）サイエンス・ダイアログ 

令和４年 11 月２日（水）の６・７限，応用数理科２年生を対象にサイエンス・ダイアログを実施した。

今回は岡山大学資源植物科学研究所から Dr.Peitong WANG 氏をお招きして，大学で研究されている「イネの

ヒ素集積に関与する遺伝子の同定」について英語で発表していただいた。事前学習していたとはいえ，生徒

にとって英語の研究発表を聞くのは初めてだったのでかなり戸惑っていた。そこで，最初は氏の自己紹介を

かねて出身地の中国の話をしていただいた。その後に

場が和んでから，ご自身の研究に関してわかりやすい

スライドを用いて大変丁寧に説明されていた。輸送体

の遺伝子を同定してコントロールすることでヒ素を米

に蓄積させない方法等について，生徒は興味を持って

発表を聴いていた。発表後には積極的な質疑応答があ

り，「muha」という交配に使われるイネの品種に関す

ることや，根から吸収したヒ素を葉と種子に振り分け

るトランスポーターについて，活発な意見交換がなさ

れた。放課後になってもそのまま氏を囲んで座談会が

設けられ，研究内容ばかりでなく簡単な中国語の学習

も行われて非常に盛り上がった。 

（４）「活断層と地震」に関する研修 

令和４年 11 月に徳島大学名誉教授の村田明広先生をお招きして，応用数理科１年生を対象に「活断層と

地震」と題した講義と現地研修を実施した。11 月 18 日（金）に本校で事前に行われた出張講義では，昨年

に引き続き熊本地震を引き起こした布田川・日奈久断層帯や徳島県の中央構造線，阪神淡路大震災と野島断

層，東日本大震災，南海トラフ地震等を中心にご講義して頂いた。家族や親戚がそれらの震災を体験してい

る生徒もいて，かなり熱心に傾聴していた。教員にとっても自身が体験している者がいて，大変関心を持っ

ていた。11 月 25 日（金）には，貸し切りバスで淡路島まで行き，野島断層保存館等で現地研修を実施し

た。ズレた断層がはっきりと観察でき，被害を受けた近くの民家が当時のまま保存されていたので，地震に

よる被災の状況がよくわかった。また，地盤の液状化の様子を観察することができた。その後，道の駅「あ

わじ」にて明石海峡大橋を支える主塔やアンカレッジ等を見学した。当時建設中だった橋の直下で断層が横

ズレし，主塔間の距離が１ｍ伸びたため橋の延長も延びたことを説明された。この研修を通して，地震災害

と防災に関する知識と意識を高めることができた。 

（５）探究活動に関する事前研修 

令和４年 12 月 19 日（月）の午後，香川大学教育学部の笠先生をお招きして，応用数理科１年生を対象に

Web 会議システムを利用したリモートで，課題研究に関する高大連携授業を行った。導入では，冷たい水を

入れたコップに水滴が生じる現象の複数の説明モデルについて，それぞれの検証実験を考えさせた。次に，

理科と探究活動の違いを考え，「変数（variable）」をテーマに「変数とは何か」と問いかけて，変数を見

つけて複数の変数の間における関連性を考えるアクティビティや，「実験を計画する」すなわち実験を行う

− 41 −



アクティビティ等，アクティブラーニングの手本とな

る授業を行った。気柱が発する音について何をどのよ

うに調べるか実験計画を立てる等，生徒は楽しみなが

らも思考と理解を深め，教員にとっても今後大いに参

考となる内容であった。この講義により学んだことを

踏まえて，次年度の課題研究に備えて今年度中に各自

でテーマや研究計画等を決定し，この三学期から二年

次にかけて個人またはグループで課題研究に取り組ん

でいくことになる。 

<検証> 

 高大連携事業による実験・実習・講義について，個

別に生徒対象のアンケートを実施してその結果を検証

した。なお，集計結果は次ページにまとめて掲示した。 

 徳島大学ポスト LED フォトニクス研究所出前授業に関しては，生徒の主体的な取り組みや満足度は「あ

てはまる」・「ややあてはまる」を併せて 76％とまずまずであった。しかし，講義内容に対する理解度は低

く，物理の授業をまだ受けていないため電気と磁気に関する内容がわかりにくかったと思われる。一方，講

義を受けた後では内容への興味がかなり向上しており，関心を持たせる成果はあったと考えられる。 

「海外特別講演会」を教材とした高校生向け講義に関しては，実験への興味を持つことが充分でき，研修

の満足度に関して 71％の生徒が高いと回答している。しかし，理解度が高いと回答した生徒が 66％にとど

まり，講義内容は生徒にとって難易度が高かったと考えられる。大学・社会人として学ぶべきことや取り組

むべきことに興味や関心を広げることの重要性はわかっているが，将来のことなのでまだ余り実感が沸かな

いようである。 

サイエンス・ダイアログに関しては，研修後において内容に興味関心を持つことができ，研修の満足度に

関しても 80％の生徒が高いと回答している。しかし，理解度が高いと回答した生徒が 60％にとどまり，全

て英語での講義は生徒にとっては難易度が高かったと考えられる。サイエンス・ダイアログの１時間前の授

業で英語科の先生や ALT の先生による事前指導を行ったが，英語の力は生徒間で大きく差があり，内容を

理解するのには時間がかかったと思われる。また，主体性についても自ら積極的に発言して意見交換ができ

た生徒がいる反面，なかなか話しかけることができなかった生徒もいた。座談会では緊張がほぐれてきたの

か相手に話しかける生徒が増えてきていた。 

活断層と地震に関する研修に関しては，事前研修と実地研修いずれにしてもほとんどの生徒が，講義や実

験実習を通して興味関心を高めている。応用数理科では地学を履修することはできないが，地学に関して興

味関心を持つ生徒は多い。さらに，そうでない生徒に関しても興味関心が高まったという結果が得られてお

り，生徒の知的好奇心を大いに喚起することができ，満足度も高いことから研修による成果が得られたとい

える。理解度についても事前研修よりも実地研修において高くなっており，大学の先生による講義や実地研

修の有効性が顕著に見られる結果となった。このことは，専門家の先生に話を聞くことや実際に実物を見る

ことで内容を理解すると生徒の理解度が高まると考えられ，普段の授業においても演示実験などにより実物

を見せて理解させることや，専門家を招いてご講義いただくこと等の重要性を再確認する結果となった。今

後の SSH の活動においても導入すべきであると考えられる。 

 探究活動を行うにあたっての事前研修に関しては，理解度の向上について，一定の成果が得られたと考え

られる。また，講義に対する満足度も高くなっており，この講義に参加することで課題研究に対する関心が

より大きくなったと思われる。この講義を通して，どのようにして信頼できるデータをとり，それをどのよ

うにして整理して他者にプレゼンすることで，自分の成果を認めてもらうかについても重要であると認識で

きたと思われる。 

次年度についても，大学連携による教育活動は継続して行っていく方向で検討していきたい。以上のよう

に，大学関係者等による実験・実習・講義等の実施によって，理科に対する興味・関心及び主体的に取り組

む態度に成果が見られたと考える。 
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（１）徳島大学ポスト LED フォトニクス研究所  （２）「海外特別講演会」を教材とした高校生向け講義 

   

（３）サイエンス・ダイアログ         （４－①）「活断層と地震」に関する研修（講義） 

   

（４－②）同研修（フィールドワーク）     （５）探究活動に関する事前研修 
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Ⅰ・Ⅱ－⑦ 発表会への参加 

１ 仮説 

 本校は課題研究や科学部研究の成果を外部の科学コンクールや学会などで発表しているが，校内選

抜を経てチームを選んでおり，校内発表においてのモチベーションを高めることにつながっている。

一方，発表のためには実験をしてデータをとり，これを整理考察するためにかなりの時間が必要であ

り，さらにプレゼンのための様々な準備にも苦労が伴う。しかし，生徒が成長していく姿を見られる

のも発表会を通してであり，教育効果が高いと考えられる。発表することは，研究に対する意欲を高

めることはもちろん，他校生の発表を聞くことで大きな刺激を受けることにもなる。また，他校生と

交流するよい機会となる。さらに，受賞ができればこれを推薦入試等にも利用することが可能になる。

何より，自分たちの研究への意識が高まり，その後の研究への取り組み方が変わってくると考える。

したがって，できる限り多くの発表会に参加できるよう意欲と研究内容の質を高めていく必要がある。 

 

２ 研究内容・方法・検証 

(1) 第46回全国高等学校総合文化祭自然科学部門 令和４年８月２日（火）～８月４日（木） 

 ８月２日（火）～８月４日（木）の３日間，第 46 回全国高等学校総合文化祭東京大会自然科学部門

に科学部の生徒３名が参加した。第１日目と２日目は「鉄腕ダッシュ」で有名になった東京富士大学

において，口頭発表とポスター発表が実施された。本校生は２日目に「糸電話の糸の状態による音の

伝わり方の違い」について口頭発表と質疑応答も行った。３日目は東京文教大学本郷キャンパスにお

いて，生徒交流会・記念講演会・閉会行事が実施された。生徒交流会では無作為に作られたグループ

で，他県の生徒と交流を深めることができた。２日目午後に予定されていた巡検研修はコロナ禍で中

止となったが，３日間を通して参加生徒は多くの経験を積むことができた。 

 

    

 

(2) 令和４年度SSH生徒研究発表会 令和４年８月３日（水）・４日（木） 

 ８月３日（水）・４日（木）に神戸国際展示場で令和４年度 SSH 生徒研究発表会が開催されまし

た。本校からは「水を媒体とした酢酸インドキシルからのインジルビンの選択的合成」についての研

究発表を行った。 

 １日目となる８月３日には，SSH 指定校及び過去に指定経験のある学校のうち参加を希望する学校

(220 校)の生徒がポスター発表を実施し，審査委員による審査を経て代表校が選出された。９時 30 分

からの開会行事の後，９時 45 分よりポスター発表を行った。発表を行っていない時間には他の研究班

の発表を見学し，様々な分野の研究に触れることができた。また，研究内容や研究の進め方について

意見交換が行われた。大学などの研究機関の方からも質疑をいただき，新たな発見につながるような

指摘も受けた。今後の研究のヒントとなる見識もいただくことができ，参加した生徒の研究者として

の資質の向上につながった。16 時 15 分からの全体会では，８月４日に行われる全体発表校６校が選

出され，各分野の講評をいただいた。 
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(3) 第 24 回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会  

８月に高知県で予定されていた第 24 回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会はポ

スター発表への参加を予定していたが，誌上発表となった。 

 

(4) サイエンスキャッスル in 岡山  

 12 月 10 日（土）岡山コンベンションセンターで行われたサイエンスキャッスルにて、本校 207ＨＲ

生徒２グループ６名が課題研究のポスター発表を行った。サイエンスキャッスルは単なる探究活動の

発表会から、「研究の登竜門として参加した中高生の研究を本気で加速させるための場」とすること

を目的としている。基調講演では株式気社ウィズレイ代表取締役森山圭氏より「イノベーションは経

験からしか得られない」「情熱を持って社会の仕組みを変えていって欲しい」とのメッセージをいた

だいた。その後、事前発表の選考で選ばれた研究による口頭発表が行われた。どの発表も興味深い内

容が多く、プレゼンテーションの技術も非常に高かった。午後からはポスター発表が行われ、どのポ

スター発表も自分の研究に自信を持っており、パッションあふれるものばかりであった。本校生徒も、

自分たちの研究内容を、聞いてくれる人に熱心に伝え、見ている人たちからも積極的な質疑応答が行

われた。閉会式では、「皆さんの研究はだれにやらされたわけでもない。目の前の現象を不思議と感

じる好奇心から課題を見出し、課題解決へ仮説検証を繰り返す人こそ研究者だ」というメッセージを

受け取り、非常に良い経験になったと感じた。これからも多くの刺激を受け、未来のイノベーターと

しての資質・能力を磨いていくことを期待したい。 
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Ⅰ・Ⅱ－⑨ アメリカ海外研修 

１ 仮説 

本校では平成 18 年度に SSH 第２期指定を受けた際，「国際的に活躍できる科学技術人材育成」の

ための新たな取組として“SSH アメリカ研修”に指定初年度から準備に着手し，指定２年目以降，アメ

リカ研修の実践事例を積み重ねてきた。 

海外研修の１回目と２回目は学園都市ボストンを研修先としていたが，その時の課題として，航空

機の移動が長く，スケジュールと研修費用を圧迫していること，研修内容に対する満足度，理数科目・

英語に対する興味関心の高まりが予想より低いこと，英語研修という点でやや不十分なことが挙げら

れた。 

３回目はロサンゼルスとサンフランシスコを研修拠点とし，スケジュールと研修費用の問題を解決

した。４回目の研修からはさらに費用を抑えるためにロサンゼルスもカットしてサンフランシスコに

しぼって研修を行った。そして現地校との交流を組み込んだ新たな研修計画を企画することになった。

５回目からは現地校との交流および大学での研修をさらに充実させる工夫を行った他，NASA 関連の

研究所や大学訪問により宇宙技術開発や先端の科学技術に触れた。 

８回目より現地の高校や大学と交渉し 1 月上旬受け入れに変更していただくことで１泊増が可能と

なり，医療系大学院大学のカリフォルニア大学サンフランシスコ校などを研修先に追加し，冬期実施

に伴いヨセミテ国立公園を研修先から外す代わりにミュアウッズ国定公園などマリン郡の研修先を確

保することで移動時間を削減した。 

28 年度の９回目，および 29 年度の 10 回目は現地との調整を行うことでさらに移動時間の効率を図

り，さらに生徒アンケートを反映させた研修先の検討を行った。30 年度は，アメリカの政府機関閉鎖

の影響により，現地にて予定を変更したものもあった。 

昨年度は 29・30 年度の研修内容をベースに，新たに Point Reyes National Seashore を研修先に加

えるなどし，現地の高校でアメリカ人の高校生たちと交流し，大学での研修，California Academy of 
Sciences，ミュアウッズ国定公園等への訪問を通して，生徒たちの科学への幅広い興味・関心を高め

るとともに，国際感覚を養うことができる。 

 

２ 研修内容・方法・検証 

例年，各講義や研究先での経験が科学やイノベーションの本質に迫る物が多く，生徒の向上心を刺

激して，研修後の意識の変化については理数科目・英語で，興味関心・学習意欲とも肯定的評価とな

っている。 
現地高校での交流を終日にするなど，更に研修の充実を図るべく進めていたが，世界的なコロナ禍

の影響を受け，７月にアメリカ海外研修の中止を決定した。３年連続の中止となり非常に残念である

が，この研修を楽しみに入学した生徒も多く，種々の検討課題について十分な検証を行い，次年度以

降，研修先の検討も含めさらに魅力的な研修が計画・実施できるように努めたい。今年度の海外との

交流については，海外大学のオンライン授業の活用や徳島大学の留学生への課題研究オンライン発表

会を実施した。 

 

【参考】2019 年度の主な研修先（2020 年 1 月 12 日(日)～1 月 18 日(土)） 

1 月 12 日(日) カリフォルニア科学アカデミー 

 1 月 13 日(月) カリフォルニア大学サンフランシスコ校 

 1 月 14 日(火) スタンフォード大学・Intel museum・Apple Visitor Center 

 1 月 15 日(水) Sacred Heart Cathedral Preparatory・カリフォルニア大学バークレー校 

         Lawrence Hall of Science 
 1 月 16 日(木) Muir Woods National Monument・The Bay model Visitor Center 
                Point Reyes National Seashore 

⑧
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ⅢⅢ－－①①  科科学学部部（（SSSSHH 班班））のの組組織織・・運運営営・・指指導導  

１ 仮説 

科学部の活動を通して，次のようなことが期待できる。①研究活動への理解と意欲が深まる。

②課題研究の内容が深まり意欲も高まる。③大学との効果的な連携ができる。④小学生や中学生

に対しての指導により，自らのスキルアップができたり安全管理への配慮を学んだりしながら，

科学への関心を深める広報活動の一端が担える。コミュニケーションの訓練にもなり，研究発表

の仕方の向上にもつながる。また，将来研究者と指導者の両面を持った人材育成につながる。さ

らに小中学生が本校の応用数理科を志望する率が高まり持続的な好循環が生まれる。⑤自主性の

涵養や学年間の情報交換が効果的に行える。⑥科学コンテスト挑戦への中心となれる。⑦指導の

教諭にとっても，深い指導によってリーダーを養成することにより，課題研究や教科の指導にお

いても効率的できめ細やかな指導につながる。⑧課題研究や探究の時間的確保がしやすくなる。

⑨普通科の生徒も各行事に参加しやすくなり、普通科生徒の科学的思考力の向上に寄与できる。

⑩二次的な効果として理科への学習意欲が増す。 

  

２ 研究内容・方法・検証 

〈研究内容・方法〉 

科学部の構成は次の通りである。応用数理科生全員および普通科の希望者を合わせて部員数は

115 名である。日頃は，物理･化学･生物･地学の各班に分かれ，それぞれに理科の教員が各自の専

門の班に付いて独自に活動している。化学班長が部長，物理班長が副部長を兼任している。班を

兼ねている生徒も多く，班どうしの協力や情報交換もしたり，仲の良いライバルとして競ったり

もしている。当然部費なども共有なので班どうしの調整も必要になってくる。また，小学生や中

学生の実験教室や文化祭や体験入学での部活動紹介などに関しては，担当教員の監修の下で，企

画・運営・安全管理・機器の管理など自主性を育てるためにできるだけ生徒主体で行わせている。

それゆえ進捗状況や安全面等を観察し、教員からのアドバイスは最小限に留めている。これらは

部や SSH の広報活動としても効果的である。 

例年において共通した活動としては，①科学オリンピックおよびその研修会への参加と校内研

修会の開催②中学生や小学生対象の理科実験教室の企画運営③各種科学研修会への参加④部員ど

うしの部内研修会開催⑤各班担当教員による講習会⑥学校主催の中学生体験入学のときの部活動

体験の運営⑦文化祭でのブース運営⑧科学コンテストへの応募などである。各自の研究テーマを

課題研究と同じにして課題研究を深めるという選択や，他の部との兼部がありイベント中心の参

加という選択も認めている。しかし，昨年度と同様に，本年度も新型コロナウイルス感染拡大防

止の観点により，校内外問わず，行事そのものの中止，または運営方法の大幅な変更が余儀なく

された。 

本年度の小学生・中学生への実験教室については，以下のような実施状況である。 

 

① 中学生対象理科実験教室  

10 月２日(日) 午後 

 

例年では，中学生と引率の先生や保護者の

方々に，本校に赴いて実験・実習を体験してい

ただくのだが，先述の新型コロナウイルス感染

拡大防止の観点により，本年度もオンラインに

よるリモート形式で実施した。必要な物品をキ

ットとして予め参加者に郵送し，科学部員が実

習の進行役を務めた。画面を通して行う説明や

指導などに四苦八苦しながらも，楽しく有意義

な時間が過ごせたように思う。本年度は化学分

野を除く次の３分野のテーマを用意した。 
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○ (物理分野)：ストロー笛で音階を作り、

筒の長さで音の高さ（波長）が変わるのを確

認した。 

 

○ (生物分野)：ギムネマ茶とミラクルフル

ーツを使い、味の受容の仕組みを理解した。 

 

○ (地学分野)：鉱物を通過する光について

調べ、種類により様々な特徴があり、そのこ

とを利用して分類できることを理解した。 

 
② 小学生対象理科実験教室 

例年では，徳島市内とその周辺から小学生やその保護者が 500 名超で来ていただける「小学生

対象理科実験教室」であるが，新型コロナウイルス感染大防止の観点により，本年度も中止とし

た。 

 

③ 突撃となりの科学部（仮称） 

本年度より、①を補完すること及び昨今のコロ

ナ禍で中学校でも実験ができていないとの相談を

受け、①で危険性のため見送った化学分野の薬品

を使った実験（11／14（月）15:40～17:00）を行

った。時計反応（酸化還元反応により時間経過で

色が変わる）とヨウ素の生成と抽出を行い、基本

的な実験操作と酸化・還元についてレクチャーを

しながら実験をしてもらった。応用数理科１・2 年

生の他、普通科科学部員も参加した。実験器具や

薬品は城南高校から科学部員が準備したものを教

員の車で移送し、廃液等は持ち帰った。 

  

④ 各班個別の活動は以下の通りである。 

 

物理班は，物理チャレンジ・科学の甲子園などへの参加のための準備や勉強会を中心に活動を

している。今年度は科学の甲子園に 2 チームの参加があり，放課後に集まって実験をしたり学習

会をしたりと定期的に活動している。 

化学班は，各自設定の研究テーマの実践や，教科書に載っている実験の条件を変えるなどして

理解を深めたりしている。化学グランプリとその講習会には原則全員で参加している。また、３

年生が中心となって化学基礎の勉強会を１・２年生へ行っている。その他，例年では，夢科学 21

などの校外実験講座にも積極的に参加している。 

生物班は，今年度、多くのグループが校外の発表会に積極的に参加したため,課題研究を進める

ことに時間を使うことが多かった。課題研究の学びを進めるために,徳島大学を訪問したり,ネイ

チャーセンターから講師を招いたりと,外部連携を強め,学習を深めた。また生物オリンピックの

過去問題の勉強会を実施した。 

地学班は，班内でさらに固体地球分野，地球史分野，大気・海洋分野，天文分野に分かれ，そ

れぞれの分野において課題研究のテーマを決め，日々研究を進めている。本年度は，天文分野に

おいて，阿南市科学センターのご指導の下，変光星の研究を行っている。さらに，年に数回，校

外での化石・岩石採集などを行っている。本年度は，勝浦郡上勝町正木・高知県安田町唐浜での

化石・岩石採集を実施した。 
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＜検証＞ 

  

応用数理科生を全員科学部に登録することのメリットは，放課後や休日を課題研究のための時

間として活用できるところにある。３年生は論文の執筆に向け，各自の課題研究の補充実験を行

うことができた。発表会に派遣される生徒も，発表資料やポスターを作成する時間に充てていた。

２年生も課題研究のテーマが決まってからは，必要に応じて放課後にも実験やプレゼンテーショ

ン用資料の準備を行った。授業時間だけでなく課外の時間を活用することで，現状の発表数・発

表内容を維持できている。ただ、他の部活動と掛け持ちする者もおり、そうでない者とのスケジ

ュールや役割を調整することが難しい場面があった。 

また、以前より「科学部＝応用数理科の研究の場所」という感が否めなかったが、昨年度より

化学班を中心に普通科の生徒の参加が増えてきて、勉強会等を自主的に行っている。今後も SSH

指定校として，SSH の諸事業を全校の取り組みとして実践していくためにも，生徒の所属学科に関

係なく，どのような生徒も活動しやすい「城南高校の科学部」として，化学班以外にも取り組み

を広げたい。 

本年度も引き続き，多くの大学の先生方に協力がいただけている。本校教員を通じ，一旦約束

を取り付けた後は，生徒自身が積極的に連絡先を交換してメール等でご指導を仰ぐなど，生徒た

ちの熱意に対して，とても好意的な対応を常にしていただいているので，いつも感謝の念が絶え

ない。この関係性(協力体制)を継続していくことで，本校の生徒ならびに担当教員のスキルアッ

プにもつながると期待している。 

対外向けの行事の理科実験教室は生徒たちが最もよく学ぶ機会であると捉えている。特に小学

生対象理科実験教室については，実験内容の計画と各ブースの運営をすべて１年生に任せている。

応用数理科を志望した生徒の多くは，中学生までで理科が好きであり，かつ得意である自負を持

って入学したと考える。しかし，単に面白そうと思って担当したテーマが意外とその原理が難し

かったり，簡単にできそうであったのに予備実験がなかなかうまくいかなかったり，小学生に対

する安全面への配慮を考えたやり方を改めて考えたりと，準備段階で様々な経験を積む。また，

当日には小学生にわかりやすく説明をしなければならないので，小学生でも分かりやすい言葉を

用いて実演や手ほどきをすることに苦労が絶えない。これらの経験が次世代を担う若手研究者の

育成の第一歩になるものと考えているが，本年度も実施できない状況となり，とても残念である。

ただし，手探り状態ではあったが，中学生対象理科実験教室をリモート形式で実施し，それなり

の手応えは感じられた。また、突撃となりの科学部（仮称）を実施することができ、リモートで

の懸案事項であった薬品を使った化学実験を生徒主体で実施することができた。これも普通科の

生徒を含む化学班を中心に、中学生に体験して貰うにあたっての四苦八苦しながら実験内容や方

法を考え、良い経験ができた。With コロナの時代における行事の実践方法として，今後も検討を

重ね，よりよいものとしていきたい。 

外部の発表会や論文審査会にも，出

展・出品した。各種発表会については，

オンライン開催など，一昨年前までのよ

うには行われていなかった。しかし，

「科学経験発表会」「徳島県 SSH 合同発

表会」等の他、外部団体が主催する発表

会等にも多数参加できるようになってき

ており、各種賞を頂いている。今後も、

発表の機会を増やすとともに、多くの賞

に輝ける生徒を増やす取り組みも必要に

なっている。 
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Ⅲ－② 課題研究及び科学部研修会 

１ 仮説 

SSH校の課題研究に対する取り組みの他校への普及及び徳島県高等学校の課題研究及び科学部研究の

深化・発展を図るために大学教員の指導による研修会を，毎年開催している。SSH校の課題研究の成果

を他校へ普及するとともに，徳島県内の高等学校の課題研究及び科学部研究のテーマ設定と研究の進め

方について，SSH校の成果や大学教員の指導・助言から今後の研究活動に活かす。そして，研究計画の

立案から実験・観察の実施，データの処理，そして研究発表までの過程を，自ら積極的に実践できるよ

うな生徒たちを育成する。さらに，本研修会の実施，並びに多くの生徒が参加した結果，1 年後の３月

に開催される徳島県 SSH生徒研究合同発表会への出典につなげていけるようにする。また，教員間だけ

でなく，生徒間の交流も活発にする機会とする。 

２ 研修内容・方法・検証 

〈研修内容・方法〉 

本年度の第１回徳島県 SSH高等学校課題研究及び科学部研究研修会は，新型コロナウイルス感染拡大

防止の観点から，11 月 22 日(火)の放課後，城南高校をホストとして各校に配信するオンライン形式によ

って開催された。本校からは，応用数理科１年生 30 名が，そして他には城北高校，徳島市立高校，及び

富岡西高校が参加し，４校合わせ 150 名の高校生によって行われた。 

各校で６～８班のグループをつくり，「研究テーマの選び方と研究のすすめ方」について，まず，ブレ

ーンストーミングと KJ 法によってアイデアをまとめていくという手法を体験的に学んだ。 

研修は，①当該科目(数学・物理・化学・生物・地学)で興味があること，②分かっていない解明されて

いないと思われること，③どのようにしたら調べる(明らかにする)ことができるか，という３つの段階

に分けて，各テーマについて班ごとに活発な話し合いが行われた。この研修をきっかけとして，12 月・

１月に各校で課題研究のテーマ決めと班編制および研究の進め方について考える。各テーマについて班

ごとに活発な話し合いが行われ，意見を集約していった。 

【研修会スライド抜粋】 

 

生徒たちはこれらの活動を通して，研究対象の設定と現状として存在する問題点を見つけ，さまざま

な情報を調査・収集・集約し，それを解決に導くための方法について検討し，的確な研究手法を選択す

るという研究を進めていくときの一連の流れを，短時間の中で会得した。この研修を契機に，12 月・１

月に各校で課題研究のテーマ決めと班編制および研究の進め方について考えていき，２月に行われる第
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２回研修会までに，各校で事前レポートや発表用資料をまとめていく作業を進めていく。本校では

Science Introduction の授業内で，ブレーンストーミングや KJ 法を活用し，研究グループの編成や研究テ

ーマ決定とその実験計画の作成に取り組んだ。 

【研修会の様子】 

 

【校内でのテーマ決め活動】 

 

 

 今年度の第 2 回研修会は 3 月実施のため昨年度の活動を報告する。 

令和 3 年度第２回徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会は，2 月 21 日(月)の放課後，第

１回研修会と同様に開かれた。城南高校をホストとするオンライン形式によって開催された。リモート

方式の発表会ということで，綿密な連携で発表形態を検討し，運営には多くの苦労もあった。過去最高

となる６校（城南・城北・徳島市立・富岡西・城ノ内・小松島）の参加があり、発表数は 41 グループ 152

名が参加した。発表は本校をホストとする 6 ブースのオンラインとし，各研究グループがそれぞれ 2 回

発表する形式とした。内 3 ブースは徳島大学の先生方に指導やご助言を担当していただき，残りの 3 ブ

ースは参加した学校間での質疑や交流の場として設定した。閉会に際しての講評は，よくできていたと

いう評価をいただいた一方で，よい研究をまとめるには，関連する研究について過去の論文等をきちん

と検証し，自らでしっかりと実験を行い，徹底的に議論することが大切であると，重要なご助言をいた

だいた。終了後，希望するグループには個別相談の時間を設定し，研究方法などを熱心に質問して追加
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の助言をもらっているグループが数班あったことが印象的であった。今後も大学とつながりながら研究

を進めてもらいたい。 

 

【研修計画用紙】※コメント入り                【研修会の様子】 

 

〈検証〉 

SSH 事業への取り組みに連動する応用数理科のカリキュラムや学校行事に関して，入学直後の時期に

は，おそらく生徒ひとりひとりで興味・関心に対する意識には，大きい差があったに違いない。しかし，

この研修会参加に至るまで，Science Introduction を初めとする SSH 関連の取り組みに参加していくこと

で，自然科学に対する興味・関心と，それらを研究の対象として捉え，自ら追究したいという気持ちが，

どの生徒にも芽生え，あるいは根付いていると思われる。それは，研修後のアンケート結果から窺える。

来年度全員が取り組む課題研究に対して，大きな興味と関心を寄せ，そこで研究に携わる者の心構えを

十分に理解し，前向きな姿勢で意欲的に取り組もうと考える生徒が多いようである。また，この研修会

を，楽しく有意義なものとなるように，研修内容について企画・運営に尽力いただいている徳島大学理

工学部の先生方の力添えも大きいと言える。 

 

− 52 −



第３章 実施の効果とその評価 
Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

 「Science Introduction」（１単位）については，昨年度から応用数理科が１クラス 30 名となったため

15 人２班の編成で物理・地学分野と化学・生物分野の基礎実験を交互に学習し，４週間で各分野を完遂

する方式で実施している。今年度も高大連携事業の中止を受けて実施回数が増え，計画が大変であった

が，弾力的な授業実施と少人数でのきめ細かい指導を同時に実現することができた。また，実施時間を

金曜５限目に設定することで，昼休みから実験準備ができる，あるいは高大連携時の時間割変更がし易

くなるなどのメリットがある点は従来通りである。アンケート結果では満足，まあまあ満足が 73.3%で

あり，昨年度より少し評価を下げている点が気にかかる。ただ，1 クラス 30 名になったことでアンケー

ト結果が変動しやすくなったことは考慮に入れておきたい。授業の理解については 83.3％の生徒が大変

できた，まあまあできたと回答しており理解しやすい題材であったことが確認できる。理科に対する興

味・関心，実験の手法や技術の習得などの各項目についても 80％以上が肯定的に受け止めており，効果

的，効率的な高い運用ができたと考えられる。苦労した項目では今年度も 80％の生徒がレポートをあげ

ているが，レポート作成や締め切りの厳守によって学ぶことも多いと考えられるため今後も同様に実施

していきたい。 

「課題研究」（２単位）は，水曜日 6,7 限目に設定し，課題研究を進めやすくしている。この時間は

高大連携講座等にも活用しやすい。１年次３学期の「Science Introduction」や科学部研修会で次年度の課

題研究に関する研修や話し合いを実施し，４月初めから研究に着手することができた。当初のテーマか

ら変更する班もあったものの，1，2 学期それぞれに課題研究の校内中間発表を実施し，校内最終となる

口頭発表会も実施することができた。３月末に実施される予定の徳島県 SSH 生徒研究合同発表会にも

昨年度同様オンラインで参加することが決定している。今年度も１年次３学期からテーマ設定等を早め

にスタートさせ，研究が概ね 2 年次で完成するよう計画してきた。前述の通りクラスの人数が 30 名と

なったため，単純に比較することは難しいものの，アンケート結果では大変満足，まあまあ満足と答え

た生徒は 50％強で昨年と比較すると評価が低かった。課題研究で学んだことの項目では約 76.9％の生

徒が研究の難しさをあげており，当初の予定通りに研究が進まなかったことと関連するものと思われる。

また,57.7％の生徒は協力することの大切さを学ぶことができたと評価しており，今年度は研究班が一

人という班が複数あり，各発表会での負担感を感じた生徒が多かったのかもしれない。65％以上の生徒

は興味・関心が大変深まった，まあまあ深まったと答えており，一定の成果があったことがうかがえる。

生徒が将来研究者になりたい気持ちは高まったとする生徒は 30％程度で昨年度よりかなり低い値であ

り，高校入学時の進路の希望と評価が相関している可能性がある。 

 「Advanced Science」（２単位）は，火曜午後 6,7 限目の２時間連続で設定し，実験・実習や高大連携

に活用しやすくなっている。今年度も感染症対策のため高大連携事業は物理分野のみとなったことは残

念であるが，生徒達は分野別選択授業には前向きに取り組んでいた。満足度も 80％以上と高く，理解度，

興味関心などの項目でも同様に高い数値を維持することができた。 

「Science EnglishⅠ」では，英語科教員１名とネイティブの教師（JET プログラムによる英語指導助手

と SSH 事業費で雇用した英語の非常勤講師）のペアを配置し，理科教員のサポートを加えてプレゼンテ

ーションの基本的スキルを学ぶ授業を実施した。授業で扱ったテーマは，○自分の行きたい場所につい

て ○自分の好きな料理のレシピについて ○自分の売りたい商品についてといったプレゼンしやすい

ものをテーマとして扱っている。アンケート結果によると，70％以上の生徒が理解できた，まあまあで

きたと回答した。ただし，プレゼンテーション能力が高まったという項目では 70％近い生徒が肯定的な

回答であったのに対して，科学的な文章を読む力はついたという項目で肯定的な回答は約 30％にとどま

っており，学習意欲の高まりはあるものの，科学英語の指導面で一層の改善が必要である。 

 「Science EnglishⅡ」では１年次の入門編を踏まえて，課題研究との連携を深めた内容を本校の理科教

員２名及び英語科教員１名，SSH 非常勤１名で実施した。１学期は科学論文を書く際の基本的な手順を

学び，２学期後半には，サイエンスダイアログを利用し，岡山大学資源植物科学研究所の Dr.Peitong 
WANG 先生（中国出身）から専門分野である農学・環境学・農芸化学及びその関連分野の視点からの講

義を受けた。生徒達は英語が世界へつながる大切なツールであることを確認する良い機会となった。３

学期には課題研究の内容の要旨（Abstract）を作成し，英語での口頭発表を行った。アンケートでは英語
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の専門用語や論文の表現方法の習得で 70％を超える生徒が肯定的に回答しており，一定の効果があった

ものと評価することができる。 

 「Science EnglishⅢ」では，２年次で作成した課題研究を改善，修正しながら４月から英語論文作成に

取り組んできた。今年度の実施内容を次年度の改善にフィードバックさせたい。 

 大学との連携については，毎年生徒のアンケートでも最も人気があるのだが，今年度も新型コロナウ

イルス感染対策として中止となったことは残念であった。昨年度から徳島大学より申し出があり，徳島

大学ポスト LED フォトニクス研究所から先生を迎えて，応用数理科１年生を対象に出前授業を実施し

ていただいた。今年度は 2 回実施して頂き，生徒達には地元出身で生徒との年齢も近い研究者の姿を身

近に感じる貴重な体験となった。生徒の興味関心を増大させ，大学の先生や学生と触れ合うことで，進

路についても考えさせる機会となる大学との連携は意義のあるものと考えられるため，今後も実施でき

る形を模索したい。 

 Ⅳ期目では科学的資質能力の評価について「ローソンテスト」，「Force Concept Inventory（力と運動

に関する概念調査テスト）」を実施する。「ローソンテスト」とはアリゾナ州立大学のアントン・ロー

ソン教授が開発したものである。平成 30 年度から１年次５月に普通科と応用数理科ともにテストを実

施している。評価については「課題研究」「探究」履修後にポストテストを実施し，生徒の伸長度合い

を検証する。 

 ローソンテストの問題は 24 題構成で測定内容は以下の通りである。 

1･2 3･4 5･6 7･8 9･10 

重さの保存 押しのけられる 

体積の保存 

比例的思考 高度な比例的思考 変数の固定と制御 

11･12 13･14 15･16 17･18 19･20 21･22 23･24 

変数の同定と制御 

および確率的思考 

確率的思考 高度な確率的思考 相関的な試行 仮説-演繹的思考 

 

応用数理３年生のペア採点の例（令和４年５月調査） 

 

ローソンテストを実施するようになって５年が経過したしたことで入学時から３年次への変化が普通

科，応用数理科それぞれ３カ年比較することができるようになった。特に今年度の卒業生については１

年次よりも３年次で形式的操作期へと向上した生徒が多くなっており，特に応用数理科では半数以上の

生徒が形式的操作器へと達するなど，SSH の教育活動の成果といえる。普通科でも理数探究基礎などの

活動において今後フィードバックしていきたいと考えている。 
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 平成 30 年度・平成 31 年度・令和２年度入学生のプレテストの（１年次５月）・ポストテスト（３年

次５月）の推移は以下の通りである。 

【平成 30 年度入学生】 

          普通科                   応用数理科 

   プレテスト      ポストテスト              プレテスト      ポストテスト 

 

【平成 31 年度入学生】 

          普通科                   応用数理科 

プレテスト      ポストテスト              プレテスト      ポストテスト 

 

【令和２年度入学生】 

          普通科                   応用数理科 

プレレテスト     ポストテスト              プレテスト      ポストテスト 

 

32.1

54.6

13.3

0
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20
30
40
50
60
70
80
90

100
形式的操

作

過渡期

具体的操

作

12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな
認認知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期

（5点～8点）、具体的操作期（4点以下）とし

ている。

31.1

44.4

24.4

0
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40
50
60
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80
90

100
形式的操

作

過渡期

具体的操

作

12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな
認認知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期

（5点～8点）、具体的操作期（4点以下）とし

ている。

31.1

44.4

24.4

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
形式的操

作

過渡期

具体的操

作

12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな
認認知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期

（5点～8点）、具体的操作期（4点以下）とし

ている。

26.7
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22.9
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形式的操作

過渡期

具体的操作

12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。

20
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過渡期

具体的操作

12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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65

17.1

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

形式的操作

過渡期

具体的操作

12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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12点点採採点点法法ににももととづづくく簡簡易易的的なな認認
知知段段階階分分布布ググララフフ

注） 形式的操作期（9点～12点）、過渡期（5点
～8点）、具体的操作期（4点以下）としている。
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 昨年度より卒業後５年，10 年経過した卒業生へ追跡調査を行うよう変更した。調査方法についても QR
コードを用いることで回答が容易になったことで回収率を上げることができた。SSH の活動が現在の仕

事等に役立っているとの回答は７割程度であり，例年通りの結果となった。また，高大連携の一環とし

て卒業した先輩から指導を受けることができる体制作りを計画中である。 

Ⅱ 高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

生徒の主体的な学び推進については，これまでの SSH 活動の成果を広げるとともに，校内組織の整

備や教員研修の一層の充実を図りながら大学等の外部機関との連携をさらに密接にすることを実現させ

たい。また，「ポートフォリオ」等の多面的評価の導入や高大連携の強化を図り，「J-LINK プログラ

ム」をさらに深化させることで，主体的な生徒を育成できる。また，この取組を支援し学校全体で主体

的な学びを推進していくためにも，校内外の連携体制の改善も図る。本年度より，普通科１年において

「理数探究基礎」を履修し，理科的・数学的な見方・考え方を身につけ，探究の過程を通して課題を解

決する基礎力を養う事をねらいとし，２年次の「探究」への流れをつくる。また，普通科においても年

間２回の発表会を実施し，生徒達が発表する場と評価し合う機会を与えることで SSH 活動のノウハウ

を広げていくことができた。 

平成 30 年度からポートフォリオを活用し，次回の発表まで

の自分たちの活動を記録させている。活動の振り返りや次週以

降の課題の記録を残すことで長期的な探究活動を円滑に進め

ることが目的である。４月から中間発表Ⅰ，中間発表Ⅰから中

間発表Ⅱ，そして最終発表までの３枚に分けて配布し，計画や

振り返りをさせた。また各発表会後には指導教員と面談をし

て，反省点や今後の目標の再設定を行った。面談を上手く活用

できた生徒は研究内容の理解も深まり，以後の研究も発展的な

内容に深化させることができた。ルーブリックも改訂し，教員,

生徒ともに評価の改善につなげることができているが，中には

これらをうまく活用できていない生徒もいるためルーブリッ

クやポートフォリオの活用については引き続き今後の課題で

ある。ポートフォリオは，今年度より毎回理科教員から確認印

をもらう形に変更した。実験ノートについては課題研究の最初

の授業で「城南版実験ノートの書き方」をサンプルとして配布

しており，生徒の取り組みにも良い変化が見られている。 

平成 30 年度より普通科で先行実施してきたを「探究」が令

和元年度より「総合的な探究の時間」に変更となり，今年度は

「理数探究基礎」となった。１年次の 1 学期はグループでのミ

ニ課題研究①「音の速さを測ろう」，２学期からは探究手法の

獲得のため外部講師による講演会やミニ課題研究②「10 年後の○○」に取り組んだ。また，SDGs や水

問題の各講演会では社会と自己との結びつきを意識した話からサスティナブルな社会を構築する新たな

視点を学ぶことができた。３学期にはブレーンストーミングを用いて自分たちが２年次に探究したいテ

ーマについて深く掘り下げたり，研究班の仲間作りに取り組んだ。２年次は１年次に学んだことを生か

しながら探究活動にスムーズにつなげることができるものと考えられる。今年度は２月の SSH 研究成

果発表会に会わせて普通科２年生による探究の発表会も実施された。１年生も発表を聞くことで次年度

に自分たちがどのように探究活動に取り組めば良いか参考になったものと思われる。 

「徳島城南塾 SSH 特別講演会」として，毎年本校ＯＢによる講演会を実施している。今年度は 11 月

に徳島大学山口堅三准教授に「大学のいろは」という演題で講演していただいた。体育館での講演形式

での実施は 3 年ぶりである。生徒達から大学での学びに対する質問もたくさん出され，盛況のなかで実

施することができた。 

科学部は物理班，化学班，生物班，地学班で構成されており，在籍部員は 120 名を超える。主な活動

は，放課後における「課題研究」のほか，科学コンテストへも参加している。今年度は「突撃！隣の科

学部」として近隣中学校での出前実験講座を行うなど校外でのイベントも企画・運営することができた。

「科学オリンピック」については，物理５名，化学４名，生物 10 名，地学３名，情報３名の生徒が参加

した。オンラインや書類審査での実施のため近年参加する生徒が減少傾向であり，数学については２年

課題研究ポートフォリオ（最終発表会　２／１６）に向けて）

２ 年 ７ 組　　  　番　　氏名　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　研究テーマ（興味を持ってもらえる表現をする）

２　この期間に取り組む内容・課題

３　学習履歴（その日の概要・成果をまとめる） 各時間の自己評価は以下の３項目

Ａ: 事前計画・準備はできていた。 Ｂ: 十分に活動・研究が進められた。 Ｃ: 班員と協力して取り組んだ。

5 よくできた 4 できた 3 普通 2 あまりできなかった 1 できなかった

1 2 月 1 日 （ 水 ）

〇本日の活動内容

〇次にすること

Ａ:準備 5 4 3 2 1 Ｂ:活動 5 4 3 2 1 C:協力 5 4 3 2 1

1 2 月 8 日 （ 水 ）

〇本日の活動内容

〇次にすること

Ａ:準備 5 4 3 2 1 Ｂ:活動 5 4 3 2 1 C:協力 5 4 3 2 1

1 月 1 2 日 （ 水 ）

〇本日の活動内容

〇次にすること

Ａ:準備 5 4 3 2 1 Ｂ:活動 5 4 3 2 1 C:協力 5 4 3 2 1
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連続で参加者がいなかった。ここ数年は２次審査に進む生徒が出ておらず，各コンテストに向けた研修

やレポート作成の研究会などを企画することを検討中である。 

〇科学オリンピック参加者数 

 

年度 

物理 化学 生物 地学 数学 情報 計 

1 次 2 次 1 次 2 次 1 次 2 次 1 次 2 次 1 次 2 次 1 次 2 次 1 次 2 次 

H26 10 0 13 0 21 0 3 0 0 0 2 0 49 0 

H27 16 0 11 0 3 0 2 0 0 0 0 0 32 0 

H28 17 0 16 0 3 0 6 0 0 0 0 0 42 0 

H29 30 0 33 0 17 0 3 0 0 0 0 0 83 0 

H30 16 1 23 0 16 0 1 0 1 0 9 0 56 1 

R01 5 0 28 0 13 0 12 0 2 0 0 0 60 0 

R02 7 0 18 0 7 0 13 0 0 0 0 0 45 0 

R03 7 0 4 0 12 0 9 0 0 0 9 0 41 0 

R04 5 0 4 0 10 0 3 0 0 0 3 0 25 0 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

県全体の課題研究の内容向上と科学部活動の活性化を目指し，主に１年生対象に行われる「徳島県

SSH 高等学校課題研究及び科学部研究研修会」と主に２年生対象に行われる「徳島県 SSH 生徒研究合

同発表会」を運営して，学校間の交流を促進するとともに，特に SSH 校以外で課外活動として課題研究

に取り組んでいる生徒に発表の場を設けた。本年度の「徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研究

研修会」の参加者数は１回目は４校 150 名の生徒が参加し，２回目は３月での実施を計画している。 

〇徳島県 SSH 高等学校課題研究及び科学部研修会参加者数 

年度 第Ⅲ期平均 H30 R01 R02 R03 R04 

回数  1 回 2 回 1 回 2 回 1 回 2 回 1 回 2 回 1 回 2 回 

参加校(校) 3.1 3 3 4 4 4 4 4 6 4 R5.3 

実施 参加人数(人) 122 84 121 150 158 156 158 140 152 150 

各中学校に行事の広報をし，応用数理科や科学部の生徒の運営で，休日に本校にて中学生対象理科実

験教室を実施してきた。今年度も感染症対策のため，事前に実験キットを送付し，オンラインでの実施

となった。今年度は化学分野を除く物・生・地の３分野でブースを用意した。科学イベントや学校行事

と重なった影響のためか例年より少なかったものの県内７中学校から中学生７名の参加があり，携わっ

た科学部員も 17 名とどの分野も好評であった。中学生対象理科実験教室参加者が応用数理科に入学し，

その生徒が実験教室の運営に携わるという事例は続いている。 

３年生対象のアンケート調査では３年間の SSH 事業に関して，大変満足(26.3%)，まあまあ満足

(34.2%)で 60%以上の生徒が満足との回答であり，新型コロナの影響で各行事の縮小を受けて昨年より

も評価が低いものの肯定的に評価されている。内容でよかったと思うものとして，野外活動，高大連携

事業，施設訪問，課題研究を挙げる生徒が多く，苦労したと思うものとして，課題研究，レポートを挙

げる生徒が例年通り多くなっている。自己評価としてレポート作成能力の向上（86.8％）やプレゼンテ

ーション能力の向上（89.5％）について肯定的に捉えている生徒たちが多かった。先端科学技術に対す

る興味・関心（63.2％）は昨年度大きく数字を伸ばしたため，今年度は落ち着いた数字となっている。

また，科学的な見方・科学的に問題解決する力が身についた(71.0%)などでは概ね良好に捉えられてい

る。また，SSH の活動は進路選択の参考になった（55.3％）や受験に役立った（47.4％）とする生徒は

昨年度と比べて減少しており今後の課題であると感じている。 

課題研究の対外的な結果については，２年生を対象とする「徳島県科学経験発表会」で特選（最優秀）

１点、特選３点,３年生を対象とする「日本学生科学賞」徳島県審査では 10 作品のうち１作品が優秀賞

（教育長賞)，２作品が入選という結果であった。県内の SSH 校も増えて出品数が増加傾向であり，受

賞が難しくなる傾向があるが，各研究の質は向上していると感じている。今年度新たに，２年生がサイ

エンスキャッスル（岡山）・高校生国際シンポジウム（鹿児島）・日本天文学会ジュニアセッション（東

京），３年生が日本化学会中国四国支部科学教育研究会（岡山）で発表する機会を得た。日本化学会中

国四国支部科学教育研究会では高校生・高専生優秀発表賞を受賞している。 
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第４章 校内におけるＳＳＨの組織的運営体制 

 SSH委員会は，校長，教頭，事務長，指導教諭，教務課長，進路指導課長，国際教育課長，SSH事務

局長，各学年主任，各教科主任によって構成し，SSH事務局及び「総合的な学習の時間」推進委員会の

研究開発を統括する。統括に当たっては年度前の計画を周到に行い，実施については各部門の監督を行

い，年度末には該当年度の評価に基づき次年度の計画を修正するなどの改善を行う。 
 SSH事務局は，SSH担当教頭の指導のもとに理数系教員と国際理解を担当する教員で構成され，JST
との連絡・調整を含む SSH事業全般を運営する。経

費の収支については事務課長の監督のもと SSH 担

当事務職員が行う。また，SSH運営指導委員会を設

置し，本校 SSH事業の全般に対して指導助言及び評

価をいただく。 
 また，SSH事務局のもとには，理数・国際担当チ

ーム，評価・改善担当チーム，地域・広報担当チーム

を置く。構成に当たっては理数系教員を問わず全て

の教員を配置し，全校体制で臨むものとする。 
①理数・国際担当チーム 
 理数系能力や語学力等の科学者に必要とされる資

質の向上に向けて，学校設定科目や課題研究，高大連

携の充実を図り，科学コンテスト等への指導も行う。 
②評価・改善担当チーム 
 主体的な学びの推進に向けて，ポートフォリオ，ル

ーブリック，パフォーマンス評価，アンケート等の多

面的・総合的な評価方法について研究開発を行う。ま

た，必要に応じて教員の研修を企画する。 
③地域・広報担当チーム 
 小・中・高・大の連携による地域の科学技術人材育成に係る事業の企画・運営や，SSH 事業の広報活

動，情報の収集・整理を行う。 
 「総合的な学習の時間」推進委員会は，担当教頭の指導のもとに総学担当委員長，各学年総学担当教

員，情報担当教員等によって構成し，「総合的な学習の時間」の研究開発を統括する。統括に当たって

は年度前の計画を周到に行い，実施については各部門の監督を行い，年度末には該当年度の評価に基づ

き次年度の計画を修正するなどの改善を行う。 
 また，平成 30 年度より，普通科においては「総合的な学習の時間」の名称を「探究」とし，課題研究

を取り入れた探究活動の展開を通して生徒の主体性を向上させていく。このために，「総合的な学習の

時間」推進委員会のもとには，企画・運営担当チーム，評価・改善担当チーム，高大連携担当チームを

置く。構成に当たっては，各学年よりそれぞれの担当チームにバランス良く全ての教員を配置し，学年

間の連携を行いながら全校体制で臨むものとする。 
① 企画・運営担当チーム 
 ３年間の「探究」の指導計画の作成と事業全体の進捗状況を統括管理する。１年次の「理数探究基礎」

から２年次の課題研究実施に向けたグループ分けや指導方法・指導体制を整える。 
②評価・改善担当チーム 
 主体的な学びの推進に向けて，ポートフォリオ，ルーブリック，パフォーマンス評価，アンケート等

の多面的・総合的な評価方法について研究開発を行う。また，必要に応じて教員の研修を企画する。 
③高大連携担当チーム 
 普通科「探究」の内容充実に向けて，高大連携や「徳島城南塾」の講師開拓や，応用数理科との合同

発表会等の SSH 事業との連絡調整を行う。                                                            
 SSH 委員会はこれ以外にも，校長，教頭，指導教諭，各教科主任より構成される「授業改善」推進委

員会と連携し，「チャレンジ授業」を中心とした本校の「主体的・対話的で深い学び」の取組を広げ，

高大接続の実現に向けて取り組んでいく。 
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第５章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

１ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向 

 SSH事業第Ⅳ期の指定を受け，５年間研究課題にそっての取組を進めてきた。また，中間評価の指

摘事項からも，取組の課題や改善点も明らかになってきた。以下に各テーマ別に課題について考察す

る。 

 

Ⅰ 先端科学技術者としての資質能力を効果的に向上させる方法についての研究 

(1) 数学と理科の融合科目である「数理科学」では，数学科・理科教員で教材開発を行っていたが，

今年度から情報科教員が加わり，令和３年度はデータ分析の手法と活用について学び，問題点につい

てモデル化シミュレーションを行う授業実践を行った。本年度応用数理科入学生からは３年次で学校

設定科目「データサイエンス」または「科学と倫理」を履修する。「Science English」では英語科教員

と理科教員で教材開発に取り組み，１・２年では英語による科学実験を年間２回以上実施している。

また，理科の各授業では物理量を表す英単語についても意識させるようにした。教材等の再構築が必

要な部分もあり，今後理数系能力向上のための教材の充実と検証をしていかなければならない。 

(2)「課題研究」に関する直接的なアドバイスは理科，数学で行っており，各種発表や論文記述などは，

理科の科目間や英語科，数学科，情報科で連携して行っている。普通科「探究」では，クラス解体し

て学年団で学問・系統別に指導に当たっていたが，今年度もコロナ禍の影響があり，クラス内のグル

ープ研究とした。課題研究との合同行事は規模を拡大するとともに複数の行事を企画することができ

た。今後両者の関係をさらに密にし，研究の途中過程時や論文の書き方，ポスターの様式，発表のあ

り方など，教科間や科目間を超えた連携をして指導力向上ときめ細かいアドバイスができるよう取り

組む。 

(3) ４期目より科学的資質能力の評価について，「ローソンテスト」，「Force Concept Inventory（力

と運動に関する概念調査テスト）」を１学次の５月に実施し，昨年度「課題研究」「探究」履修後の

３年次にポストテストをおこなった。平成 30 年度・31 年度・令和２年度入学生の調査によると，今

年度の卒業生は形式的操作期へと向上した生徒が非常に多くなっており，特に応用数理科では半数以

上の生徒が形式的操作器へと達するなど，SSH教育活動の成果といえる。普通科でも理数探究基礎な

どの活動において今後フィードバックしていきたい。今後学年間で情報共有をし，本校はスクールミ

ッション「未来を切り拓くイノベーター（革新者）」の育成に努め、生徒の成長を計りたい。 

 

Ⅱ  高大接続の実現に向けた生徒の主体性を向上させるための研究 

(1)「ポートフォリオ」については多くの科目での活用ができるようになった。学校全体でのポートフ

ォリオのすり合わせや評価については今後も検討していきたい。 

(2)課題研究口頭発表については，「ポートフォリオ」，「ルーブリック」併用でのパフォーマンス評

価に取り組んでおり，生徒の主体的な活動促進に一定の効果を上げた。令和２年度からは「ルーブリ

ック」での教員評価及び生徒評価間の差異を検証し，発表会後のアドバイスにも活かした。さらに生

徒の主体性向上や評価項目の妥当性検証に向け検討していく。 

(3) 普通科１年では「理数探究基礎」を導入し，「音の速さを測ろう」，「10 年後の○○」と題した

２つのミニ課題研究を行い，理科的・数学的な見方・考え方を身につけ，データの取り扱いについて

も学んだ。普通科２年「探究」では，コロナ禍の影響もあり，クラスを解体した探究活動を避け，今

年度はクラス内でのグループによる課題研究をとした。応用数理科「課題研究」と普通科「探究」で

の合同行事は活発に行い，普通科「理数探究基礎」に応用数理科「課題研究」のノウハウを生かし協

力体制をつくることができた。理科の科目間や英語科，数学科，情報科との連携は進んでいるが，国

語科や地歴公民科との連携はあまり進んで部分があり，さらに他教科との連携のあり方について検討

し，探究活動の充実に努める必要がある。 

(4)令和元年度より校時の中に SSH事務局会議置くことができ，毎週定例会を行っている。課題研究
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や SSH 事業の円滑な推進に効果を上げている。しかし，「SSH 委員会」を中心とした校内の連携体

制には改善の余地があり，全職員が SSH 事業や先進的な取組についての理解を深め，それを共有し

て授業改善に役立てるシステムの構築していきたい。またアクティブラーニングの実践とその評価に

ついても研究を進める必要がある。 

 

Ⅲ 地域の中核校としての科学技術人材育成の体制づくりと広報・普及活動 

(1)「徳島県 SSH高等学校課題研究及び科学部研究研修会」は，大学と綿密な連携をし，概ね確立し

てきた。実施方法の詳細については大学と調整しながら計画をしている。本年度もコロナ禍の影響に

よりオンラインでの開催を企画した。第Ⅳ期では積極的な広報の成果により，毎回 150 名程度の参加

があり，県内課題研究の活性化に貢献できている。この会をきっかけとして県内の多くの生徒が課題

研究をスタートさせる。オンライン開催の場合は，遠隔地からの参加も可能であり，さらに県全体の

取組に発展させるとともに，県内高校課題研究のゴールともいえる「徳島県 SSH 生徒研究合同発表

会」が，全ての高校や科学部の発表の場となるよう工夫を行う。 

(2)毎年多くの参加者を集め，地域の行事として定着している小学生対象理科実験教室の実施方法を

毎年検討している。しかし不特定多数の方の参加形式のため，密を避けることが困難と判断し，残念

ながら中止とさせていただいた。本会を楽しみにしている地域の方々も多く，次年度はコロナに負け

ない実施方法を検討していきたい。中学生対象理科実験教室は，今年度も感染症対策のため事前に実

験キットを送付し，オンラインでの実施となった。７中学校から中学生 7 名の参加があり，科学部員

有志も 17 名が運営にあったった。どの分野も好評であった。中学生対象理科実験教室参加者が応用数

理科に入学し，その生徒が実験教室の運営に携わるという事例は続いている。 

(3)「科学部対象実験教室」は「突撃隣の科学部」と銘打ち，地域の中学校との合同実験を開始した。

「教員対象研修講座」は徳島県高等学校教育研究会理科部会で本校の取組を紹介した。今後も地域を

含めた科学部活動の在り方を検討し，管理機関の協力もいただきながら，中学校・高等学校との連携

によって事業を進める必要がある。 

 

２ 成果の普及 

(1) 校内への普及 

Ⅳ期目では持続可能な校内組織の構築が不可欠である。平成 30 年度・31 年度は，２年次「探究」

ではクラスを解体した学問・系統別の課題研究を実施したが，コロナ禍の影響もあり令和２年度から

クラス内でのグループ研究に実施している。全教職員が生徒の研究に携わっているが，探究活動に関

するノウハウには温度差があり，指導や助言に苦慮している様子もうかがえる。そのため外部の大学

関係者等に協力もお願いし，オンラインで多くの先生方のご支援をいただいて研究を進めることがで

きた。今年度は研究成果発表会において「探究」・「課題研究」合同発表会を実施し，１年生全体に

向けても発信するなど，多くの教員にかかわってもらうことができた。普通科「理数探究基礎」に応

用数理科「課題研究」のノウハウを生かし協力体制をつくることができた。SSH事業や先進的な取組

についての理解を深めてもらい，教科会でそれを共有して授業改善に役立てる取組を推進する。また

「チャレンジ授業」などの教材研究を活性化させ，職員会議等でその成果について共通理解を図る。 

(2) 県内の高校・中学校・地域への普及 

令和３年度県内教育関係者向けの広報誌「徳島教育」11 月号で，本校の SSH の取組を特集してい

ただくことができた。また本校研究成果発表会でもオンライン・対面のハイブリッドで活動報告をお

こなった。これらを通して SSH活動の啓発とともに「ルーブリック」「一枚物ポートフォリオ」によ

る課題研究指導の手法も紹介できた。科学部活動の活性化を図るとともに，SSHの対外的事業を県内

の全ての高校や科学部に対する発表の場としてさらに発展させ，多くの中学・高校の生徒がお互いに

切磋琢磨して研究を進める環境を整える。 

第Ⅳ期ではホームページで教材等の掲載をスタートさせ，SSHページの構成を見直し，復元できた

過去の課題研究もすべて紹介を始めた。他校の授業実践や課題研究の参考となるコンテンツの充実を

図るとともに。SSH活動内容の紹介を迅速に行うなど，情報発信力をさらに強化する。 
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RR44年年度度　　課課題題研研究究テテーーママ一一覧覧

応応用用数数理理科科３３年年

還元型ビタミンCの減少量を最大限まで抑える方法

阿波晩茶のムカデ避け効果について

水を媒体とした酢酸インドキシルからのインジルビンの選択的合成

糸電話の糸の状態による音の伝わり方の違い

シオマネキのウェービングが誘発される要因

切り花の延命方法

固有振動を利用した風速計の製作

藍の抗菌作用～ハンドクリームへの応用～

眉山で見つけた鉱物の同定

アイスプラントを用いた海水魚におけるアクアポニックスの構築

ペットボトルの水を早く出す

応応用用数数理理科科　　２２年年

昆虫の跗節による分類

脈動変光星～みずがめ座CY星 測光観測～

複合災害から命を守るために

チョークの粉の再利用を目指して

さまざまな光環境における豆苗の生育と栄養成分の変化について

クモの巣を張らせない枠の作成

プラナリアの摂食行動

ゼブラフィッシュの性格の判断の仕方

ローマ字打ちでの日本語入力に特化した新しいキーボード案についての研究

糸電話でできた楽器ストリングラフィーの波の特性

視線入力インターフェースと実用化

❹関係資料
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令令和和４４年年度度　　徳徳島島県県立立城城南南高高等等学学校校　　教教育育課課程程表表                                                                                                      

文系 Ｓ文系 理系 文系 Ｓ文系 理系

2 2

2 3

2 　

4 3 3 2 2 3 2

2

4 3 3 2 3 3 3

2       ○       ○ 　　○ 　　　

4 ○ 4 ○ 　○ ④ 　○ ○ ○

2       ○  2       ○  2       　　　○ 2

4 ○  3  ○ ○  3 　○  ③ ○ 　○  ② ○ 　3 ○ ②

2       ○         3       ○ ④ 　　○

4 ○  ○ ○ 　○ ○ 　○ ○ ○

2 2

2 2

2

2 選Ⅱ▽3

2 選Ⅱ▽3

3 3

4 3 3 4 2 2

4 1

5 　○

2

2 2

2 3 3 2 7

2

　○

選Ⅰ△2 2

2 2

4  ○ 　○

2 ○ ○ 　2

4 　3　　 2 4     ⑤

2 2 2 2   

4  ○ 　○

2 ○ ○

4

1

○ ○

　　 2 　　 2  　　 2　　　2

○ ○

７～８ 2 2 2 3 3 3

保健 ７～８ 2

体育 2 1 1 1

2 1

2  ○  ○

2  ○

2 選Ⅰ△２

2  ○     ２  ○   ２

2  ○     2

2 選Ⅰ△２

2  ○  ○

2  ○

2 選Ⅰ△２

3 4

4 4 4 3

4 5 5 4

2 2

4 2 2 2 2 2 2

2 2

4

4

2 2 2 2

2

1 1

２～５

６～１０

７～１２

３～１０

２～１０

２～１０

２～１０

２～１０

１～３

○  ○

3　 2 4　 ④

○  ○

英語 ２～６ 選Ⅱ▽3

３～６ 1 1 1

３～６ 1 1 1

特活 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

34 34 34 34 34 34 34 35 35 35

太太字字はは学学校校設設定定科科目目
２年地理歴史の選択は 日本史B 2年世界史B

地理B

３年（文）の選択は　選Ⅰの中から１科目選択，選Ⅱの中から２科目選択

応用数理科

数 学 Ⅱ 新

数 学 Ａ 新

体 育 新

保 健 新

物 理 基 礎 新

物 理

２ 年 ３ 年
２年

地
理
歴
史

歴 史 総 合 新

地 理 総 合 新

総 合 的 な 探 究 の 時 間

標　準
単位数

普通科

理
数

理 数探 究基 礎 新

理 数 探 究 新

理
科

３年

現 代 の 国 語 新

１年１ 年

言 語 文 化 新

現 代 文 Ａ

現 代 文 Ｂ

古 典 Ａ

古 典 Ｂ

教科 科目

国
語

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

地 学 基 礎

地 学

公
民

現 代 社 会

倫 理

政 治 ・ 経 済

数
学

数 学 Ⅰ 新

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

理 科 課 題 研 究

化化 学学 発発 展展

生生 物物 発発 展展

数 学 活 用

数数 学学 演演 習習

地地 学学 発発 展展

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎 新

生 物

体 育

数数 学学 探探 究究

保 健

芸
術

音 楽 Ⅰ 新

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅰ 新

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅲ

書 道 Ⅰ 新

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅲ

外
国
語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 新

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ

論理・表現Ⅰ 新

英 語 表 現 Ⅱ

理 数 地 学

課 題 研 究

家
庭

家 庭 基 礎 新

家 庭 総 合 新

生 活 デ ザ イ ン

情
報

社 会 と 情 報

情 報 の 科 学

科科 学学 とと 情情 報報

理理 数数 生生 物物 探探 究究

SScciieennccee  IInnttrroodduuccttiioonn((新新))

SScciieennccee  EEnngglliisshhⅠⅠ((新新))

理
数

理 数 数 学 Ⅰ 新

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理 新

理 数 化 学

理 数 生 物 新

数数 理理 科科 学学

理理 数数 物物 理理 探探 究究

総 合 的 な 学 習 の 時 間

ホームルーム活動

単 位 数 計

SScciieennccee  EEnngglliisshhⅡⅡ

SScciieennccee  EEnngglliisshhⅢⅢ

時 事 英 語

理理 数数 化化 学学 探探 究究

2 年 世界史A 2 年 日本史A
2 年 地 理A
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★★第第 11回回運運営営指指導導委委員員会会（（６６／／１１５５） 
 
★-1．Ⅴ期申請にむけて 
・県教委と協力していかないと，城南高校がコンテンツを出すにせよ，他校の先生方が参加しにくい。

皆さん忙しいですし。そこで高校の指導要領が探求を強調しているので，それと組み合わせて大々的に

すればいいのでは。 
・課題研究研修会・科学部研修会については城南高校を超えて県全体に広がりつつありますが，これを

全国に発信したら。 
・高校が大学や企業と共著で投稿するとか。科学教育学会とかで発表するとか，成果を形にするように

発表するのが良い。他県の大学や企業もとも協力するのもありだと。 
 
★-2．課題研究のテーマについて 
・課題研究のテーマ決めについて困っているそうですが，例えば大学と連携している企業と課題研究の

テーマで繋がっていくというのはどうか。高校生と連携したい企業あります。今，大学のプロジェクト

でも企業や高校との共同事業の実績が停滞しているので。 
 
★-3．卒業生について 
・卒業生で SSH の頃を振り返って，肯定的に SSH 設計に先輩として，SSH の設計に参加してくれる
方はいませんか。 
・追跡調査されていますが，数が少ないので，なんとか連絡をして，そうゆうのにも何か書いてもらえ

るように工夫を。SSHを卒業して例えば，理系の大学の理系の学部に行きましたというのも一つの成果
ですし，卒業後大学院へ行ったり，研究所や理系の企業の専門職に就いているなど，ある程度はっきり

すると輝く卒業生ってことで，課題研究や進路の相談に乗ってもらったりできるのでは。 
 

☆☆第第 22回回運運営営指指導導委委員員会会（（２２／／１１５５））  
 
☆-1．生徒の研究発表（プレゼン・ポスター）を見て頂いての感想・意見 
・・内容について良く理解されているので，やってることの必要性とか重要性とかが，どういうところに

つながっていくかっていうところを理解した上で最初に冒頭のところ（動悸）で上手く伝えてほしい。 
・・今年に限ったことではないが，過去の先輩から続いてきてるようなテーマは，絞っていくのがうまく

できてると思う。やっぱり初めて出てきたテーマは，絞りきれないかなという印象を持ちました。また，

何かを明らかにしたいという動機とその仮説。そして当然思うようにいかないが失敗は書いてきちんと

検証するのが重要。 
・・二つの発表はどちらも良かった。内容的に好感を持ちました。第一に生徒さんがテーマをよく理解し

ていて，高校生でもできる研究になってる。特にあの後者の方が，あの高校の物理で出てくるようなこ

とを使いながらやろうとしていて。前者の方は内容とても面白いですが，仮説って言葉の伝え方とかが

甘くて，なんか予想に過ぎないことを仮説としている。 最初にどうしてそういう予想したのかってい
う背景が仮説になる。あのこういう仕組みでこういう予想できるっていうところを注意して。それと他
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の先生も指摘されていたように生データをちゃんと示してとか。発表の仕方はいろいろ工夫いなければ

ならない。 
 
☆-2．Ⅴ期目に向けての取り組みについて意見やアイデア・改善点がありましたら。 
・・たぶん一番取り組みやすいのは，課題研究や探究及びその評価を地域の学校へ普及を進めていくため

の方法の開発でしょうか。それで，城南高校の特徴である大学と組んで課題研究のテーマのブラッシュ

アップをすることをほかの学校を巻き込んでやってるっていうのはすごくいいことだと思います。研修

会の主催等を通して，他校の先生方に探究・課題研究の指導の仕方を広める，サポートするっていうの

は県教委と組まないといけないと思いますが，なるべく具体的なことを，今のうちから計画するべきだ

と思います。 
・それと校内の先生方の研修会の体制をもう一度見直してみては。例えば，先生方の困ってることとか

の生の声を集めて，それをどうしたら解決できるかっていうことを手始めに研修会等の取り組みをされ

たらどうかなと思いました。 理科だけでなくて。 
・高松第一の例ですが，そこはあの校内の体制の力を入れています。 校内の研修とかの責任者は英語の
先生をされている女性の方で，非常にしっかりとプランを持ってやっています。ちょっとそこ近いです

から見学に行ってみてはどうでしょうか。四国の高校同士で協力体制をと考えた次第です。そしてなる

べく早くそれが上手に見える形で，開催されたり，成果として文章を残すとかホームページに載せると

かされたほうがいいかと思います。 
・課題研究等を近隣他校に広げるにはカリキュラムの問題もあるので，難しいですよね。そこの工夫も

必要ですね。 
 
☆-2．その他（普通科の探究について） 
・自分の問題として落とし込めていないのが多いので，テーマが大きくなり調べ学習や調査にとどまっ

ている。そして答えが出たからといって，次に繋がらない。 
・普通科の研究についてはまずはやって見ることが大事。その経験が異なる場面で活かされることがあ

る。会社でも，例えば部署を作ってまでやらなくても，プロジェクトを作って，少人数で事を進めるっ

ていうやり方は増えています。人も少ないですし，そのために部署を作るということはなかなか難しい。

なのでやってみるっていう環境を与えてあげるのは大事なこと。何かに興味を持つ機会がカリキュラム

上であるのであれば，その結果は置いておいてもいいのかなと思います。 
  
☆-3．その他（科学的な国際交流について） 
・例えば，海外のメーカー視察とかあるんですけど，やっぱりそういうのはウェブカメラを使いながら

製造現場を見せて，それで査察をしたりってことを現実にやってる。 そういうところを考えると，やり
方によっては実験するっていう行為そのものを見せることが可能かと。 
 
☆-4．その他（科学オリンピック参加者数について） 
・今年度は，城南高校の参加者数が減ってきているので，案内を強化してほしい。また，2 次に進める
生徒を増やしてほしい。 
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課
題
研
究
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
中
間
発
表
Ⅰ
　
６
／
１
５
）
に
向
け
て
）

5
月
2
5
日
（
水
）

〇
本

日
の

活
動

内
容

２
 年

 ７
 組

　
　

  
　

番
　

　
氏

名
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

１
　
研
究
テ
ー
マ
（
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
表
現
を
す
る
）

〇
次

に
す

る
こ

と

２
　
こ
の
期
間
に
取
り
組
む
内
容
・
課
題

Ａ
:準

備
5

4
3

2
1

Ｂ
:活

動
5

4
3

2
1

C
:協

力
5

4
3

2
1

6
月

1
日
（
水
）

〇
本

日
の

活
動

内
容

３
　
学
習
履
歴
（
そ
の
日
の
概
要
・
成
果
を
ま
と
め
る
）

各
時

間
の

自
己

評
価

は
以

下
の

３
項

目

Ａ
: 
事

前
計

画
・
準

備
は

で
き

て
い

た
。

Ｂ
: 
十

分
に

活
動

・
研

究
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進
め

ら
れ

た
。

Ｃ
: 
班

員
と

協
力

し
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取
り

組
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だ
。

〇
次

に
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る
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と

5
よ
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で

き
た

4
で

き
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3
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通
2

あ
ま

り
で
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か
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た
1

で
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な
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っ
た
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月
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水
）
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の
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容

Ａ
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備
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1

Ｂ
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5
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2
1
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1
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Ａ
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1

Ｂ
:活

動
5

4
3

2
1

C
:協

力
5

4
3

2
1

〇
次

に
す

る
こ

と

4
月
2
7
日
（
水
）

〇
本

日
の

活
動

内
容

Ａ
:準

備
5

4
3

2
1

Ｂ
:活

動
5

4
3

2
1

C
:協

力
5

4
3

2
1

6
月
1
5
日
（
水
）

中
間
発
表
Ⅰ

〇
次

に
す

る
こ

と
〇

本
日

の
活

動
内

容

Ａ
:準

備
5

4
3

2
1

Ｂ
:活

動
5

4
3

2
1

C
:協

力
5

4
3

2
1

〇
次

に
す

る
こ

と

5
月
1
1
日
（
水
）

〇
本

日
の

活
動

内
容

Ａ
:準

備
5

4
3

2
1

Ｂ
:活

動
5

4
3

2
1

C
:協

力
5

4
3

2
1

４
　
学
習
の
ま
と
め
（
こ
の
期
間
の
成
果
及
び
次
期
発
表
会
ま
で
に
す
る
こ
と
）

〇
次

に
す

る
こ

と

Ａ
:準

備
5

4
3

2
1

Ｂ
:活

動
5

4
3

2
1

C
:協

力
5

4
3

2
1

確
認

確
認

確
認

確
認

確
認

確
認

確
認

の先生も指摘されていたように生データをちゃんと示してとか。発表の仕方はいろいろ工夫いなければ

ならない。 
 
☆-2．Ⅴ期目に向けての取り組みについて意見やアイデア・改善点がありましたら。 
・・たぶん一番取り組みやすいのは，課題研究や探究及びその評価を地域の学校へ普及を進めていくため

の方法の開発でしょうか。それで，城南高校の特徴である大学と組んで課題研究のテーマのブラッシュ

アップをすることをほかの学校を巻き込んでやってるっていうのはすごくいいことだと思います。研修

会の主催等を通して，他校の先生方に探究・課題研究の指導の仕方を広める，サポートするっていうの

は県教委と組まないといけないと思いますが，なるべく具体的なことを，今のうちから計画するべきだ

と思います。 
・それと校内の先生方の研修会の体制をもう一度見直してみては。例えば，先生方の困ってることとか

の生の声を集めて，それをどうしたら解決できるかっていうことを手始めに研修会等の取り組みをされ

たらどうかなと思いました。 理科だけでなくて。 
・高松第一の例ですが，そこはあの校内の体制の力を入れています。 校内の研修とかの責任者は英語の
先生をされている女性の方で，非常にしっかりとプランを持ってやっています。ちょっとそこ近いです

から見学に行ってみてはどうでしょうか。四国の高校同士で協力体制をと考えた次第です。そしてなる

べく早くそれが上手に見える形で，開催されたり，成果として文章を残すとかホームページに載せると

かされたほうがいいかと思います。 
・課題研究等を近隣他校に広げるにはカリキュラムの問題もあるので，難しいですよね。そこの工夫も

必要ですね。 
 
☆-2．その他（普通科の探究について） 
・自分の問題として落とし込めていないのが多いので，テーマが大きくなり調べ学習や調査にとどまっ

ている。そして答えが出たからといって，次に繋がらない。 
・普通科の研究についてはまずはやって見ることが大事。その経験が異なる場面で活かされることがあ

る。会社でも，例えば部署を作ってまでやらなくても，プロジェクトを作って，少人数で事を進めるっ

ていうやり方は増えています。人も少ないですし，そのために部署を作るということはなかなか難しい。

なのでやってみるっていう環境を与えてあげるのは大事なこと。何かに興味を持つ機会がカリキュラム

上であるのであれば，その結果は置いておいてもいいのかなと思います。 
  
☆-3．その他（科学的な国際交流について） 
・例えば，海外のメーカー視察とかあるんですけど，やっぱりそういうのはウェブカメラを使いながら

製造現場を見せて，それで査察をしたりってことを現実にやってる。 そういうところを考えると，やり
方によっては実験するっていう行為そのものを見せることが可能かと。 
 
☆-4．その他（科学オリンピック参加者数について） 
・今年度は，城南高校の参加者数が減ってきているので，案内を強化してほしい。また，2 次に進める
生徒を増やしてほしい。 
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【【高高大大連連携携講講座座・・講講演演会会等等】】

大学名・
連携機関名

出張
講義

科目 実施日 時刻 場所
対象学年・
人数

内容「題名」 講師
担当
教諭

備考

徳島大学 ○ 物理 6/30(木） 午後 城南高校 1年30名
第1回「ポストLEDフォトニクス研究所
出前授業」

産業理工学研究部
高島祐介　助手

寺内

徳島大学 物理 6/28(火) 午後 徳島大学 3年5名 「電磁波テラヘルツ帯の活用」
ポストLEDフォトニクス研究所
江本顕雄教授

寺内 新

徳島大学 ○ 総合 7/14（月） 午後 徳島大学 2年30名
海外の卓越した研究者による「海外特
別講演会」を教材とした高校生向け出
張講義①

徳島大学
福井清　副学長

近藤 新

徳島大学 ○ 総合 8/22（月） 午後 徳島大学 1～3年10名
海外の卓越した研究者による「海外特
別講演会」を教材とした高校生向け出
張講義②

徳島大学
福井清　副学長

近藤 新

岡山大学 ○ 英語 10/27(水) 午後 城南高校 2年30名
「イネのヒ素集積に関与する遺伝子の
同定について」

近藤
東谷

徳島大学 ○ 地学 11/18(金) 午後 城南高校 1年30名 「活断層と地震」
理工学部応用理数コース
村田　明広 名誉教授

福之上

その他 ○ 総合 11/17(木) 午後 城南高校 1・2年全生徒
徳島城南塾SSH特別講演会
「大学のいろは」

徳島大学准教授
山口堅三　先生

阿部

徳島大学 － 地学 11/25(金) 午後
野島断層保
存館　他

1年30名
「活断層と地震（フィールドワー
ク）」

理工学部応用理数コース
村田　明広 名誉教授

福之上

徳島大学 － 総合 11/22(火) 放課後 城南高校他
1年30名
県内高校生

令和４年度 第1回徳島県SSH高等学校
課題研究及び科学部研究研修会

徳島大学院理工学研究部・教養教
育院　三好德和 教授　石田啓祐
久田旭彦 講師 他

寺内
近藤

徳島大学 ○ 物理 12/13(火） 午後 城南高校 1年30名
第2回「ポストLEDフォトニクス研究所
出前授業」

産業理工学研究部
高島祐介　助手

寺内 新

香川大学 ○ 総合 12/19(金) 午後
城南高校
(オンライ
ン）

1年30名
「課題研究・探究活動とはどんなもの
か」「研究者の研究倫理について」等

香川大学 教育学部
笠  潤平  教授

寺内

徳島大学 － 総合 3/14(火) 放課後 城南高校他
1年30名
県内高校生

令和４年度 第2回徳島県SSH高等学校
課題研究及び科学部研究研修会

徳島大学院理工学研究部・教養教育院
三好德和 教授　石田啓祐 名誉教授
小山晋之 教授　渡部稔 教授　久田旭
彦 講師 他

寺内
福之上

【【校校外外・・県県外外研研修修（（高高大大連連携携等等含含むむ））】】

大学名等
出張
講義

科目 実施日 時刻 場所
対象学年・
人数

内容「題名」 講師・参加者等
担当
教諭

備考

園瀬川 －
物化
生地

7/13（水） 午後 園瀬川流域 1年30人 園瀬川総合科学調査
応用数理科1年全員，科学部
理科教員

理科

－ － 地学 7/29(金) １日 高知県唐浜 1年30人 化石採集フィールドワーク
徳島化石研究会
鎌田　誠一　会長

阿部
福之上

徳島大学 － 地学 11/25(金) 午後
野島断層保
存館　他

1年30名
「活断層と地震（フィールドワー
ク）」

理工学部応用理数コース
村田　明広 教授

福之上

理化学研究
所

－
物化
生情
報

1/6(金) １日
姫路市科学
館

1年25名
SPring-8＆SACLA 研修
施設見学と技術者によるレクチャー

応用数理科1年全員 寺内

【【発発表表会会・・交交流流会会参参加加，，対対外外行行事事運運営営　　等等】】

大学名等
出張講

義
科目 実施日 時刻 場所

対象学年・
人数

内容「題名」 参加者
担当
教諭

備考

－ －
物化
生地

4/10(日) １日
富岡西高
オンライン

3年40名 第10回四国地区SSH生徒研究発表会 応用数理科3年 寺内

－ －
物化
生地

6/15(水) 午後 城南高校 2年40名 課題研究中間発表会Ⅰ
運営指導委員
応用数理科2年

近藤
寺内

－ － 物理
8/2(火)
　～4(木)

３日
東京富士大
学他

3年3名発表
第46回全国総合文化祭自然科学部門
「糸電話の糸の状態による音の伝わり
方の違い」

応用数理科3年 寺内

－ － 物理
8/3(水)
　～4(木)

２日
神戸国際展
示場

3年1名発表
SSH生徒研究発表会
「水を媒体とした酢酸インドキシルか
らのインジルビンの選択的合成」

応用数理科3年 乾

－ － 生物
8/17(水)
　～18(木)

２日 紙面発表 3年4名発表
第24回中国･四国･九州地区理数科高等
学校課題研究発表大会「シオマネキの
ウェービングが誘発される要因」

応用数理科3年 名護

令令和和４４年年度度　　城城南南高高校校ＳＳＳＳＨＨ等等活活動動
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－ －
物化
生地

9/16(金) 午後 城南高校 1年30名 自由研究発表会 応用数理科1年 理科

－ －
物化
生地

10/2(日) 午後 城南高校 中学生20名
中学生対象理科実験教室
「音の性質」他

応用数理科及び科学部 有志 理科

－ －
物化
生地

10/19(水) 午後 城南高校 2年40名 課題研究中間発表会Ⅱ 応用数理科2年
名護
寺内

－ －
物化
生地

10/31(月) －
徳島県立総
合教育セン
ター

3年40名10班
（出品）

第62回 日本学生科学賞徳島県審査 応用数理科3年
乾
理科

－ －
物化
生地

11/3(木） 午前
徳島県教育
会館

2年6班発表
1年1班発表

第79回科学経験発表 応用数理科2年 名護

－ － 総合 11/19(土) 終日
徳島県立総
合教育セン
ター

1年6名
(1チーム参
加)

第7回科学の甲子園　徳島県大会 科学部 村田

化 11/28(月) 終日 広島大学 3年1班発表
2022年日本化学会中国四国支部化学教
育研究発表会

応用数理科3年 乾

－ － 物生 12/10(金） 終日
岡山市コン
ベンション
センター

2年2班発表 サイエンスキャッスル 応用数理科2年 近藤 新

－ －
物化
生地

2/1(水)
2/8(水）

午後 城南高校 2年30名 課題研究英語発表会（口頭発表） 応用数理科2年
英語
理科

－ － 総合 2/15（水） 午後 城南高校
城南高校1・2
年

SSH研究成果発表会 県内教育関係者
探究

－ －
物化
生地

2/15(水) 午後 城南高校
城南高校1・2
年

※SSH運営指導委員会
　「探究」課題研究合同発表会

運営指導委員・県教委
SSH事
務局

－ － 生
2/21(火）
　～22(水)

２日 鹿児島市 2年1班発表 高校生国際シンポジウム 応用数理科2年 近藤 新

－ －
物化
生地

2/22(水) 午後 城南高校 2年30名 課題研究最終発表会 応用数理科2年
近藤
寺内

－ － 地
3/13(月）
　～15(水)

３日 東京都 2年1班発表 日本天文学会ジュニアセッション 応用数理科2年 福之上 新

－ －
物化
生地

3/18(土) １日 オンライン

応用数理科2
年
40名　県内高
校生

令和４年度徳島県SSH生徒研究合同発
表会

大学関係者・県教委・県教職員・
応用数理科1,2年生

SSH事
務局
理科

【【他他校校視視察察・・協協議議（（職職員員））】】

大学名
出張
講義 科目 実施日 時刻 場所

対象学年・
人数

内容「題名」 講師・参加者等
担当
教諭

－ － － 7/20（水） 午後 富岡西高校 福之上
徳島県立富岡西高等学校
SSH生徒課題研究発表会

SSH校　他

－ － － 9/22(木) １日 オンライン 寺内・勝野
脇町高校
SSH生徒発表及び授業研究会

SSH校　他

－ － － 9/26（月） １日 オンライン 寺内・勝野
高松第一高校
研究成果発表会

SSH校　他

－ － －
10/11(火)
　～12(水)

２日 高知小津高
学校長・寺内
中川・近藤
福之上

四国地区SSH担当者交流会 四国地区SSH校　他

－ － － 11/19(土) １日
筑波付属中
高

福之上 第49回教育研究会 SSH校　他

－ － － 2/3(金) １日 立命館中高 宇山
科学技術の国際化を考えるシンポジウ
ム

SSH校　他

－ － － 2/10(金) 午後 高松第一高 福之上 研究成果報告会 SSH校　他
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１．1年間SIの授業をうけての内容について　　 

①大変満足
②まあまあ満足
③普通
④ 少し不満
⑤ 大変不満

2．SIの授業の際、苦労したことは【複数可】

①レポート　

②内容理解

③実験操作 

④ 特になし

⑤ その他　

３． SIの授業は理解できたか。

①大変できた

②まあまあできた

③一部できないものあり

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった　

４．SIにより理科に対する興味・関心は

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

５．SIにより実験の手法や技術の習得は

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

６．理科の各科目に対する理解は深まったか

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

RR44  SSSSHH年年間間アアンンケケーートト（（１１年年生生3300名名　　RR55..11..2255実実施施））

その理由;・実験は楽しかった・実際に実験することで理解が深まった・普段、経験できないようなことを体験、見
学することができるから。・どの授業も楽しかった・たくさん実験したり、新しい分野を知ることができた・研修
や実験が多く、自分で実際に動くことができたから・理科に対する興味が深まった・実験が楽しかった・いろいろ
な体験ができて楽しかった・色々な実験ができて面白かった・面白いものも面白くないものもあった・実験するこ
とで内容がよく分かる・実験が楽しかった・提出物が多いけど、理科の力はつくと思うから・いろいろな実験がで
きてよかった。唾腺染色体が特に・様々な内容の実験をすることができた・様々な分野の実験ができて楽しかっ
た・たくさんの実験や研修をして、なかなか体験できないことがたくさんできた・難しい・難しいもの、易しいも
の両方・少し内容が難しい時がある・考えるのが難しい・四国のいろいろな先生が来てくれてとても楽しかった・
実験が楽しかった・実験が楽しく充実している・たくさん実験ができた・実験は楽しかった・普段ではあまり行け
ない場所に行くことやできないことをすることができたから・色々な分野の実験、研究にふれられて楽しかったし
勉強になった

30%

44%

23%
3%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④ 少し不満

⑤ 大変不満

１

62%15%

18%
5%0%

①レポート ②内容理解 ③実験操作

④ 特になし ⑤ その他

２

10%

73%

17% 0%0% ①大変できた
②まあまあできた
③一部できないものあり
④ あまりできなかった
⑤ 全くできなかった

３

30%

57%

13%0%0% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④ あまり深まらなかった
⑤ 全く深まらなかった

４

40%

40%

20%
0%0% ①大変できた ②まあまあできた

③どちらともいえない ④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

５

36%

47%

17% 0%0% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④ あまり深まらなかった
⑤ 全く深まらなかった

６
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７．SIの授業は進路選択の参考になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

8．SIをより充実した科目にするには。

9．1年間SE1の授業をうけての感想は

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

10．SE1の授業の際、苦労したことは【複数可】　　 

①予習復習
②内容理解
③プレゼンテーション
④ 特に苦労しなかった
⑤ その他
11．科学英語に対する理解は

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

12．科学英語に対する興味・関心は

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

・内容を少しだけ簡単にする・身近なことにも着目する・ZOOMでの実験をスムーズにすると良いと思う・授業数
を増やす・充分、充実していると思う・人との交流を多くする・このままでいい・今でも充分充実していると思
う・50分では足りない1時間じゃ足りない・時間の確保・次の実験内容の予習が軽くできたらいいと思った・授業
を増やす・難しすぎることが多いのでもう少し簡単にしたらいいのかなと思います・雰囲気を明るくする・もっと
生徒に寄り添った内容にする・授業をしっかり聞く・実験時間を増やす

その理由；・授業で何を言っているのか上手く聞き取れない・たまに付いていけないことがある・未だ、英語に慣
れていないから・スピーチをするのが大変だった・楽しめた・発表原稿づくりは難しかったが、先生方にたくさん
のアドバイスをもらえて自分の成長につながったと思うから・プレゼンテーションの準備が難しかった・ALTの先
生のネイティブ英語を聞いて勉強できたから・少し英語力が上がったと思う・実際に会話をする方が英語を身につ
けやすい・先生が面白い・文を作るのが難しく、自分のリスニング力が低い・英語だけでのコミュニケーションは
難しいけど、ALTの先生と会話するのが楽しい・発表など少し大変だった・プレゼンを英語でするのが難しかった
が何回もするうちに工夫するようになった・英作文をたくさんして、英語に少しでも慣れることができたから・ス
ピーチしかない・スピーチが上手になった・プレゼンを書くのが苦手・英語を学べる良い機会だから・英語力がつ
いたと思う・ALTの先生の話が面白かった・プレゼンは大変だが楽しい・ALTの先生と関わる機会が多かったか
ら・プレゼンは自分の身になっていると感じるから・英語力を鍛えることができるから・英語のスピーチの仕方に
ついて詳しく学べた・ALTの先生と話す機会ができた

7%

36%

47%

7%3% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

７

20%

43%

30%

7%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④ 少し不満

⑤ 大変不満

9

11%

18%

68%

3%0% ①予習復習 ②内容理解

③プレゼンテーション ④ 特に苦労しなかった

⑤ その他

10

17%

57%

23%
3%0% ①大変できた ②まあまあできた

③どちらともいえない ④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

11

17%

48%

31%

4%0% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④ あまり深まらなかった
⑤ 全く深まらなかった

12
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13．プレゼンテーション能力は高まったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

14．科学的な文章を読む力はついたか

①大変ついた

②まあまあついた

③どちらともいえない

④ あまりつかなかった

⑤ 全くつかなかった

15．普段の英語の授業にプラスになったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

16．SEⅠをより充実した科目にするには。

17．高大連携に参加しての感想は

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

18．高大連携で苦労したことは 【複数可】

①レポートI

②内容理解

③実験操作

④ 特になし

⑤ その他

19．高大連携活動の内容は理解できたか

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

・日本語をもう少し使って欲しい・もう少し１人で発音の練習する時間が欲しい・遊びの回を増やす・このままで
良い・充分、充実していると思う・海外研修を取り入れる・このままで良い・このままで良い・発表の練習を生徒
で互いにすればいいと思う・時間をかけて文章を考えたりする・発音練習をもっとすればいいと思う（単語間のつ
ながりとか…。）・授業を増やす・もっと楽しいことをしたい・授業数を増やす・英語を苦手な人にもっと寄り添
うべき・授業をしっかり聞く・もっとスピーキングの練習をする

その理由；・日本語をもう少し使って欲しい・もう少し１人で発音の練習する時間が欲しい・遊びの回を増やす・
このままで良い・充分、充実していると思う・海外研修を取り入れる・このままで良い・このままで良い・発表の
練習を生徒で互いにすればいいと思う・時間をかけて文章を考えたりする・発音練習をもっとすればいいと思う
（単語間のつながりとか…。）・授業を増やす・もっと楽しいことをしたい・授業数を増やす・英語を苦手な人に
もっと寄り添うべき・授業をしっかり聞く・もっとスピーキングの練習をする

27%

40%

33%

0%0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

13

3%

27%

70%

0%0% ①大変ついた ②まあまあついた

③どちらともいえない ④あまりつかなかった

⑤全くつかなかった

14

20%

54%

23%
3%0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

15

40%

30%

20%

10%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

17

9%

66%

3%

19%
3%

①レポートI ②内容理解 ③実験操作

④特になし ⑤その他

18

13%

43%
27%

17% 0%
①大変できた ②まあまあできた

③どちらともいえない ④あまりできなかった

⑤全くできなかった

19
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20．理科各科目に対する興味・関心は深まったか

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

21．高大連携で実験の手法や技術の習得は

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

22．理科各科目に対する理解は深まったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

23．高大連携活動は進路選択の参考になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

24．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

25．高大連携・校外活動で特によかった講義等

26．高大連携等で今後行ってほしい講座等。

27．応用数理科を希望した理由は【複数可】

①深く理科が学べる

②深く数学が学べる

③実験が好き

④理工系の進学に有利

⑤保護者に

⑥先生に

⑦友人に

⑧.特になし

⑨その他

・淡路島・野島断層・地層を見に行く活動・LEDのやつ・LED（２回目）・J-Linkツアー・spring-８へ行かせていただ
いたこと・野島断層の見学・野島断層・淡路島・室戸岬（その瀬川の調査）・光の分解･エネルギーの大きさ・J-Linkツ
アー・J-Linkツアー・断層・野島断層・プラネタリウム・J-Linkツアー・地層見学・断層見学・断層見学・淡路島の断層
見学・光化学の講義・淡路島・徳大　光ファイバーの出前授業、野島断層の見学、阿南市科学館

・ゲノム編集・物理について・生物分野・より詳しく知りたい・郊外活動・もっと郊外活動を増やす・宇宙・宇宙
について（誕生やその構造など）・星について・海外に行きたいです（テスト無しで）

20%

47%

30%

3%0% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

20

7%

60%

30%

3%0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

21

20%

47%

33%

0%0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

22

7%

47%
43%

3%0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

23

20%

54%

23%
3%0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

24

28%

14%

25%

11%

5%
5%0%

5% 7%
①深く理科が学べる ②深く数学が学べる

③実験が好き ④理工系の進学に有利

⑤保護者に ⑥先生に

⑦友人に ⑧.特になし

⑨その他

27
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28．入学前にSSHに期待したものは【複数可】

①実験・観察

②大学等での実習

③最先端の科学

④研究方法の習得

⑤進路

⑥理数の成績向上

⑦科学的

⑧.国際性

⑨特になし

⓪その他

29．理科は好きか

①大変好き
②まあまあ好き
③どちらともいえない
④ 少し嫌い
⑤ 大変嫌い
30．実験や観察は好きか

①大変好き
②まあまあ好き
③どちらともいえない
④ 少し嫌い
⑤ 大変嫌い
31．数学は好きか

①大変好き
②まあまあ好き
③どちらともいえない
④ 少し嫌い
⑤ 大変嫌い
32．英語は好きか

①大変好き
②まあまあ好き
③どちらともいえない
④ 少し嫌い
⑤ 大変嫌い
33．高大連携の授業について

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

その理由；・難しい・内容が難しい・貴重な経験をたくさんできたから・普通科が放課した後にもするのをやめて
ほしい・より良い内容だった・時間が少し長く感じた

28%

10%

8%
6%

18%

4%

8%

14%
4%0%

①実験・観察 ②大学等での実習

③最先端の科学 ④研究方法の習得

⑤進路 ⑥理数の成績向上

⑦科学的 ⑧.国際性

⑨特になし ⓪その他

28

27%

50%

17%
6%0%

①大変好き ②まあまあ好き

③どちらともいえない ④ 少し嫌い

⑤ 大変嫌い

29

47%

33%

20%
0%0% ①大変好き ②まあまあ好き

③どちらともいえない ④ 少し嫌い

⑤ 大変嫌い

30

27%

36%

27%

10%0% ①大変好き ②まあまあ好き

③どちらともいえない ④ 少し嫌い

⑤ 大変嫌い

31

13%

30%

37%

13%
7% ①大変好き ②まあまあ好き

③どちらともいえない ④ 少し嫌い

⑤ 大変嫌い

32

27%

30%

40%

3%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④ 少し不満

⑤ 大変不満

33
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34．SSHの授業で苦労していることは【複数可】

①実験操作

②実験の内容理解

③レポート　

④校外活動の内容理解

⑤勉強との両立

⑥部活との両立

⑦特になし

35．最先端技術に対する興味・関心はあるか

①大変ある

②少しある

③どちらともいえない 

④ あまりない

⑤ 全くない

36．現在の進路の希望は

①理学部

②工学部

③農学部

④医学部

⑤薬学部

⑥理系教育学部

⑦文系教育学部

⑧専門

⑨就職

⓪その他

37．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

38．SSHの活動をより充実した科目にするには

・もっと友達をつくる・研修の機会（特に県外）を増やす・充分、充実していると思う・このままで良い・このま
まで良い・今のままでも大丈夫・他の学校と行う・もっと易しくしてほしい・他のクラスとの差をつくらない

5%5%

59%

5%

10%

8%
8% ①実験操作 ②実験の内容理解

③レポート ④校外活動の内容理解

⑤勉強との両立 ⑥部活との両立

⑦特になし

34

30%

34%

33%

0%3% ①大変ある ②少しある

③どちらともいえない ④あまりない

⑤全くない

35

34%

14%
3%

23%

13%

3%
7%0%0%3%

①理学部 ②工学部 ③農学部

④医学部 ⑤薬学部 ⑥理系教育学部

⑦文系教育学部 ⑧専門 ⑨就職

⓪その他

36

20%

17%

23%

17%

23% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

37
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１．課題研究の内容について感想

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

2．課題研究で学んだこと【複数回答可】

①研究の楽しさ

②研究の大切さ

③研究の難しさ

④研究の方法や技能

⑤協力の大切さ

⑥自然科学の楽しさ

⑦自然科学の大切さ

⑧将来の目標

３． SⅠの課題研究への役立ち度

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

４．課題研究で苦労したこと【複数回答可】

①実験操作

②.内容理解と考察

③発表用原稿作成

④.ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

⑤時間の確保

⑥特に苦労はしなかった

⑦その他

５．課題研究による選択科目に対する興味・関心

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

RR44  SSSSHH年年間間アアンンケケーートト（（２２年年生生2266名名　　RR55..11..2277実実施施））

その理由；・面白いと思う。・大学の先生ともっと連携をすればいいと思った。・実験が大変だった。・他人との
協力・今の現状と目標にしているゴールまでの作業と時間があまりにもかかりすぎたので、完成形までもっていく
ことが難しく思えた。・意義を感じられる。・多くの実験ができなかった。・実験内容が定まるまで時間がかか
り、苦戦したところもあったが、実験はスムーズに行えて良かった。研究は難しかった。・短期間で満足いくもの
が作れたから。・したかった研究をSEで発表するには難しすぎたのでテーマを変えたこと。・大変だったけど、面
白かったから。・深く研究できた。・自分の好きな内容をできるから。・普通だから。・研究の流れが大体つかめ
た。・実験が上手くいかないこともあったけれど応用数理でないと体験できなかったと思うから。・スケジュール
が詰まってきたりして大変なことがあった。・今まで全く知らなかったことを知れたから。・楽しかった。・時間
に追われて大変だった。・1年で行う量にしてはあまりにも多すぎる。

19%

35%
31%

11%
4% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

１

13%

5%

29%

16%

22%

7%
4%4% ①研究の楽しさ ②研究の大切さ

③研究の難しさ ④研究の方法や技能

⑤協力の大切さ ⑥自然科学の楽しさ

⑦自然科学の大切さ ⑧将来の目標

２

4%

42%

35%

19%
0% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

３

8%

19%

15%

21%

33%

0%4% ①実験操作
②.内容理解と考察
③発表用原稿作成
④.ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
⑤時間の確保
⑥特に苦労はしなかった
⑦その他

４

23%

42%

15%

12%
8% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

５
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６．課題研究による研究に対する意欲

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

７．進路選択の参考

①大変役だった

②まあまあ役だった

③どちらともいえない

④ あまり役立たなかった

⑤ 全く役立たなかっ

8．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

10．1年間SEⅡの授業を受けての感想

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

11．SEⅡで苦労したこと【複数回答可】

①予習復習

②内容理解　 

③プレゼンテーション 

④ 特に苦労しなかった

⑤ その他

9．課題研究をより充実した科目にするには。

・大学の先生と繋がりがある人とない人で差がある気がするので、ない人も連携できるようにすればいい。・実験
の量を増やして結果を増やす。・グループの人数を減らす。・個人が目標を持つ・時間配分を細かく決め、効率良
く行動し、研究を実行していく中で、協力を大切にしていくこと。・本気になる。・色んな先行研究を見て、課題
設定する。・その分野の基礎知識をある程度つけた上で研究すること。・自分の得意な分野で戦う。・SEとの連携
を多くすること。化学式で書いても理解されない物質を少ない時間と言葉で説明することは難しい。・週2時間で
は足りないと思う。・自分が本当に関心のある分野を研究する。・専門の先生と話す機会を設ける。・分からな
い。・研究のテーマを決めるのに資料を増やす。・課題研究の時間（授業コマ数）を少し増やす。・もう少し知識
をつけてから実験した方が良いと思う。・意欲的に調べ、新しい発見ができるような取り組みをしていく。・時間
の確保（授業数を増やすなど）・もっと時間を用意して欲しい。・もう少し、研究する期間を長くして欲しい。

その理由；・先生が面白かったから。・毎授業のすることが一貫していない。・英語が苦手でSEの英語が難しかっ
た。・理科も英語もできる先生を！・役に立つ。・プレゼンの仕方が身についた。・課題研究の英語バージョンは
難しかった。・知らないことをたくさん知れたから。・スライド作りや英語の発表の経験は為になったが、提出期
限や準備時間の短さに厳しさを感じた。・面白いけど、時間が足りない。・英語の能力が付くことに関しては満
足。しかし、小学生にも分かるように説明などは難易度が高いと感じる。・役に立っていない。・一貫性がな
い。・プレゼンの能力はついたと思うけれど授業で何をしているのか分からなくなるときがあったから。・英語は
苦手だけどなんとかはなった。・専門的な英語の能力や英語で簡単に表す能力が上がったと感じるから。・英語が
苦手なため聞き取りが難しい。・何をすれば良いか、分からない時がある。

15%

50%

23%

4%8% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

６

12%

15%

46%

19%

8% ①大変役だった
②まあまあ役だった
③どちらともいえない
④あまり役立たなかった
⑤全く役立たなかっ

７

4%

31%

27%

27%

11% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

８

0%

42%

35%

15%
8% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

10

9%

22%

53%

3%
13% ①予習復習 ②内容理解

③プレゼンテーション ④特に苦労しなかった

⑤その他

11
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12．SEⅡの授業は理解できたか

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

13．科学英語に対する興味・関心は

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

14．英語の専門用語や論文の表現方法習得は

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

15．科学論文を読む力は

①大変ついた

②まあまあついた

③どちらともいえない

④ あまりつかなかった

⑤ 全くつかなかった

1６．普段の英語の授業にプラスになったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

17．SEⅡをより充実した科目にするには。

・先生が生徒の研究内容をもっと理解して授業を進めればいい。・英語の予習をする。・個人が目標を持つ・学ぶ
授業の予習・復習、理解を深めるための工夫をする。・各課題研究の班（チーム）ごとに少し内容を変える。・英
語の表現を学ぶ時間を増やす。・ボキャブラリーを増やすこと。・好奇心を持つこと。・提出物をゆっくりつくる
ことができるようにすること。・英語で相手に伝えるということをもっと意識する。・自分たちの研究内容を英語
に訳すこともいいが、本物の科学者が作った科学論文を読ませ、構成や言い方を学ばす。・もっと役立つように工
夫する。・一貫性をつける。・もっと英語の知識を増やす。・単語、熟語の発声練習をする。・何を今したら良い
のか、何故間違っているのか分かりやすくする。

4%

65%

19%

8%4% ①大変できた ②まあまあできた

③どちらともいえない ④あまりできなかった

⑤全くできなかった

12

11%

42%27%

12%
8% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

13

8%

65%

15%

8%4% ①大変できた ②まあまあできた

③どちらともいえない ④あまりできなかった

⑤全くできなかった

14

4%
16%

46%

19%

15% ①大変ついた ②まあまあついた

③どちらともいえない ④あまりつかなかった

⑤全くつかなかった

15

12%

38%
31%

15%
4% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

16
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18．高大連携に参加しての感想は

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

19．高大連携で苦労したことは

①レポート

②内容理解

③実験操作

④ 特になし

⑤ その他

20．高大連携活動の内容は理解できたか

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

21．理科各科目に対する興味・関心は深まったか

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

22．高大連携で実験の手法や技術の習得は

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

23．理科各科目に対する理解は深まったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

その理由；・特に何も感じなかったから。・もっと頻度を増やしてほしい。・講義の内容が難しく、理解が追い付
かなかった。・そもそもやってなくない？・体験することができない経験をすることができたから。・知識を得ら
れる。・たくさんの意見や研究に刺激を受けた。内容理解が難しかった。・今後のためになったから。・そもそも
コロナで数が少なかったから。・楽しかったけど、思ってたより少なかった。・貴重な体験ができたから。・自分
の将来の夢の選択肢が増えた気がするから。・あまり覚えていない。・貴重な体験ができた。・コロナのせいでも
あるが参加できる活動がかなり少ないと感じた。・内容が高度で頭が追いつかないこともあったから。・少し難し
いことがあった。・大学でしている研究の内容について知れたから。・色々な交流ができて楽しい。・面白い内容
ばかりで興味深いから。

28%

28%

36%

4%4% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

18

22%

48%

0%

26%

4%
①レポート ②内容理解 ③実験操作

④特になし ⑤その他

19

12%

60%

28%
0%0%

①大変できた ②まあまあできた

③どちらともいえない ④あまりできなかった

⑤全くできなかった

20

23%

50%

23%
0%4% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

21

0% 19%

65%

12% 4%
①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

22

11%

54%

31%

0%4% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

23
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24．高大連携活動は進路選択の参考になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

25．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

27．SSH活動で良かったとおもうもの【複数回答可】

①SI

②SEⅡ

③数学持論

④.課題研究

⑤大学の先生による講義

⑥講演会

⑦野外活動

⑧.研究機関訪問

⑨その他

28．SSH活動で苦労したことは何か【複数回答可】

①SSH関連授業の内容理解

②校外活動の内容理解

③実験操作

④レポート

⑤課題研究

⑥勉強との両立

⑦部活動との両立

⑧特になし

⑨その他

その理由；・楽しかったから。・見方が広がったから。・数学が好きだから。・プラスになる。・先端技術が身近
に感じられた。・課題研究はとても難しかったが、良い経験になった。・SSHのために城南に来たから。・SSHで
しか経験出来ないことだから。・1人だったらいけない所にも行けた。・普段では経験しにくいことも経験できた
から。・新たな発見や普段できないことを体験できたから。・興味分野をより深めれる。・新しい経験をすること
ができた。

26．高大連携及び校外活動で特によかった講義等は。

・LED・ウォン先生の講義・何かやりましたっけ・先生の先端技術の講義・電池（science Aduance かなにかの
活動）・spring-8・ヒ素の吸収・講演会（ウォン先生）・ウォン先生・岡山大学の王先生・J-Linkツアー・淡路
の断層・spring-8・覚えていない。・J-Linkツアー・J-Linkツアー、サイエンスダイアログ・中国の方が来て説
明してくださった講義・姫路のspring-8や科学館に行ったこと。・中国の先生の講演・J-Linkツアー・どれも良
かった。

4%
16%

46%

19%

15% ①大変ついた ②まあまあついた

③どちらともいえない ④あまりつかなかった

⑤全くつかなかった

24

0%
23%

50%

15%

12% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

25

11%

8%

4%

17%

8%4%

27%

20%
1%

①SI

②SEⅡ
③数学持論
④.課題研究
⑤大学の先生による講義
⑥講演会
⑦野外活動
⑧.研究機関訪問
⑨その他

27

8%

13%

2%

17%

31%

13%

8%
6% 2%

①SSH関連授業の内容理解
②校外活動の内容理解
③実験操作
④レポート
⑤課題研究
⑥勉強との両立
⑦部活動との両立
⑧特になし
⑨その他

28
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29．SSH活動全般に対しての感想

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

30．現在の進路の希望は

①理学部

②工学部

③農学部

④医学部

⑤薬学部

⑥理系教育学部

⑦文系学部

⑧専門

⑨就職

31．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

その理由；・普通に楽しかったから。・成長できる。・郊外活動が充実していて、興味深かった。・楽しくて未知
の世界だった。・コロナでほとんど無くなって何も言えないから。・アメリカに行きたい。・楽しかったから。・
知識が増えたと思えたから。・学べたものが多いから。・体験できないようなこともたくさんできたのは良かった
けれど、アメリカ研修（もしくはその代わり）に行きたかった。・やること、考えることが多い。・入学前にした
いことができた。

32．SSHの活動をより充実した科目にするには。

・アメリカの代わりを考える。・テストと日程をかぶせないこと。・個人が目標を持つ。人に任せない。・各個人
に合わせる。・事前調べをしておくこと。・基礎知識を充分に持っておく。・コロナがなくなること。・楽しんで
活動する。・コロナでできなかったからかもしれないが野外活動を増やして欲しい。・過去の卒業生のSSHの課題
研究の論文を3年の教室じゃなくて、1か2年の教室に置いたほうがいいと思う。・もっと様々なことをする。・先
生との交流を増やす。・提出物等とのかねあいを考えて、時間に余裕をもたせる。・分からない。

24%

40%

28%

8%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

29

18%

32%

0%

27%

14%
0%4%0%

5%
①理学部 ②工学部

③農学部 ④医学部

⑤薬学部 ⑥理系教育学部

⑦文系学部 ⑧専門

⑨就職

30

4%

29%

21%

33%

13% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④あまりならなかった

⑤全くならなかった

31
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１．AS選択した科目　　 

①物理科学

②物質科学

③生命科学

④ 地球・天体科学

2．上記の科目の授業の感想

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

３．上記の科目の授業で苦労したこと 【複数回答可】

①レポート　

②内容理解

③実験操作 

④ 特になし

⑤ その他　

４．上記科目の授業の理解度

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

５．理科各分野に対する興味・関心

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

６．実験の手法や技術の習得

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

RR44  SSSSHH年年間間アアンンケケーートト（（33年年生生３３88名名　　RR55..11..2255実実施施））

理由：・地学の知識に基づく実践的な実験を行い、内容は難しかったが理解を深めることができたから。・今
まで見たことのないものをできたから。・解剖もできて、経験できないようなことができたから。・SSHを通
していろいろな能力が身についたから。・難しかったが、面白かったし、かなり勉強に役立ったから。・今ま
で学んだことのない分野は新鮮で面白かった。・高大連携や他校との研究発表等、コロナ渦でも意義のあるこ
とができたから。・普通の授業では学べないことを学べた。・光合成色素や豚の目の構造などを実験を通して
知ることができたから。・地球、天体に関する興味が一段と深まったから。・実際に実験して、データを集め
て推測するのはとても良い経験になった。・物理の授業にも繋がったから・豚の目を解剖できたから。。・
思っていた内容ではなかったから。・実験が多く、主体的に授業を受けることができるから。・内容は満足出
来るものだったが、授業が少なく、踏みこんだ事を学べなかったのが残念。・普段しないことができて良かっ
たから。・少し時間が短かったが、多くのことを学ぶことができた。・地学の内容に触れたから。・公式や空
想上の考えだけでなく、自分が実際に動いたり、測定したりすることではるか昔のことがわかるのが面白かっ
たから。・楽しかったから。・恐竜の歩幅を推測するのが面白かった。・興味を持つことができたから。・授
業より深く学習できたから。・自分で考えて検証できたから。・その科目のことをあまり知らなくても取っ付
きやすく、また、簡単であったから。・豚の目の仕組みを実際に目で見て確認したりなど、普段なら絶対にす
ることのできない経験をすることができたため。・大学の研究を見学できたから。・高校で受けたことのない
分野の授業を受けられたから。・実際に歩幅の測定をしたり、レポートの問題をするのが楽しかったから。

16%

8%

16%60%

①物理科学 ②物質科学

③生命科学 ④地球・天体科学１

41%

43%

11%
5%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

２

55%

2%
18%

25%
0% ①レポート ②内容理解

③実験操作 ④特になし

⑤その他

３

45%
55%

0%0%0% ①大変できた
②まあまあできた
③どちらともいえない
④あまりできなかった
⑤全くできなかった

４

31%

45%

21%
0%3% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

５

26%

58%

13%0%3%
①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④あまりできなかった

⑤全くできなかった

６
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７．理科各科目内容に対する理解度

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

８．進路選択の参考になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

9．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち　　 

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

10．上記科目をより充実した科目にするには【記述】

11．課題研究の内容についての感想

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

・ほとんど機会が少なかったように感じたのでもっと増やす。・大変満足だった。・回数を増やす。・大学で
もそのことについて、もっと深く、もっと広く研究、学習する。・時間を増やすこと・年に2回という回数
だったので、回数を増やすことで、実験から学べる機会を増やすと良いと思う。・授業数を増やす。・普段で
は体験できないことを体験できたので満足である。・生徒がやってみたい分野（鉱物や地球など）についてア
ンケートをとって実施する。・珍しいものをつかって授業をする。・もう少し、授業数を増やして、より深い
内容まで触れるようにすると良いと思う。・タブレットを授業内容に導入すべき。（データをエクセルでグラ
フ化等）・科目選択をするときに、実験内容が分かっていれば選びやすいなと思った。・完璧・今のままで良
いと思う。・自分が興味を持つ分野についての学習意欲を高めることができる科目であるため、先生方の負担
はとても大きくなってしまいそうだが、より多くASの時間を設けて頂きたいと考えた。・色々な研究所を見
に行く。・いろんな所に実習をもっと行きたかった・資料が豊富な施設への訪問、講演の機会を増やす。

その理由；・複数人でチームを組んでそれぞれ異なる分野の異なる主題で研究し、その研究内容を発表しあう
ことで自分の研究も相手の研究も理解を深め興味をもつことができたから。・期間が短くてできることが限ら
れていたから。・やりきれなかった部分もあるが、良い経験だったと思うから。・もう少し改善して実験を進
められた部分があったのでそこが心残り。自分の興味のもっていることを研究できたことは、とても勉強に
なった。・実験することによって、より理解が深まり、考察力などのたくさんの能力を身につけることができ
たから。・考えを深めることができ、発表の技術も身につけられたから。・普通だったから・初めての課題研
究でわからないことはたくさんあったが、最後まで仲間と協力して取り組むことができて良かった。・プレゼ
ンの仕方やスライドの作り方を学べた。・自分たちで考え、実験を重ねていく中で、科学的思考力が養われ、
充実した時間を過ごすことができたから。・当初、思っていたような結果は得られなかったが、研究自体は良
い経験になったから。・興味、関心のある分野について研究でき、学ぶことがたくさんあったから。・班員と
協力してたくさんのことを学ぶことができたから。・研究ができたのは良いが、思ったように研究がいかな
かったから。・班員と研究をするのが楽しかった。・授業がかなり飛ぶので、時間の確保が大変だった。ま
た、高校の先生だけでなく、大学の先生とも課題研究について深く話すことができる機会が欲しい。・課題研
究を通して得られることはあったが結果としてはあまり上手くいかなかったから。・時間がとられてしまうた
め、授業外でやらなければならないことも多く負担だった。・実際に研究のために夏に千潟へ行ったのは研究
の厳しさや忍耐力の必要性を知るきっかけとなった。・普通科では得られないような経験ができたから。（コ
ンテスト応募等）・自分たちで1から考えて実験,考察を繰り返し、その都度疑問に思ったことをまた実験に
よって解明していくというプロセスがとても新鮮で楽しかったから。・植物が全然育たなかったから。・部活
の間に時間を作り、観察に行くことは大変だったけど協力して結果をまとめることができたから。・視野が広
がったから。・先生方の対応に不満はないが、自分がしっかり興味の持てる科学の分野を見つけられず、仲間
とも上手くいかなかったから。・面白かった。・友人と協力し、１つのことをやり遂げるという経験が大変貴
重であり、楽しみながら活動していくことができたため。・理科の技術力、考察力が身についた自信がないか
ら。・色々な経験ができ、楽しかったから。・とても貴重な経験ができたから。・いろんな面で成長できたか
ら。・時間をもっと増やしてほしかった。・出来る範囲でのテーマ作成が難しかったから。

34%

47%

16%
3%0% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

７

5%
21%

40%

21%

13% ①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

8

8%

26%

24%
18%

24% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

9

29%

39%

24%

8%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

11
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12．課題研究を通して学んだこと 【複数回答可】

①研究の楽しさ

②研究の大切さ

③研究の難しさ

④研究の方法や技能

⑤協力の大切さ

⑥自然科学の楽しさ

⑦自然科学の大切さ

⑧将来の目標

13．上記の科目の授業で苦労したこと 【複数回答可】

①.実験操作

②内容理解と考察

③発表用原稿作成

④.ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ（発表）

⑤時間の確保

⑥テーマ設定

⑦特に苦労はしなかった 

⑧その他

14.課題研究により研究に対する興味・関心

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

15.課題研究により研究に対する意欲

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

16．課題研究は受験に役立ったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

17．課題研究は進路選択の参考になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

18．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたいという気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

15%

11%

28%10%

21%

8%
5%2% ①研究の楽しさ ②研究の大切さ

③研究の難しさ ④研究の方法や技能

⑤協力の大切さ ⑥自然科学の楽しさ

⑦自然科学の大切さ ⑧将来の目標

12

21%

19%

14%

19%

18%

9%0%0%
①.実験操作
②内容理解と考察
③発表用原稿作成
④.ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ（発表）
⑤時間の確保
⑥テーマ設定
⑦特に苦労はしなかった
⑧その他

13

37%

47%

11%
5%0% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

14

26%

55%

13%
3%3% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

15

21%

18%

37%

16%
8% ①大変なった

②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

16

16%

29%
34%

10%
11% ①大変なった

②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

17

11%

26%

29%

13%

21% ①大変なった ②まあまあなった

③どちらともいえない ④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

18
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19．課題研究をより充実した科目にするには【記述】

20．３年間のSSHの授業や活動の感想

①大変満足

②まあまあ満足

③普通

④ 少し不満

⑤ 大変不満

その理由；・専門的な分野に踏み込んだ学習をすることで科学に興味をもつことができたから。・楽しくみん
なと勉強できたから。・思っていたよりも活動が少なかったと思った。・普段できないような実験をしたり、
話を聞けて世界が広がったから。・思考力を身につけられたから。・普通だったから・楽しく活動を仲間たち
とできたから。・コロナ渦でもあり、例年通りに研究や発表ができなかった。・英語のプレゼンなど、自分の
力を高められた。・応用数理科にしかない授業、カリキュラムで、充実していたから。・1年次のコロナの影
響でできなかった活動があるのが残念だ。・自分の興味,関心のあるものについて知れたのは良かったと思
う。・理科だけでなく英語やプレゼン力なども身に付けられるから。・アメリカ研修にも行きたかった。・研
究は楽しかったが、思うように研究ができなかったから。・実験やレポートの作成が多く、様々な力がついた
と思うから。・コロナの影響などで高大連携やアメリカ研修など、郊外での活動が激減したのが残念であっ
た。・SSHを通して多くのことが身についたがコロナの影響で学校外の活動がほぼ中止になったのが残念だっ
た。3年次に入ってから勉強との両立が少し厳しい所があった。・もっと課外活動がしたかった。・自分たち
が学んでいる科学や数学といった分野がどのように世の中に応用されるのかを僅かながら知ることができ、そ
のプロセス（実験や発表の仕方）なども学ぶことができたから。・ちょっとだけ緊張しなくなったから。・
様々な経験ができて楽しかったが、コロナで無くなってしまったものも多かった。・課題研究を無事やり終え
ることができたから。・普段の授業より専門的なことを学習できたから。・実験できたから。・ただ、理系科
目の単位数が多いだけで、大して変わったことはなかったから。・やりたいことはそんなにできなかった。・
大変なことも多々あったが、全体を通して楽しかったため。・アメリカ研修に行けなかったショックが大きい
から。・楽しかったから。・たくさんのことを学べたから。・普通科ではできないことをたくさんできたか
ら。・アメリカ研修への参加を楽しみに、この科を志望したため、なくて残念。

・1年生の頃から課題研究をもっと意識するようにすること。・時間が足りなかったので、もう少し時間があ
ると有難い。・コロナ渦でできなかったアメリカ研修、大学との連携作業を増やしていくこと。・時間を増や
す。・他校の生徒との交流会の実施・校外学習等に参加する。・時間を増やすこと。・クラス内で、途中経過
を見せ合い、他の班との質疑の中で、さらに研究の精度を高めていくような機会がもう少し多くあれば良かっ
たと思った。・課題研究のための事前授業を充実させる。・班員とたくさん話合いを重ね、すべき事をきちん
と計画立てて実行する。・テーマ決めをしっかりとし、自分が心からやってみたい研究をするのが良い。・
テーマ決めをより時間をかけて行う。・より授業の量を増やして、課題研究に使える時間を増やして欲し
い。・高校の先生だけでなく、大学の先生にも自分の研究を見てもらい、評価してもらう時間が欲しい。・自
分たちはコロナの影響で学校外の人と関わる機会がほぼなかったのでその機会を多く作ることで学ぶこともあ
ると思った。・授業時間内に実験やレポートが提出できるようにすること。・自分で主体的に動き、自分たち
の班の研究で今すべきことは何かを考えて、進んで動くこと。・Classi等を利用して早めに担当の先生と直接
やり取りができるようにする。（グループを作る等）・やはり、高校生が1からテーマを決め、実験をして成
果を出すというのは厳しいところもあると思うので、大学教授や高校の先生方から「これ、面白そうじゃな
い？」というのを提案してもらったり、先輩方の研究を引き継ぐことができたりすれば良かったなと思っ
た。・時間を多くする。・研究について知識を深め、しっかり話し合うことが大事だと分かった。・完璧・課
題研究の班を決めるときはもう少し慎重になったほうが良いと思う。・課題研究、部活、勉強など、熱量を注
ぐべき対象が多く両立が難しい生徒が僕をはじめ多く見られたと思うため、もちろん自身の問題ではあるが、
メリハリをつけるサポートをより手厚くして頂けると、より多くの生徒が熱中して何かに打ち込む時間を増や
せるのではないかと考える。・分かりません。・1年2年の時からもう始めること。・分からない。

27%

34%

34%

5%0% ①大変満足 ②まあまあ満足

③普通 ④少し不満

⑤大変不満

20
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21．SSHの授業や活動のうちよかったもの 【複数回答可】

①SI

②SEⅡ

③数学持論

④.課題研究

⑤大学の先生による講義

⑥講演会

⑦野外活動

⑧.研究機関訪問

⑨その他

22．ＳＳＨの授業や活動で苦労していること 【複数回答可】

①実験操作

②実験の内容理解

③レポート

④課題研究

⑤ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

⑥講演会参加と感想文

⑦大学等校外での活動

⑧受験勉強との両立

⑨部活との両立

⑩その他

23．SSHにより理科が得意になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

24．SSHにより数学が得意になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

その理由；・自分の手で研究や学習を行うことでチームワークの大切さや科学の楽しさを学ぶことができ、
いっそう理解を深めることができたから。・自分だけではできないものを体験できたから。・これからの社会
に求められる課題発見能力や解決能力をいろいろな方面から身につけられたから。・大変だった分、学べるこ
とも多かったから。・楽しく学習できたから・実際に見たり、体験したりしながら学べたのは良かった。・実
際に化石や断層面等を見ることができたから。・早いうちから、数学を広く学べた。・協力して、何か1つの
ものをつくり上げていく中で、科学的思考力だけでなく、人間的にも成長できたと思うから。・授業や講演よ
りも実際に体を使って体験したものの方が記憶に残っているから。・協力して実験や発表をするのは楽しかっ
た。・自主的に行動でき、主体性が育めるから。・SI:基礎的知識、技能を身につけるには良いと思うが、回数
がやや少ないと思う。郊外での活動については、ほぼなくなったが、あれば自分の知識や経験を深める上で良
いと思う。・学校外で活動する唯一の機会であり、多くのことを得られたから。・実際に目で見て学ぶことの
できる良い機会だったから。・spring-8に行き、先端技術に触れることができたのが大変心に残っているた
め。・SSHでなければ自分とはまったく無縁の体験だったから。・［中学生対象理科実験教室、1年次にあっ
た数理科学？の授業（森下先生がうけもってくれたやつ）］紙の上で学んできたことを応用したり、その根本
となる事柄について楽しく学ぶことができたから。・みんなで楽しく活動できたから。・他校ではできない経
験ができた。・研究所等、普段訪れることのできない場所の見学ができたから。・普通に・実際に見たり触れ
たりなどの活動を通して、理系科目への興味をより深めることができたため。・自分だけなら絶対に経験しな
かったから。・楽しく、理科への興味が湧いたから・応用数理科だからこそ、できたことが多く、貴重な経験
になったから。・実際の体験がとても役立ったから。・授業が面白かったから。先生が面白そうに説明してい
て、授業を受けていて楽しくなった。

13%

8%
1%

21%

11%4%

26%

12%
4% ①SI

②SEⅡ
③数学持論
④.課題研究
⑤大学の先生による講義
⑥講演会
⑦野外活動
⑧.研究機関訪問
⑨その他

21

11%

15%

23%
20%

13%

6%0%
7% 4%1%

①実験操作
②実験の内容理解
③レポート
④課題研究
⑤ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
⑥講演会参加と感想文
⑦大学等校外での活動
⑧受験勉強との両立
⑨部活との両立
⑩その他

22

5%

29%

63%

0%3% ①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

23

5%

24%

66%

0%5% ①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった
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25．SSHにより理科に対する興味・関心

①大変深まった 

②まあまあ深まった

③科目によっては深まった

④どちらともいえない 

⑤あまり深まらなかった

⑥全く深まらなかった　

26．SSHにより数学に対する興味・関心

①大変深まった 

②まあまあ深まった

③科目によっては深まった

④どちらともいえない 

⑤あまり深まらなかった

⑥全く深まらなかった　

27．SSHは理数の理解を深めるのに役立ったか

①大変役だった

②まあまあ役だった

③どちらともいえない

④ あまり役立たなかった

⑤ 全く役立たなかっ

28．SSHにより研究方法や技能の習得できたか

①大変できた

②まあまあできた

③どちらともいえない

④ あまりできなかった

⑤ 全くできなかった

29．科学的な見方・科学的に問題解決する力

①大変ついた

②まあまあついた

③どちらともいえない

④ あまりつかなかった

⑤ 全くつかなかった

30．先端科学技術に対する興味・関心

①大変深まった

②まあまあ深まった

③どちらともいえない

④ あまり深まらなかった

⑤ 全く深まらなかった

31．レポート作成能力は高まったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

32．プレゼンテーション能力は高まったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

21%

45%

26%

5%3%0% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③科目によっては深まった
④どちらともいえない
⑤あまり深まらなかった
⑥全く深まらなかった

25

19%

29%

18%

21%

5%
8% ①大変深まった

②まあまあ深まった
③科目によっては深まった
④どちらともいえない
⑤あまり深まらなかった
⑥全く深まらなかった

26

18%

45%

31%

3%3% ①大変役だった

②まあまあ役だった

③どちらともいえない

④ あまり役立たなかった

⑤ 全く役立たなかっ

27

24%

60%

13%0%3% ①大変できた
②まあまあできた
③どちらともいえない
④あまりできなかった
⑤全くできなかった

28

29%

42%

26%
0%3% ①大変ついた

②まあまあついた
③どちらともいえない
④あまりつかなかった
⑤全くつかなかった

29

31%

32%

29%

5%3% ①大変深まった
②まあまあ深まった
③どちらともいえない
④あまり深まらなかった
⑤全く深まらなかった

30

34%

53%

13%0%0% ①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

31

42%

47%

11%0%0% ①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

32
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33．SSHの活動は進路選択の参考になったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

34．SSHの活動は受験に役立ったか

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

35．将来、科学（工学、農学、医学も含む）研究者になりたい気持ち

①大変なった

②まあまあなった

③どちらともいえない

④ あまりならなかった

⑤ 全くならなかった

３６．SSHをより充実したものにするには（意見）

・主体性をもって、行動すること。・コロナ渦でできなかったアメリカ研修や高大連携授業の代わりとなるよ
うな活動の実施。・高大連携や他校との研究発表等、他のグループと意見を交流し合う。・もっと時間を増や
して英語や理科に関わる時間を増やすこと。・今のままでも充分良いと思うが、高大連携授業や、出張講義の
回数がもう少し多ければさらに楽しかったと思う。・もっと、大学や先端科学技術に関するものに触れる機会
を増やしてほしい。・コロナのせいで行動制限もあったと思うが、もう少し野外活動を増やしてほしい。・生
徒が興味を持ちそうな分野を積極的に取り入れ、実験や野外研修など、心に残るようなことを増やす。また、
自主的に取り組むことができる活動を増やす。・郊外での活動をもっと増やす。・高校以外の知識や他校との
連携を強化する。・課題研究に使うことのできる時間を増やす。・Science Englishに理科の先生を加える評
価基準を改めて明確にする、無茶な提出期限を改める、より具体的な科学、英語の学習を入れる。・県レベル
でなく、全国レベルでの授業を目指して研究を行う。・学会の支部大会などにも参加する機会を増やす。・各
活動について、実験に役立つかどうかの評価基準で判断することを控える。・自分たちはコロナの影響で学校
外の人と関わる機会がほぼなかったのでその機会を多く作ることで学ぶこともあると思った。・自分自身が意
欲をもって、研究をしたい思いを強くもって、行動すること。また、「知りたい」という気持ちを大切にする
探求心を常にもって活動すること。・レポート提出もデジタル化すべき。早くからタブレット機材に触れてお
くことで、課題研究でもスムーズに作業を行うことができる。・論文を読む授業がもう少しあればと思った。
課題研究などで参考のために論文を読んだとき、自分の力不足もあると思うが、少し心が折れそうだった。・
コロナが流行する前のように行事を増やして、もっともっと様々な分野の研究施設を見にいくことができると
より興味や関心が広がったし、大学選びの助けにもなると思う。・早め早めに準備をして提出期限をしっかり
守る。・完璧・今のままで良いと思う。・知らないことを知るのが楽しかったので、もっと講演的なことを
やってみると良いと思う。・SSHで行うこととそのメリットをもう少し具体的に中学3年生をはじめとした学
生に提示することで、SSH活動自体の活性化ができれば、周囲から良い刺激を得る機会を増やすことができる
のでは・もっと回数を増やす。ないかと考える。・分かりません。

16%

39%
26%

8%
11% ①大変なった

②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

33

16%

32%
32%

10%
10%

①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった

34

13%

24%

32%

13%

18%
①大変なった
②まあまあなった
③どちらともいえない
④あまりならなかった
⑤全くならなかった
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